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エ
ド
モ
ン
・
ド
・
ゴ
ン
ク
ー
ル
著
『
北
斎
』
余
説 
 
鈴  
木  
 
 
淳 
  
要  
旨 
 
フ
ラ
ン
ス
の
自
然
文
学
者
で
美
術
批
評
家
の
エ
ド
モ
ン
・
ド
・
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
『
北
斎
』
は
、
前
人
未
踏
の
研
究
成
果
で
あ
る
。
本
書
は
、
北
斎
を
、
優
れ
た
デ
ッ
サ
ン
画
家
と
し
て
捉
え
、
十
八
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
に
輩
出
し
た
画
家
た
ち
の
延
長
上
に
位
置
づ
け
、
そ
の
絵
本
、
版
画
、
摺
り
物
、
肉
筆
に
渉
る
全
作
品
を
網
羅
的
に
叙
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
近
時
、
本
書
は
、
木
々
康
子
、
鈴
木
重
三
、
小
山
ブ
リ
ジ
ッ
ト
ら
の
研
究
に
よ
っ
て
、
パ
リ
の
骨
董
商
で
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
の
火
付
け
役
を
演
じ
た
林
忠
正
と
Ｓ
・
ビ
ン
グ
と
の
協
力
、
確
執
と
い
っ
た
側
面
か
ら
論
及
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
研
究
の
進
展
が
図
ら
れ
て
き
た
。
本
稿
で
は
、
ブ
ラ
ッ
ク
モ
ン
や
ゴ
ン
ク
ー
ル
ら
が
い
か
に
北
斎
に
辿
り
着
き
、
そ
の
研
究
を
達
成
さ
せ
た
か
の
追
求
を
試
み
る
と
同
時
に
、
ゴ
ン
ス
や
デ
ュ
レ
な
ど
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ザ
ン
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
ラ
フ
ァ
ー
ジ
ら
の
米
国
の
美
術
批
評
家
と
の
北
斎
評
価
を
め
ぐ
る
対
立
を
振
り
返
る
こ
と
で
、
北
斎
を
見
出
し
た
の
が
、
グ
ラ
ビ
ア
美
術
作
家
ら
の
愛
好
と
探
求
心
の
賜
物
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
他
の
著
述
で
注
目
す
べ
き
こ
と
と
し
て
、『
あ
る
芸
術
家
の
家
』
上
下
巻
の
北
斎
に
関
す
る
記
述
を
論
じ
た
。
そ
こ
で
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
は
、
英
国
の
デ
ィ
キ
ン
ズ
に
よ
る
、
北
斎
の
略
伝
と
『
北
斎
漫
画
』
初
編
を
初
め
と
す
る
序
文
の
翻
訳
の
敷
き
写
し
を
試
み
て
い
る
が
、『
北
斎
』
で
は
、
デ
ィ
キ
ン
ズ
の
影
は
払
拭
さ
れ
、
序
文
の
翻
訳
は
、
林
と
の
協
同
作
業
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
矛
盾
点
の
解
明
を
試
み
、
北
斎
研
究
に
対
す
る
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
功
名
心
の
な
せ
る
わ
ざ
と
い
う
結
論
に
達
し
た
。 
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一
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
著
『
北
斎
』 
 
【
概
要
】 
『
北
斎
（H
okusaï
）』
は
一
八
九
六
年
（
明
治
29
）
二
月
一
三
日
、
フ
ラ
ン
ス
自
然
主
義
文
学
の
先
駆
的
存
在
の
一
人
で
あ
り
、
十
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
美
術
の
批
評
家
か
つ
骨
董
美
術
の
一
大
コ
レ
ク
タ
ー
に
し
て
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
運
動
の
旗
手
の
一
人
で
あ
る
エ
ド
モ
ン
・
ド
・
ゴ
ン
ク
ー
ル
に
よ
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
、
パ
リ
の
シ
ャ
ル
パ
ン
テ
ィ
書
店
（B
ibliotheque C
harpentier
）
よ
り
全
一
冊
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
、
全
頁
、
北
斎
に
関
す
る
書
籍
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
の
興
隆
に
よ
っ
て
、
そ
の
評
価
が
国
際
的
に
高
ま
る
中
、
当
時
の
日
本
で
は
、
そ
の
人
気
と
は
裏
腹
に
未
だ
充
分
に
評
価
が
確
立
し
て
い
な
か
っ
た
浮
世
絵
師
北
斎
に
つ
い
て
の
評
伝
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
一
文
学
者
の
執
念
と
林
忠
正
と
い
う
日
本
人
古
美
術
商
の
献
身
的
な
助
力
に
よ
っ
て
産
み
落
と
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
北
斎
の
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
に
対
す
る
、
優
れ
た
美
術
史
家
に
よ
る
深
い
洞
察
と
、
研
究
者
の
視
点
に
よ
る
時
系
列
に
拘
っ
た
組
織
的
な
考
察
と
に
裏
打
ち
さ
れ
た
、
作
品
本
位
の
真
に
学
術
的
な
評
伝
と
し
て
、
ま
さ
に
空
前
絶
後
の
北
斎
研
究
の
金
字
塔
の
出
現
で
あ
っ
た
。
ま
た
そ
れ
は
、
単
に
日
本
美
術
史
上
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
世
界
美
術
史
上
の
類
稀
な
出
来
物
と
し
て
評
価
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。 
著
者
の
エ
ド
モ
ン
・
ド
・
ゴ
ン
ク
ー
ル
と
北
斎
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
木
々
康
子
の
『
林
忠
正
と
そ
の
時
代
』、
小
山
ブ
リ
ジ
ッ
ト
の
『
夢
見
た
日
本―
エ
ド
モ
ン
・
ド
・
ゴ
ン
ク
ー
ル
と
林
忠
正
』（
高
頭
麻
子
・
三
宅
京
子
訳
）
を
は
じ
め
と
す
る
研
究
成
果
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
な
お
簡
単
に
述
べ
れ
ば
、
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。
ま
ず
、
著
者
エ
ド
モ
ン
・
ド
・
ゴ
ン
ク
ー
ル
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
軍
の
英
雄
で
あ
っ
た
中
隊
長
マ
ル
ク
・
ピ
エ
ー
ル
・
ユ
オ
・
ゴ
ン
ク
ー
ル
を
父
と
し
、
ア
ネ
ッ
ト
・
セ
シ
ー
ル
・
ゲ
ラ
ン
を
母
と
し
て
、
一
八
二
二
年
、
ナ
ン
シ
ー
で
生
ま
れ
た
。
ナ
ン
シ
ー
は
、
フ
ラ
ン
ス
北
部
の
都
市
で
、
ド
イ
ツ
と
の
関
係
が
深
く
、
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美
術
工
芸
業
が
盛
ん
で
、
ガ
ラ
ス
工
芸
家
の
エ
ミ
ー
ル
・
ガ
レ
、
版
画
家
の
ジ
ャ
ッ
ク
・
カ
ロ
な
ど
が
出
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
一
八
三
〇
年
に
は
弟
の
ジ
ュ
ー
ル
が
パ
リ
で
誕
生
し
た
。
エ
ド
モ
ン
は
、
ア
ン
リ
四
世
中
学
、
さ
ら
に
ブ
ル
ボ
ン
中
学
修
辞
学
級
に
進
学
し
、
一
八
四
二
年
か
ら
、
四
四
年
に
か
け
て
法
律
を
学
ん
だ
。
ジ
ュ
ー
ル
は
、
四
二
年
か
ら
四
八
年
ま
で
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ブ
ル
ボ
ン
で
学
び
、
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
。
エ
ド
モ
ン
は
、
一
八
四
六
年
か
ら
、
四
八
年
ま
で
財
務
局
中
央
出
納
課
の
会
計
係
に
任
じ
た
。
四
八
年
に
母
親
が
死
去
す
る
が
、
母
は
兄
弟
が
働
か
な
く
と
も
、
生
活
で
き
る
だ
け
の
財
産
を
遺
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
彼
等
兄
弟
は
芸
術
家
と
し
て
ミ
ュ
ー
ゼ
の
世
界
に
生
き
る
こ
と
を
決
意
し
、
マ
ル
セ
ー
ユ
か
ら
船
出
し
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
へ
旅
行
し
、
当
地
の
風
景
や
、
建
造
物
を
ス
ケ
ッ
チ
し
、
水
彩
で
描
い
た
り
す
る
日
々
を
送
り
、
一
八
四
九
年
十
二
月
に
パ
リ
に
戻
っ
た
。
翌
年
一
月
、
兄
弟
は
、
サ
ン
・
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
街
の
ア
パ
ー
ト
に
入
居
、
一
八
六
八
年
ま
で
住
み
、
住
ま
い
を
自
分
た
ち
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
飾
り
立
て
る
こ
と
に
熱
中
し
た
。
ま
た
兄
弟
は
、
一
八
五
一
年
、
小
説
、
美
術
批
評
や
『
日
記
』
な
ど
の
執
筆
活
動
を
は
じ
め
、
そ
れ
ら
の
出
版
を
試
み
、
文
壇
に
デ
ビ
ュ
ー
す
る
。
特
に
一
八
五
九
年
か
ら
一
八
七
五
年
に
か
け
て
兄
弟
が
愛
好
す
る
十
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
美
術
家
一
二
名
を
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の
形
で
一
二
分
冊
で
発
行
し
た
『
十
八
世
紀
の
美
術
（L
'art du dix-huitièm
e siècle
）』
は
、
兄
弟
に
よ
る
最
大
の
業
績
で
あ
っ
た
。
ま
た
一
八
六
八
年
、
彼
ら
は
、
パ
リ
の
喧
噪
か
ら
遁
れ
て
、
パ
リ
近
郊
の
オ
ー
ト
ウ
ィ
ユ
に
住
居
を
求
め
、
そ
の
室
内
を
十
八
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
絵
画
の
デ
ッ
サ
ン
や
、
ア
ジ
ア
、
特
に
日
本
の
古
美
術
品
に
よ
っ
て
飾
り
付
け
て
楽
し
み
、
一
八
八
一
年
『
あ
る
芸
術
家
の
家
（L
a m
aison d'un 
aritiste
）』
二
巻
を
著
し
、
頁
の
す
べ
て
を
洋
の
東
西
の
美
術
品
の
批
評
で
埋
め
尽
く
す
と
い
う
特
異
な
内
容
で
世
界
を
驚
か
せ
た
。『
日
記
』
の
一
八
八
〇
年
二
月
二
十
五
日
の
条
に
、「
文
学
は
私
の
正
妻
で
あ
り
、
骨
董
は
私
の
娼
婦
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
娼
婦
を
囲
う
こ
と
は
決
し
て
そ
し
て
断
じ
て
、
正
妻
の
悩
む
と
こ
ろ
と
は
な
ら
な
い
。」
  
（
1
）
と
言
い
放
っ
て
い
る
。
一
八
七
〇
年
六
月
二
〇
日
、
弟
の
ジ
ュ
ー
ル
が
死
去
し
、
翌
年
、
パ
リ
・
コ
ン
ミ
ュ
ー
ン
の
騒
乱
で
、
住
居
が
損
害
を
蒙
る
な
ど
の
不
幸
が
重
な
っ
た
が
、
エ
ド
モ
ン
は
、
文
学
と
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
お
か
げ
で
生
き
る
気
力
を
取
り
戻
す
。『
歌
麿(O
utam
aro)
』（
１
８
９
１
年
刊
）、『
北
斎(H
okusaï)
』（
１
８
９
６
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年
刊
）
は
、
晩
年
に
か
け
て
林
忠
正
の
助
力
を
得
な
が
ら
精
力
を
傾
け
て
成
し
た
仕
事
で
あ
る
。
ゴ
ン
ク
ー
ル
は
『
北
斎
』
を
出
版
し
た
年
の
七
月
十
六
日
、『
北
斎
』の
執
筆
に
根
気
を
使
い
尽
く
し
た
か
の
よ
う
に
、
信
頼
す
る
友
人
で
作
家
の
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
ド
ー
デ
（A
lphonse 
D
audet 1840-97
）
の
家
族
に
看
取
ら
れ
て
亡
く
な
っ
た
。
こ
れ
ら
、 
 
『
あ
る
芸
術
家
の
家
（L
a m
aisond'un artiste
）』1881 
『
歌
麿(O
utam
aro)
』1891 
『
十
八
世
紀
の
日
本
美
術―
北
斎
（H
okusaï
）』1896 
の
三
点
は
、
い
ず
れ
も
シ
ャ
ル
パ
ン
チ
ィ
エ
書
店
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
で
、
日
本
の
十
八
世
紀
、
す
な
わ
ち
江
戸
時
代
後
半
の
絵
画
や
小
美
術
な
ど
に
対
す
る
趣
味
、
好
尚
が
紙
面
に
溢
れ
、
い
ず
れ
も
愛
好
す
る
日
本
美
術
に
関
す
る
学
術
的
記
述
を
伴
っ
た
一
連
の
著
作
で
あ
る
。
ま
た
刊
行
時
期
が
一
番
早
い
『
歌
麿
』
は
、「
十
八
世
紀
の
日
本
芸
術
」
と
銘
打
た
れ
た
叢
書
企
画
の
第
二
回
出
版
で
あ
り
、
第
一
回
が
『
北
斎
』
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
分
け
て
も
両
著
の
緊
密
度
が
高
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
が
、
両
著
の
母
胎
を
な
す
の
が
『
十
八
世
紀
の
美
術
』
で
あ
り
、『
あ
る
芸
術
家
の
家
』
で
あ
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。 
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【
諸
版
】 
さ
て
、
ま
ず
手
元
に
あ
る
並
製
の
初
版
と
覚
し
き
一
本
で
、
本
書
の
書
誌
を
記
せ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
全
一
冊
、
縦
一
八
・
五
、
横
一
一
・
六
㎝
。
判
型
は
、
和
書
の
四
六
判
に
近
く
、
洋
書
の
十
二
折
判
。
黄
土
色
の
ソ
フ
ト
カ
バ
ー
表
紙
に
、
標
題
と
し
て
、(
叢
書
名)
 
l'A
R
T
 
JA
PO
N
A
I D
U
 X
V
III SIĖ
C
L
E
（
十
八
世
紀
の
日
本
芸
術
）、（
主
題
）
H
O
K
O
U
SA
Ï
と
あ
る
。つ
い
で
著
者
名
、ED
M
O
N
D
 D
E
 G
O
N
C
O
U
R
T
（
エ
ド
モ
ン
・
ド
・
ゴ
ン
ク
ー
ル
）
、
出
版
者
の
、
パ
リ
、
B
IB
L
IO
T
È
Q
U
E
-C
H
A
R
PE
N
T
IE
R
（
シ
ャ
ル
パ
テ
ィ
エ
書
店
）、
さ
ら
に
編
集
者
と
し
てG
.C
H
A
R
PE
N
T
IE
R
 E
T
 E
. F
A
SQ
U
E
L
L
E
（
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
シ
ャ
ル
パ
ン
テ
ィ
エ
、E
・
フ
ァ
ス
ケ
ル
）
両
名
の
名
が
記
さ
れ
、
さ
ら
に
刊
年
、
一
八
九
六
と
あ
る
。
以
上
は
、
表
紙
の
情
報
に
よ
っ
た
が
、タ
イ
ト
ル
頁
に
も
ほ
ぼ
同
様
に
あ
る
。ま
た
扉
の
ウ
ラ
に
、 
オ
ラ
ン
ダ
紙
製
二
五
部  
価
格
一
〇
フ
ラ
ン 
日
本
紙
（
和
紙
）
製
二
〇
部  
価
格
一
五
フ
ラ
ン 
と
あ
る
の
は
、
特
別
な
上
質
紙
を
用
い
て
少
部
数
製
作
し
た
特
製
本
で
あ
る
。
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
他
の
著
作
で
も
同
様
の
仕
様
の
本
作
り
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
蔵
本
は
、
ウ
ェ
ブ
サ 
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イ
ト(Gallica)
で
判
断
す
る
か
ぎ
り
、
お
そ
ら
く
上
製
本
の
初
版
と
思
わ
れ
る
。
掲
出
し
た
架
蔵
の
並
製
は
、
下
記
の
と
お
り
三
・
五
フ
ラ
ン
で
あ
る
。
背
に
は
、
著
者
名
、
書
名
、
巻
数
（
全
一
巻(en un volum
e))
、
出
版
者
、
価
格
三
・
五
フ
ラ
ン
と
あ
る
。
さ
ら
に
裏
表
紙
に
は
副
題
「
十
八
世
紀
の
日
本
芸
術
叢
書
」
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
記
載
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
。 
次
い
で
第
二
版
（
第
二
刷
）
は
、
筆
者
の
元
同
僚
の
大
高
洋
司
氏
が
オ
ラ
ン
ダ
、
ラ
イ
デ
ン
の
古
書
店
で
入
手
さ
れ
た
一
本
を
筆
者
退
官
の
際
、
譲
り
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
緑
色
の
布
ク
ロ
ス
の
ハ
ー
ド
カ
バ
ー
の
小
振
り
で
瀟
洒
な
一
冊
。
背
文
字
は
著
者
名
、
書
名
の
み
。
タ
イ
ト
ル
頁
の
中
段
に
「Q
U
A
Q
T
IÈ
M
E
 M
IL
L
E
」（
４
千
）
と
あ
る
の
は
、
第
二
版
の
発
行
部
数
で
あ
ろ
う
か
。
で
あ
れ
ば
、
少
な
い
数
で
は
な
い
。
出
版
者
の
記
載
に
は
、「E
U
G
È
N
E
 F
A
SQ
U
E
L
L
E
,  É
D
IT
U
R
」
と
、
他
界
し
た
シ
ャ
ル
パ
ン
テ
ィ
エ
の
名
は
削
ら
れ
、
編
集
者
の
ユ
ー
ジ
ン
・
フ
ァ
ス
ケ
ル
単
独
の
名
前
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
ア
カ
デ
ミ
ー
・
ゴ
ン
ク
ー
ル
が
設
立
さ
れ
て
以
来
、
そ
の
指
示
に
よ
り
、ゴ
ン
ク
ー
ル
兄
弟
と
エ
ド
モ
ン
・
ド
・
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
主
要
著
作
は
、決
定
版
が
エ
ル
ネ
・
フ
ラ
マ
リ
オ
ン（E
rnest F
lam
m
arion
）
と
フ
ァ
ス
ケ
ル
の
協
同
編
集
で
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 
再
版
本
の
発
行
年
は
一
九
一
六
年
で
あ
る
。
初
版
と
第
二
版
を
比
較
す
る
と
、
活
字
の
印
刷
面
の
消
耗
度
、
鮮
明
度
に
そ
れ
な
り
の
差
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
表
紙
と
、
出
版
者
（
編
集
の
フ
ァ
ス
ケ
ル
）
の
名
義
変
更
以
外
、
中
身
の
表
記
自
体
に
は
相
違
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
、
こ
の
第
二
版
は
、
も
っ
ぱ
ら
増
刷
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
両
版
と
も
同
じ
組
み
版
を
使
用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ゴ
ン
ク
ー
ル
・
ア
カ
デ
ミ
ー
に
よ
る
『
十
八
世
紀
の
美
術
』
の
決
定
版
の
裏
表
紙
に
付
さ
れ
た
ゴ
ン
ク
ー
ル
兄
弟
の
蔵
版
書
目
に
よ
る
と
、
レ
オ
ン
・
ヘ
ニ
ケL
éon H
ennique
）
の
後
書
き
を
添
え
た
ゴ
ン
ク
ー
ル
・
ア
カ
デ
ミ
ー
版
が
存
在
す
る
は
ず
で
あ
る
が
、
未
見
で
あ
る
。 
初
版
の
出
版
社
は
、パ
リ
の
ビ
ブ
リ
オ
テ
ー
ク
・
シ
ャ
ル
パ
ン
テ
ィ
エ
で
あ
る
。社
主
の
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
シ
ャ
ル
パ
ン
テ
ィ
エ（1846-1901
）
は
、
当
時
、
意
欲
的
な
有
力
編
集
者
と
し
て
知
ら
れ
、
自
然
主
義
の
文
学
が
評
価
さ
れ
る
上
で
大
き
な
役
割
を
担
い
、
ゾ
ラ
、
フ
ロ
ベ
ー
ル
、
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
兄
弟
ら
、
自
然
主
義
の
作
家
を
世
に
送
り
出
し
た
功
績
は
顕
著
で
あ
る
。
特
に
ゾ
ラ
の
人
気
は
群
を
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抜
い
て
い
た
よ
う
で
、
河
盛
好
蔵
の
『
フ
ラ
ン
ス
文
壇
史
』
は
、
ゾ
ラ
の
一
八
七
六
年
初
刊
の
『
居
酒
屋
』
の
爆
発
的
な
売
れ
行
き
に
驚
い
た
シ
ャ
ル
パ
ン
テ
ィ
エ
が
、
売
り
出
さ
れ
た
翌
日
、
著
者
と
の
契
約
を
著
者
に
と
っ
て
よ
り
有
利
な
条
件
に
改
約
し
た
と
い
う
、
よ
く
知
ら
れ
た
逸
話
を
伝
え
て
い
る
。
 
（
2
）
ま
た
、当
時
フ
ラ
ン
ス
陸
軍
参
謀
本
部
勤
務
の
大
尉
で
あ
っ
た
ユ
ダ
ヤ
人
の
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ド
レ
フ
ェ
ス
が
ス
パ
イ
容
疑
で
汚
名
を
着
せ
ら
れ
た
れ
た
冤
罪
事
件
に
お
い
て
、
そ
の
再
審
を
要
求
し
て
『
余
は
弾
劾
す
』
な
ど
の
有
名
な
文
章
を
書
い
て
争
う
姿
勢
を
鮮
明
に
し
た
ゾ
ラ
と
と
も
に
、
再
審
要
求
の
抗
議
文
に
署
名
し
、
一
出
版
者
の
立
場
か
ら
ゾ
ラ
を
支
え
る
気
骨
を
見
せ
た
。
ま
た
、
ド
レ
フ
ェ
ス
裁
判
の
公
判
で
弁
護
人
を
務
め
た
ゾ
ラ
を
、
ユ
ダ
ヤ
人
排
斥
に
熱
狂
す
る
モ
ッ
ブ
か
ら
護
衛
す
る
た
め
に
、
印
象
派
の
画
家
ク
ロ
ー
ド
・
モ
ネ
な
ど
と
と
も
に
声
を
上
げ
た
中
に
、
フ
ァ
ス
ケ
ル
も
い
た
こ
と
を
、
大
佛
次
郎
の
労
著
『
ド
レ
フ
ェ
ス
事
件
』
が
書
き
留
め
て
い
る
。
 
（
3
）
も
っ
と
も
ゴ
ン
ク
ー
ル
は
、
終
始
、
こ
の
事
件
の
埒
外
に
身
を
置
い
て
い
た
。
と
も
あ
れ
、
自
然
主
義
の
文
学
が
、
パ
リ
を
席
捲
し
て
い
た
の
と
同
じ
時
期
、
パ
リ
万
博
が
一
八
七
八
年
に
開
催
さ
れ
る
が
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
は
、
シ
ャ
ル
パ
ン
テ
ィ
エ
夫
妻
の
サ
ロ
ン
の
夕
食
会
に
し
ば
し
ば
招
待
さ
れ
、寿
司
な
ど
の
日
本
食
の
接
待
を
受
け
て
い
た
。『H
okousaï
』も
、
シ
ャ
ル
パ
ン
テ
ィ
エ
、
フ
ァ
ス
ケ
ル
と
ゴ
ン
ク
ー
ル
に
よ
る
緊
密
な
相
談
の
う
え
に
お
い
て
、
企
画
、
編
集
、
出
版
さ
れ
た
こ
と
を
、
軽
視
す
べ
き
で
は
な
い
。 
第
二
版
以
降
、
一
九
八
六
年
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
・
パ
リ
（Slatine
）
版
、
二
〇
〇
六
年
、
イ
タ
リ
ア(L
uni Italia)
版
、
二
〇
〇
九
年
、
英
国
（Parkstone Press
）
版
等
の
版
の
異
な
る
リ
プ
リ
ン
ト
版
の
他
、
諸
版
も
数
多
く
存
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
正
確
に
は
把
握
で
き
て
い
な
い
。
な
お
、
フ
ラ
ン
ス
語
以
外
の
言
語
に
よ
る
版
は
確
認
し
て
い
な
い
が
、
部
分
的
な
英
訳
を
含
む
も
の
に
マ
テ
ィ
ー
・
フ
ォ
ラ
ー
（M
atthi F
orrer
）
に
よ
る
一
九
八
八
年
、
米
国
（R
izzoli
）
版
が
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
、
他
言
語
に
よ
る
全
訳
は
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。 
さ
て
、
本
書
の
構
成
は
、 
(
１) 
口
絵
・
お
栄
画
「
葛
飾
北
斎
翁
之
肖
像
」（
飯
島
虚
心
著
『
葛
飾
北
斎
伝
』
の
口
絵
を
採
用
、
肉
色
の
部
分
彩
色
を
含
む
。
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(
２) 
序
文
、
一
八
九
五
年
十
二
月
二
〇
日
付
の
自
序 
(
３) 
本
篇 
(
４) B
ibliographie
（
作
品
目
録
）
林
忠
正
編 
(
５) 
目
次
（T
able des Paragraphes
） 
の
通
り
で
あ
る
。 
序
文
は
、
冒
頭
に
「
エ
コ
ー
・
ド
ゥ
・
パ
リ(L
' Echo de Paris)
は
、
１
８
９
２
年
６
月
７
日
の
サ
イ
ン
の
も
と
に
、
出
版
さ
れ
た
」
と
あ
り
、
本
序
文
が
、
一
八
九
二
年
六
月
七
日
付
け
で
保
守
的
論
調
で
知
ら
れ
た
日
刊
紙
『
エ
コ
ー
・
ド
ゥ
・
パ
リ
』
に
先
行
掲
載
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
序
文
と
い
い
な
が
ら
『
浮
世
絵
類
考
』
の
仏
語
訳
を
中
枢
と
す
る
特
異
な
内
容
で
あ
る
。
末
の
「
一
八
九
五
年
十
二
月
二
十
日
」
の
日
付
け
は
、
序
文
及
び
本
文
の
脱
稿
の
日
付
け
で
あ
ろ
う
。 
本
篇
は
、
全
六
〇
節
か
ら
な
り
、
飯
島
虚
心
の
『
葛
飾
北
斎
伝
』
な
ど
に
拠
り
な
が
ら
、
伝
記
的
エ
ポ
ッ
ク
を
柱
と
す
る
段
落
ご
と
に
、
北
斎
の
絵
本
、
版
画
、
摺
り
物
、
肉
筆
な
ど
の
諸
様
式
に
わ
た
っ
て
作
品
を
時
系
列
に
配
分
し
つ
つ
、
網
羅
的
に
取
り
上
げ
る
と
い
う
構
成
で
あ
る
。
主
眼
は
あ
く
ま
で
、
研
究
的
な
目
録
化
の
作
業
を
下
敷
き
と
す
る
作
品
の
批
評
的
記
述
に
置
か
れ
て
い
る
。
と
く
に
肉
筆
作
品
に
つ
い
て
は
、
掛
け
物
や
巻
物
、
パ
ネ
ル
（
屏
風
、
衝
立
）、
団
扇
な
ど
の
形
態
に
つ
い
て
、
英
国
、
米
国
、
ド
イ
ツ
、
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
諸
外
国
の
コ
レ
ク
タ
ー
、
所
蔵
機
関
な
ど
を
含
め
た
広
範
囲
に
亘
っ
て
調
査
、
聞
き
取
り
を
行
い
、
精
査
し
た
結
果
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
お
り
、
そ
の
質
量
は
、
現
在
に
お
い
て
、
知
り
う
る
作
品
数
を
凌
駕
す
る
。
ま
た
特
筆
す
べ
き
は
、
出
版
業
者
を
介
さ
な
い
プ
ラ
イ
ヴ
ェ
ー
ト
出
版
で
あ
り
、
美
術
的
価
値
が
高
く
、
ア
マ
チ
ュ
ア
の
間
で
愛
好
さ
れ
た
「
摺
り
物
」
に
つ
い
て
の
記
載
で
、
北
斎
の
生
涯
に
わ
た
る
作
品
に
つ
い
て
執
念
深
く
追
跡
し
て
い
る
。「
摺
物
」
や
肉
筆
は
、
元
来
、
タ
イ
ト
ル
や
画
題
が
付
与
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
多
い
こ
と
か
ら
、
目
録
化
が
困
難
な
作
品
群
で
あ
る
が
、
今
日
に
お
い
て
も
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
『
北
斎
』
に
掲
出
さ
れ
た
作
品
の
同
定
は
必
ず
し
も
進
ん
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で
お
ら
ず
、
い
ま
だ
ゴ
ン
ク
ー
ル
を
超
え
た
と
は
い
い
が
た
い
研
究
状
況
で
あ
る
。 
【
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
と
カ
タ
ロ
グ
・
レ
ゾ
ネ
】 
以
上
の
よ
う
に
、
本
篇
は
、
ほ
ぼ
作
品
に
即
し
て
組
織
的
な
考
察
を
進
め
て
お
り
、
そ
れ
が
す
な
わ
ち
本
書
の
心
臓
部
分
を
成
す
が
、
こ
れ
を
五
年
ほ
ど
遡
る
１
８
９
１
年
に
出
さ
れ
た
『O
U
T
A
M
A
R
O
―
 le 
peinture des m
aisons vertes(
歌
麿―
青
楼
の
画
家)
』
と
比
較
し
て
み
る
と
『
北
斎
』
の
本
篇
は
、
そ
れ
と
銘
打
っ
て
は
い
な
い
も
の
の
、『
歌
麿
』
の
「C
A
T
A
L
O
G
U
E
 R
A
ISO
N
É
 D
E
  L
'Œ
V
R
Ｅ
」
と
銘
打
た
れ
た
、
そ
の
後
半
部
を
成
す
研
究
目
録
部
分
に
相
当
す
る
こ
と
か
ら
、
要
は
『
北
斎
』
の
本
篇
も
「
カ
タ
ロ
グ
・
レ
ゾ
ネ
」
と
呼
ぶ
べ
き
内
実
を
備
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。「
カ
タ
ロ
グ
・
レ
ゾ
ネ
」
と
は
、
そ
の
作
品
が
多
種
の
形
態
に
わ
た
っ
て
い
た
り
、
画
風
が
多
様
な
様
式
に
及
ん
で
い
た
り
し
て
、
そ
の
全
容
の
把
握
が
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
作
家
、
た
と
え
ば
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
な
ど
に
試
み
ら
れ
た
研
究
方
法
で
あ
り
、
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
「
全
作
品
目
録
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 
さ
て
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
『
北
斎
』
の
初
版
本
の
 
 
『北斎』初版裏表紙 
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ウ
ラ
表
紙
に
は
、
ビ
ブ
リ
オ
テ
ー
ク
・
シ
ャ
ル
パ
ン
テ
ィ
エ
の
目
録
の
抜
粋
と
し
て
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
編
の
叢
書
「
十
八
世
紀
の
日
本
芸
術
」
が
取
り
上
げ
る
画
家
の
歌
麿
、
北
斎
を
は
じ
め
、
春
信
以
下
の
続
刊
予
定
の
書
目
に
つ
い
て
、 
春
信 
岳
亭 
広
重 
漆
芸
師
（K
orin
光
琳
、R
itzouô
笠
翁
）、 
装
飾
彫
刻
師
（G
am
boun
眼
文
） 
根
付
け
・
象
牙
細
工
師
（M
asanao
正
直
）、 
刀
剣
・
彫
金
師
（K
aw
adgi-T
om
om
itchi
河
内
友
周
）、 
刺
繍
（Y
usen
友
禅
） 
陶
工
（K
enzan
乾
山
） 
青
銅
鋳
造
師
（Seim
in
整
珉
） 
な
ど
と
、
諸
芸
八
分
野
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
一
二
名
を
挙
げ
て
い
る
。
各
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
名
は
、ゴ
ン
ク
ー
ル
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
売
立
て
目
録
）
の
末
尾
に
付
さ
れ
た
主
要
署
名
リ
ス
ト
の
漢
字
表
記
と
照
合
し
て
私
に
割
り
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
 
（
4
）
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
本
叢
書
の
計
画
の
全
容
 
 
ゴンクール売立目録作者署名漢字対照表 
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が
知
ら
れ
、
そ
れ
ら
は
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
の
工
芸
細
工
品
の
世
界
、
と
り
わ
け
ゴ
ン
ク
ー
ル
が
耽
溺
し
た
、
色
紙
判
な
ど
の
小
型
摺
物
、
根
付
け
、
印
籠
、
小
柄
そ
の
他
の
小
美
術
品
の
名
家
、
名
工
の
評
伝
を
企
図
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、『
北
斎
（H
okusaï
）』
も
、
あ
く
ま
で
江
戸
時
代
の
日
本
工
芸
美
術
全
体
の
視
野
の
中
で
、
捉
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
な
お
、
一
八
八
一
年
刊
の
『
あ
る
芸
術
家
の
家
』
で
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
陣
容
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
確
定
的
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
一
八
九
一
年
、
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
叢
書
の
最
初
に
刊
行
さ
れ
た
『O
utam
aro(
歌
麿)
』
の
序
文
に
よ
れ
ば
、
叢
書
の
内
容
に
つ
い
て
、
死
に
よ
る
中
絶
は
覚
悟
の
上
、
第
一
巻
（prem
ier volum
e
）
の
カ
バ
ー
に
、
十
三
名
の
芸
術
家
の
簡
略
な
リ
ス
ト
を
記
載
す
る
予
定
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
十
三
名
と
い
う
の
は
、
後
掲
の
『
十
八
世
紀
の
美
術
』
に
掲
出
さ
れ
る
フ
ラ
ン
ス
美
術
家
の
数
と
同
じ
で
あ
る
。
第
一
巻
は
、
最
初
に
刊
行
さ
れ
た
『
歌
麿
』
で
は
な
く
、『
北
斎
』
を
さ
し
て
い
よ
う
か
ら
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
は
そ
の
心
積
も
り
ど
お
り
、
叢
書
の
内
容
を
、『
北
斎
』
の
裏
表
紙
に
掲
示
し
て
懸
案
を
果
た
し
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
た
だ
し
、『
歌
麿
』
の
序
文
執
筆
の
時
点
で
ゴ
ン
ク
ー
ル
は
、
五
名
の
絵
師
と
青
銅
鋳
造
師
の
村
田
整
珉
を
除
い
て
は
、
そ
の
名
前
を
特
定
で
き
て
い
な
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
一
八
八
九
年
（
明
治
二
十
二
年
）
六
月
二
日
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
は
『
日
記
』
に
曰
く
、「
林
の
よ
う
な
日
本
の
知
識
人
が
パ
リ
に
戻
っ
て
来
て
く
れ
た
ら
、
北
斎
、
笠
翁
、
岳
亭
に
関
し
て
解
説
書
を
四
、
五
冊
書
き
た
い
。
そ
れ
も
こ
の
極
東
の
芸
術
家
た
ち
の
芸
術
に
対
す
る
愛
着
を
最
も
よ
く
帯
び
た
文
体
で
書
く
努
力
を
し
た
い
も
の
だ
」
と
 
（
5
）
も
記
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
叢
書
で
取
り
上
げ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
陣
容
が
決
定
的
と
な
っ
た
の
は
、『
歌
麿
』
発
刊
頃
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
ま
た
、
前
述
の
通
り
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
兄
弟
は
、
一
八
五
九
年
か
ら
一
八
七
五
年
に
か
け
て
、
『
十
八
世
紀
の
美
術
（L
'art 
du 
dix-huitiènesècle
）』
を
画
家
ご
と
に
十
二
分
冊
で
出
版
す
る
が
、
そ
の
間
、
別
途
、
単
行
さ
れ
た
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
著
書
と
し
て
、 
『
ガ
バ
ル
ニ
の
人
と
作
品
（G
avarni, l'hom
m
e etl'œ
uvre
）1873
』が
挙
げ
ら
れ
る
。
ガ
バ
ル
ニ
は
十
九
世
紀
の
画
家
で
あ
り
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
と
親
交
が
あ
る
た
め
、
自
ず
か
ら
人
物
の
考
察
に
も
比
重
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
題
名
に
そ
の
こ
と
を
銘
打
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た
な
い
ま
で
も
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
に
よ
る
一
連
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
は
す
べ
て
作
品
研
究
に
劣
ら
ず
伝
記
に
も
重
き
を
置
い
て
お
り
、
か
つ
作
品
の
目
録
化
に
よ
っ
て
そ
の
研
究
性
、
客
観
性
を
担
保
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ガ
バ
ル
ニ
以
外
で
は
『
ア
ン
ト
ニ
ー
・
バ
ト
ー
の
絵
画
、
デ
ッ
サ
ン
、
版
画
の
カ
タ
ロ
グ
・
レ
ゾ
ネ
（C
atarogue raissoné de l'œ
uvre peint, dessiné et gravé d' A
ntonnne W
atteau
）
1875
』、『
ピ
エ
ー
ル
・
プ
ー
ル
・
プ
リ
ュ
ー
ド
ン
の
絵
画
、
デ
ッ
サ
ン
、
版
画
の
カ
タ
ロ
グ
・
レ
ゾ
ネ
（'C
atarogue raissoné de l'œ
uvre 
peint, dessiné e tgaravé de .-P-.P.'Prud'hon
）1876
』
の
二
点
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
、『
十
八
世
紀
の
美
術
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
プ
リ
ュ
ー
ド
ン
（1758-1823
）
は
、
肖
像
画
で
知
ら
れ
る
フ
ラ
ン
ス
の
画
家
で
あ
り
、
兄
弟
は
そ
の
一
枚
の
「
マ
イ
エ
ー
嬢
」
を
、
亡
く
な
る
間
際
ま
で
愛
玩
し
て
い
た
と
い
う
。
 
（
6
）
そ
の
活
躍
期
は
十
九
世
紀
に
か
か
っ
て
お
り
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
に
と
っ
て
は
、
ほ
か
の
十
八
世
紀
の
画
家
よ
り
も
い
く
ら
か
身
近
な
存
在
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
だ
け
に
や
は
り
作
品
背
後
の
歴
史
、
伝
記
と
も
深
く
結
び
付
け
た
作
品
研
究
が
可
能
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
に
お
い
て
も
、
一
貫
し
て
カ
タ
ロ
グ
・
レ
ゾ
ネ
と
い
う
研
究
方
法
に
よ
っ
て
主
題
を
追
求
し
続
け
た
の
で
あ
る
。  
 
さ
ら
に
、
こ
の
あ
と
ゴ
ン
ク
ー
ル
は
、『
あ
る
芸
術
家
の
家
』『
歌
麿
』『H
okusaï
』
の
三
作
に
よ
っ
て
日
本
美
術
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
な
る
が
、『
歌
麿
』
の
他
は
、
カ
タ
ロ
グ
・
レ
ゾ
ネ
と
い
う
言
い
方
は
し
て
い
な
い
が
、
す
べ
て
作
家
の
伝
記
や
歴
史
、
世
相
、
風
俗
な
ど
に
つ
い
て
の
情
報
を
集
め
な
が
ら
、
同
時
に
作
品
の
考
察
、
目
録
化
を
進
め
る
と
い
う
カ
タ
ロ
グ
・
レ
ゾ
ネ
の
方
法
に
よ
っ
て
叙
述
が
計
ら
れ
た
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
小
山
ブ
リ
ジ
ッ
ト
は
、
ギ
・
ド
・
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
が
『
あ
る
芸
術
家
の
家
』
に
感
激
し
て
、『
ゴ
ロ
ワ
』
誌
に
「
東
洋
の
驚
異
が
一
目
で
読
み
取
れ
る
目
録
」
と
称
し
、
当
該
書
の
核
心
が
目
録
に
あ
る
こ
と
を
喝
破
し
て
い
た
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。
 
（
7
）
『
北
斎
』
と
向
き
合
う
に
当
た
っ
て
、
ま
ず
以
上
の
こ
と
を
頭
に
刻
ん
で
お
き
た
い
。 
『
北
斎
』
の
カ
タ
ロ
グ
・
レ
ゾ
ネ
の
実
態
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
、
北
斎
初
期
の
黄
表
紙
を
例
に
取
る
と
、
先
ず
黄
表
紙
の
概
略
と
し
て
、
勝
川
春
朗
、
も
し
く
は
単
に
春
朗
と
署
名
し
た
作
品
を
描
き
続
け
た
こ
と
、
ま
た
作
品
は
、
五
冊
以
下
の
小
さ
な
本
と
し
て
彫
板
さ
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れ
た
こ
と
、
歌
麿
の
初
期
の
黄
表
紙
作
品
と
同
様
に
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
で
墨
摺
り
の
黄
色
い
表
紙
を
掛
け
、
そ
の
た
め
に
そ
れ
ら
は
「
黄
表
紙
」（
黄
色
い
本
）
と
い
う
名
前
を
得
た
こ
と
な
ど
が
述
べ
ら
れ
、
次
い
で
、
個
々
の
具
体
的
な
作
品
、 
『
有
難
通
一
字
（
ア
リ
ガ
タ
イ
ツ
ウ
ノ
イ
チ
ジ
）』、
是
和
斎
著
、1781 
『
鎌
倉
通
臣
伝
』
魚
仏
作
、
勝
川
春
朗
画
、
一
七
八
二
年
、1782 
『
四
天
王
大
通
仕
立
』（
シ
テ
ン
ノ
ウ
ダ
イ
ツ
ウ
ジ
ダ
テ
）
是
和
斎
作
、
勝
川
春
朗
画
、1782 
に
つ
い
て
、
数
量
、
記
載
書
名
お
よ
び
そ
の
読
み
方
と
意
味
、
発
行
年
、
粗
筋
な
ど
を
記
述
し
て
い
る
。
数
量
は
、
冊
数
を
、
巻
数
と
は
区
別
し
て
記
し
て
い
る
。
書
名
は
ロ
ー
マ
字
表
記
で
、
漢
字
表
記
に
は
及
ん
で
い
な
い
。
そ
の
た
め
意
味
が
不
明
で
あ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
も
あ
り
、
極
力
、
仏
語
へ
の
翻
訳
に
努
め
て
お
り
、
ま
た
署
名
に
つ
い
て
も
、
そ
の
正
確
な
把
握
が
作
品
の
特
定
に
つ
な
が
る
と
い
う
、
北
斎
作
品
や
黄
表
紙
研
究
に
不
可
欠
な
方
法
を
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
は
、
弁
え
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
、
そ
の
記
載
著
者
名
の
明
示
に
努
め
て
い
る
。
考
察
が
粗
筋
に
ま
で
及
ん
で
い
る
の
は
、
と
く
に
黄
表
紙
の
場
合
、『
有
難
通
一
字
』
な
ど
自
画
・
自
作
が
少
な
く
な
い
こ
と
も
あ
り
、
北
斎
の
全
体
像
に
迫
る
上
で
北
斎
自
作
の
小
説
作
品
の
考
察
も
、
蔑
ろ
に
で
き
な
い
と
い
う
意
識
が
働
い
た
の
で
あ
ろ
う
。 
こ
う
し
て
、
黄
表
紙
で
は
、
読
本
も
同
様
で
あ
る
が
、
全
作
品
の
網
羅
に
精
力
を
注
ぐ
一
方
、
北
斎
の
挿
絵
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
論
評
に
は
及
ん
で
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
文
学
作
品
の
性
格
を
文
章
主
、
絵
従
と
い
う
よ
う
に
見
切
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
他
の
ジ
ャ
ン
ル
に
お
い
て
は
、
画
題
、
方
法
、
技
術
、
発
想
、
独
自
性
な
ど
の
評
価
に
論
及
す
る
こ
と
も
少
な
く
な
く
、
も
ち
ろ
ん
そ
こ
に
こ
そ
『
北
斎
』
の
醍
醐
味
が
あ
る
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。 
『
北
斎
』
の
、
全
六
〇
節
か
ら
成
る
内
容
の
多
く
は
、
北
斎
の
伝
記
に
絡
め
て
時
系
列
に
沿
っ
て
筆
を
進
め
て
い
る
が
、
第
五
十
五
節
「
掛
け
物―
巻
物―
パ
ネ
ル
」
以
降
の
肉
筆
画
資
料
に
つ
い
て
は
、
そ
の
制
作
時
期
の
追
求
が
困
難
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
叙
述
の
体
裁
が
一
変
し
、
法
量
、
主
題
、
署
名
、
所
蔵
者
に
限
定
さ
れ
た
内
容
と
な
る
。 
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二
、『
十
八
世
紀
の
美
術
』
と
「
十
八
世
紀
の
日
本
美
術
」
バ
ト
ー
か
ら
北
斎
へ 
 
【『
十
八
世
紀
の
美
術
』】 
さ
て
、
エ
ド
モ
ン
・
ド
・
ゴ
ン
ク
ー
ル
と
ジ
ュ
ー
ル
・
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
兄
弟
は
、
は
や
く
よ
り
「
十
八
世
紀
」
の
語
を
冠
し
た
著
作
を
多
く
物
し
て
い
る
が
、
そ
の
早
い
例
が
一
八
五
七
年
三
月
刊
行
の
『
十
八
世
紀
の
親
し
き
俤
』
で
あ
り
、
同
じ
頃
、
一
八
五
九
年
か
ら
七
五
年
の
間
に
継
続
的
に
『
十
八
世
紀
の
美
術
』（A
rt au dixhuitiéne Siécle
）
が
出
版
さ
れ
た
。
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
、 
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
・
バ
ト
ー(A
ntonie W
atteau,1684-1721
） 
ジ
ャ
ン
・
バ
テ
ィ
ス
ト
・
シ
メ
オ
ン
・
シ
ャ
ル
ダ
ン(Jean B
aptiste Sim
éon C
hardin,1699-1779
） 
フ
ラ
ン
ソ
ワ
ー
ズ
・
ブ
ー
シ
ェ(F
ranҫois B
oucher,1703-70
） 
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ド
・
ラ
・
ト
ウ
ー
ル(G
eorges de L
a T
our,1704-1788) 
ジ
ャ
ン
・
バ
テ
ィ
ス
ト
・
グ
ル
ー
ズ(Jean B
aptiste G
reuze,1725-1805) 
 
 
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ジ
ェ
ル
マ
ン
・
オ
ー
バ
ン(G
abriel G
erm
ain les Saint A
ubin,1696-1756)  
    
ユ
ベ
ル
ト
・
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
グ
ラ
ベ
ロ(H
ubert-F
rançois G
ravelot,1699-1773) 
コ
シ
ャ
ン(C
harles N
icolas C
ochin,1715-1790) 
シ
ャ
ル
ル
・
エ
サ
ン(C
harles E
isan,1720-1778) 
ジ
ャ
ン
・
ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
モ
ロ
ー(Jean-M
ichel M
oreau, dit M
oreau le Jeune,1741-1814) 
 
 
フ
ィ
リ
ベ
ー
ル
・
ル
イ
・
ド
ビ
ュ
ク
ー
ル(Philibert L
ouis D
ebucourt,1756-1832) 
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ジ
ャ
ン
・
オ
ノ
レ
・
フ
ラ
ゴ
ナ
ー
ル(Jean H
onoré F
ragonard,1732-1806) 
ピ
エ
ー
ル
・
ポ
ー
ル
・
プ
リ
ュ
ー
ド
ン(Pierre Paul Prud'hon,1758-1823) 
の
、
十
三
名
の
画
家
で
あ
る
。 
『
十
八
世
紀
の
美
術
』
は
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
兄
弟
の
代
表
作
で
あ
り
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
美
術
批
評
の
根
幹
を
成
す
も
の
で
あ
る
が
、
一
般
読
者
に
と
っ
て
は
、
そ
の
全
容
は
す
こ
し
掴
み
所
の
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
本
書
に
つ
い
て
は
い
く
つ
か
異
版
が
製
作
さ
れ
て
い
る
。
最
初
の
版
は
ル
イ
・
ペ
ル
ラ
ン
・
ダ
ン
テ
ュ
（L
ouis Perrin-D
entu
）
が
一
八
五
九
年
よ
り
、
一
八
七
五
年
の
間
、
十
二
分
冊
で
発
行
し
た
版
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
初
め
『
十
八
世
紀
の
美
術
』
は
、
各
冊
一
作
家
ず
つ
の
薄
冊
で
順
次
出
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
第
一
冊
バ
ト
ー
の
表
紙
に
は
、
出
版
所
と
し
て
「PA
R
IS
 E
. Parais-R
oyal, G
alerie D
'orleans
」
と
あ
り
、
出
版
年
は
「1860
」
年
で
あ
る
。
そ
の
他
、
筆
者
が
リ
プ
リ
ン
ト
版
で
確
認
で
き
た
の
は
シ
ャ
ル
ダ
ン
（1864
）
年
だ
け
で
あ
る
。
次
い
で
二
番
目
の
版
は
、
パ
リ
の
カ
ン
タ
ン
（Q
uantin
）
社
の
二
冊
本
で
、
第
一
冊
は
、
バ
ト
ー(W
atteau
）、
シ
ャ
ル
ダ
ン(C
hardin)
、
ブ
ー
シ
ェ(B
oucher)
、
ラ
・
ト
ウ
ー
ル
（L
a T
our
）
グ
ル
ー
ズ(G
reuze)
、
レ
・
セ
ン
ト
・
オ
ー
バ
ン(L
es Saint-A
ubin)
ま
で
六
名
を
収
録
し
、
一
八
八
〇
年
の
刊
行
で
あ
る
。
第
二
冊
は
、、
グ
ラ
ベ
ロ
（G
raverot
）、
コ
ー
チ
ャ
ン(C
ochin)
、
エ
サ
ン(E
isen)
、
モ
ロ
ー(M
oreau)
、
デ
ブ
ク
ー
ル(D
ebucourt)
、
フ
ラ
ゴ
ナ
ー
ル(F
ragonard)
、
プ
リ
ュ
ー
ド
ン(Prud΄hon)
の
七
名
を
収
録
し
、
一
八
八
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
な
お
本
書
に
は
、
図
版
の
な
い
異
版
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
ダ
ン
テ
ュ
版
に
は
ゴ
ン
ク
ー
ル
が
蒐
集
、
デ
ッ
サ
ン
し
た
原
画
を
中
心
に
刻
工
未
詳
の
銅
版
画
の
図
版
が
、
作
家
ご
と
に
四
、
五
枚
程
度
付
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
カ
ン
タ
ン
版
で
は
、
そ
れ
ら
が
、
ジ
ャ
ル
ダ
ン
（D
ujardin
）
制
作
の
、
作
家
ご
と
に
五
枚
の
銅
版
画
に
置
き
換
え
ら
れ
た
。
原
画
の
所
蔵
元
は
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
自
身
を
は
じ
め
、
ビ
ュ
ル
テ
ィ
、
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
、
大
英
博
物
館
、
そ
の
他
、、
多
様
で
あ
る
。
 
（
8
）
 
最
後
に
出
た
の
が
、
こ
れ
ら
を
、
統
合
し
て
三
分
冊
と
し
、
一
九
〇
二
年
に
設
立
さ
れ
た
ゴ
ン
ク
ー
ル
・
ア
カ
デ
ミ
ー
の
指
揮
の
も
と
 － 220 －
に
決
定
版
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
編
集
者
は
、
ア
ル
ネ
・
フ
ラ
マ
リ
オ
ン
（E
rnest F
lam
m
arion
）
と
フ
ァ
ス
ケ
ル
で
、
出
版
時
期
は
、
未
詳
で
あ
る
が
、
ア
カ
デ
ミ
ー
設
立
時
期
を
遡
る
こ
と
は
な
い
。
内
訳
は
、 
 
第
一
冊  
バ
ト
ー
、
シ
ャ
ル
ダ
ン
、
ブ
ー
シ
ェ
、
ラ
・
ト
ウ
ー
ル 
 
第
二
冊  
グ
ル
ー
ズ
、
レ
・
セ
ン
ト
・
オ
ー
バ
ン
、
グ
ラ
ベ
ロ
、
コ
ー
チ
ャ
ン
、 
 
第
三
冊  
エ
サ
ン
、
モ
ロ
ー
、
デ
ブ
ク
ー
ル
、
フ
ラ
ゴ
ナ
ー
ル
、
プ
リ
ュ
ー
ド
ン 
の
と
お
り
、
十
三
名
の
美
術
家
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
以
上
の
三
版
で
取
り
上
げ
た
作
家
に
異
同
は
認
め
ら
れ
な
い
。
書
籍
自
体
に
図
版
は
組
み
込
ま
れ
て
い
な
い
が
、
別
刷
り
の
図
版
の
有
無
は
未
詳
で
あ
る
。 
さ
ら
に
一
九
四
八
年
ロ
ン
ド
ン
で
発
行
さ
れ
た
英
語
版
『
十
八
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
の
画
家
た
ち
』（F
renchX
V
III  C
entury Painters
）
は
、本
書
の
作
品
目
録
を
除
い
た
作
家
論
の
部
分
の
英
訳
で
あ
り
、、最
も
広
く
読
ま
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。取
り
上
げ
ら
れ
た
画
家
は
、
バ
ト
ー
、
ブ
ー
シ
ェ
、
シ
ャ
ル
ダ
ン
、
ラ
・
ト
ウ
ー
ル
、
グ
ル
ー
ズ
、
フ
ラ
ゴ
ナ
ー
ル
の
六
名
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
『
十
八
世
紀
の
美
術
』
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
面
々
で
あ
る
が
、
よ
り
著
名
な
画
家
た
ち
が
選
ば
れ
、
さ
ら
に
計
百
枚
の
図
版
を
新
た
に
収
録
し
て
い
る
。
そ
の
ロ
ビ
ン
・
ア
イ
ロ
ン
サ
イ
ド
（R
obin Ironside
）
の
伝
記
ノ
ー
ト
に
は
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
兄
弟
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
 
（
9
）
 
エ
ド
モ
ン
・
ド
・
ゴ
ン
ク
ー
ル
は
、
一
八
二
二
年
に
生
ま
れ
、
彼
の
年
少
の
弟
ジ
ュ
ー
ル
は
一
八
三
〇
年
に
生
ま
れ
た
。
一
八
五
二
年
の
パ
リ
の
サ
ロ
ン
の
批
評
家
に
よ
る
関
心
は
、
彼
ら
の
最
も
早
い
頃
に
出
版
さ
れ
た
仕
事
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
文
学
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
重
要
な
部
分
は
、
小
説
の
執
筆
に
継
続
的
に
捧
げ
ら
れ
、
こ
の
分
野
に
お
い
て
は
、
フ
ロ
ー
ベ
ー
ル
が
傑
出
し
た
代
表
で
あ
り
、「
写
実
主
義(realist)
」
作
家
グ
ル
ー
プ
と
い
う
永
続
的
な
評
価
を
獲
得
し
た
。
同
じ
時
、
十
八
世
紀
の
美
術
と
風
俗
へ
の
熱
烈
な
関
心
が
、
彼
ら
を
そ
の
社
会
的
歴
史
、
加
え
て
『
十
八
世
紀
の
美
術
』
に
含
ま
れ
る
時
期
の
色
々
な
画
家
に
つ
い
て
の
一
連
の
研
究
へ
と
導
い
た
。 
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す
な
わ
ち
ゴ
ン
ク
ー
ル
兄
弟
は
、
絵
画
の
創
作
、
文
学
、
社
会
史
、
美
術
批
評
な
ど
、
多
様
な
方
面
で
刮
目
す
べ
き
業
績
を
残
し
た
が
、
と
く
に
彼
ら
が
後
半
生
に
精
力
を
注
い
だ
美
術
批
評
の
執
筆
活
動
の
根
幹
を
支
え
た
の
は
、「
十
八
世
紀
の
美
術
と
風
俗
へ
の
熱
烈
な
関
心
」
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
代
表
的
な
業
績
が
、
兄
弟
が
愛
好
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
画
家
た
ち
を
取
り
上
げ
た
、
こ
の
『
十
八
世
紀
の
美
術
』
で
あ
る
と
い
う
。 
 
【
カ
イ
ラ
ス
の
バ
ト
ー
評
伝
】 
た
だ
し
、
同
書
に
収
め
ら
れ
た
上
掲
の
六
名
の
画
家
に
つ
い
て
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の
う
ち
最
初
に
位
置
し
、
イ
タ
リ
ア
軽
喜
劇
を
題
材
に
し
た
作
品
や
デ
ッ
サ
ン
に
優
れ
た
作
品
を
遺
し
た
、
早
世
の
画
家
バ
ト
ー
（W
atteau
）」
の
伝
記
は
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
兄
弟
の
著
作
で
は
な
く
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
も
明
記
す
る
よ
う
に
、
原
稿
は
カ
イ
ラ
ス
（C
aylus 1692-1765
）
伯
爵
の
も
の
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
兄
弟
も
、
カ
イ
ラ
ス
の
書
い
た
バ
ト
ー
の
評
伝
の
中
身
に
、
共
鳴
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
た
め
に
、
自
著
に
組
み
入
れ
た
の
で
あ
る
。
著
者
の
カ
イ
ラ
ス
に
つ
い
て
、
そ
の
原
注
8
に
ゴ
ン
ク
ー
ル
は
い
う
。
 
（
10
）
 
カ
イ
ラ
ス
伯
爵
は
、
当
時
、
最
も
影
響
力
の
あ
っ
た
鑑
定
家
（connoisseur
）
で
あ
っ
た
。
古
典
主
義
（classicism
）
の
熱
心
な
支
持
者
で
あ
っ
た
が
、
彼
は
、
彼
が
理
解
し
た
、
ギ
リ
シ
ャ
や
ロ
ー
マ
美
術
の
規
範
（ideals
）
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ
と
に
努
め
た
。
彼
の
努
力
は
、
大
部
分
は
、
彼
が
有
力
な
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
、
碑
文
ア
カ
デ
ミ
ー
の
活
動
の
結
果
で
あ
る
、
考
古
学
の
知
識
に
よ
り
増
大
す
る
書
物
の
上
に
基
づ
い
て
い
た
。
し
か
し
、
当
時
の
フ
ァ
イ
ン
ア
ー
ツ
に
向
か
う
傾
向
に
あ
っ
た
ロ
コ
コ
の
勢
力
は
、
無
方
法
で
消
費
さ
れ
た
。そ
し
て
、カ
イ
ラ
ス
は
、芸
術
的
世
界
が
大
勢
と
し
て
準
備
し
て
い
た
ネ
オ
古
典
主
義
の
厳
し
い
規
範（canon
）
を
降
伏
さ
せ
る
た
め
に
準
備
さ
れ
て
い
た
芸
術
的
世
界
の
前
に
亡
く
な
っ
た
。
彼
の
バ
ト
ー
の
イ
ラ
ス
ト
批
評
は
、
バ
ト
ー
の
感
情
と
批
評
の
公
平
さ
が
、
壮
大
な
古
典
的
風
俗
描
写
に
お
け
る
バ
ト
ー
の
歴
史
の
偏
愛
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。 
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右
に
あ
る
と
お
り
、
カ
イ
ラ
ス
は
元
来
、
鑑
識
家
と
し
て
、
当
時
、
支
配
的
で
あ
っ
た
古
典
主
義
の
熱
心
な
支
持
者
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
刷
新
に
努
め
た
批
評
家
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
美
術
の
世
界
で
は
、
す
で
に
ネ
オ
古
典
主
義
を
克
服
す
る
動
き
が
進
ん
で
い
た
が
、
カ
イ
ラ
ス
は
そ
の
動
き
が
成
就
さ
れ
る
以
前
、
バ
ト
ー
伝
を
未
提
出
の
ま
ま
亡
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
鑑
識
家(connsseur
、
コ
ヌ
ス
ー
ル)
と
い
う
の
は
、
そ
の
道
の
目
利
き
と
し
て
認
め
ら
れ
た
人
を
い
い
、
英
語
のexpert
、
日
本
語
の
通
（
つ
う
）
と
ほ
ぼ
同
義
で
あ
る
が
、
異
な
る
と
す
れ
ば
コ
ヌ
ス
ー
ル
の
、
批
評
対
象
へ
の
並
々
な
ら
ぬ
愛
好
の
度
合
い
で
あ
ろ
う
。
な
に
よ
り
も
作
品
を
よ
り
深
く
愛
翫
し
な
が
ら
、
そ
の
世
界
で
公
明
正
大
な
鑑
識
眼
を
身
に
着
け
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
人
を
い
う
。
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
美
術
界
の
鑑
識
家
と
い
え
ば
、
多
く
の
場
合
、
研
究
家
で
あ
り
、
愛
好
家
で
あ
り
、
同
時
に
コ
レ
ク
タ
ー
で
も
あ
っ
た
。
ゴ
ン
ク
ー
ル
も
テ
オ
ド
ー
レ
・
デ
ュ
レ
等
と
同
様
、
美
術
、
文
学
批
評
家
で
あ
り
、
研
究
家
で
あ
り
、
は
た
ま
た
愛
好
家
で
あ
り
、
コ
レ
ク
タ
ー
で
も
あ
っ
た
。
よ
っ
て
、
そ
の
北
斎
研
究
も
、
彼
の
目
利
き
（conaisser
）
と
し
て
の
批
評
力
の
幅
広
さ
に
尺
度
を
合
わ
せ
た
理
解
が
必
要
で
あ
る
。
ゴ
ン
ク
ー
ル
が
カ
イ
ラ
ス
の
バ
ト
ー
評
伝
と
出
会
っ
た
こ
と
と
、『
北
斎
』
の
執
筆
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
か
に
つ
い
て
は
、
彼
自
身
が
、『
北
斎
』
の
序
文
に
述
べ
る
と
こ
ろ
に
探
る
に
し
く
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
簡
単
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
序
の
後
段
に
は
、
カ
イ
ラ
ス
の
バ
ト
ー
伝
に
言
及
し
な
が
ら
、
次
の
よ
う
に
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。
 
（
11
）
 
一
八
六
〇
年
に
、
川
岸
の
上
の
簡
素
な
、
門
番
修
道
女
の
図
書
館
に
伝
来
す
る
、
カ
イ
ラ
ス
（C
aylus)
伯
爵
に
よ
る
バ
ト
ー
（W
atteau
）
の
未
刊
の
伝
記
を
、
私
が
発
見
し
、「
絵
画
ロ
イ
ヤ
ル
学
術
会
議
」（Séances de l' A
cadém
ie royale de Peinture
）
の
原
稿
に
基
づ
い
て
出
版
し
た
。人
が
失
わ
れ
た
と
信
じ
て
い
た
伝
記
で
、一
八
五
四
年
に
そ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
、「
未
刊
の
覚
書
」（M
É
M
O
IR
E
S IN
É
D
IT
S
）
に
収
録
す
る
こ
と
を
失
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
今
日
、
私
は
、
第
一
回
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
一
言
語
に
よ
っ
て
、
極
東
の
よ
り
偉
大
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
あ
る
北
斎
の
未
知
の
伝
記
を
取
り
上
げ
る
。 
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ゴ
ン
ク
ー
ル
は
、
バ
ト
ー
の
カ
イ
ラ
ス
に
よ
る
未
刊
の
伝
記
の
発
見
と
そ
の
公
表
に
続
く
形
で
、「
極
東
の
よ
り
偉
大
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
あ
る
北
斎
の
未
知
の
伝
記
を
取
り
上
げ
る
」
の
だ
と
表
明
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
、
文
章
の
脱
落
を
疑
わ
せ
る
よ
う
な
文
意
の
飛
躍
が
あ
る
。
文
中
の
「
第
一
回
」
と
は
、
叢
書
「
十
八
世
紀
の
日
本
美
術
」
の
そ
れ
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
が
、
バ
ト
ー
と
北
斎
の
間
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
と
極
東
の
日
本
と
い
う
大
き
な
距
た
り
が
横
た
わ
っ
て
お
り
、
一
般
の
読
者
に
は
、
に
わ
か
に
受
け
止
め
切
れ
な
い
も
の
を
感
じ
る
と
い
う
の
が
正
直
な
感
想
で
あ
ろ
う
。
ゴ
ン
ク
ー
ル
は
、
た
し
か
に
『
十
八
世
紀
の
美
術
』）
と
「
十
八
世
紀
の
日
本
美
術
家
」
と
い
う
二
つ
の
大
き
な
研
究
叢
書
に
取
り
組
み
、
前
者
の
巻
頭
に
バ
ト
ー
伝
を
据
え
、
後
者
の
第
一
回
を
北
斎
伝
で
出
発
さ
せ
た
。
両
者
の
共
通
項
と
い
え
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
叢
書
の
巻
頭
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
二
つ
の
叢
書
の
間
に
は
前
者
が
ゴ
ン
ク
ー
ル
兄
弟
の
共
作
、
後
者
が
エ
ド
モ
ン
の
単
独
著
作
と
、
著
作
者
が
異
な
る
こ
と
と
い
い
、
対
象
が
洋
の
東
西
に
分
か
れ
る
こ
と
と
い
い
、
相
当
の
径
庭
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
に
、
そ
も
そ
も
『
十
八
世
紀
の
美
術
』
は
、
序
文
で
ま
っ
た
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
ゴ
ン
ク
ー
ル
は
、
両
者
の
間
に
緊
密
な
関
わ
り
を
認
め
、
バ
ト
ー
伝
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
完
成
を
み
た
『
十
八
世
紀
の
美
術
』
が
、「
十
八
世
紀
の
日
本
美
術
」
を
成
立
せ
し
め
る
と
予
感
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、『
北
斎
』
の
序
文
で
、
こ
の
カ
イ
ラ
ス
編
の
バ
ト
ー
伝
記
に
関
す
る
記
述
を
取
り
上
げ
、『
北
斎
』
に
つ
な
げ
て
み
せ
た
と
考
え
る
他
は
な
い
。
ゴ
ン
ク
ー
ル
は
、
カ
イ
ラ
ス
に
よ
る
バ
ト
ー
の
伝
記
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
、
北
斎
の
伝
記
を
取
り
上
げ
る
こ
と
を
、
自
国
フ
ラ
ン
ス
と
極
東
と
い
う
地
理
的
隔
た
り
を
超
え
た
、
連
続
す
る
執
筆
動
機
と
し
て
受
け
止
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
な
に
よ
り
も
デ
ッ
サ
ン
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
い
う
一
貫
し
た
テ
ー
マ
の
下
で
。 
以
下
に
、
バ
ト
ー
に
つ
い
て
こ
の
カ
イ
ラ
ス
に
よ
る
バ
ト
ー
の
伝
記
「T
he life of A
ntonie W
atteau
」
を
そ
っ
く
り
取
り
込
ん
だ
、
英
語
版
『
十
八
世
紀
の
美
術
』
と
も
い
う
べ
き
『F
rench X
V
III  C
entury painters
』
の
中
か
ら
、
少
し
く
引
用
を
試
み
た
い
。
す
な
わ
ち
カ
イ
ラ
ス
曰
く
。
 
（
12
）
 
 
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
・
バ
ト
ー
は
、
一
六
八
四
年
、
フ
ラ
ン
ド
ル
に
近
い
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
（V
alencienne
）
に
タ
イ
ル
工
の
息
子
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と
し
て
生
ま
れ
た
。
血
統
な
ど
は
、
そ
れ
が
で
き
る
だ
け
教
育
を
促
進
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
期
待
す
る
哲
学
者
と
芸
術
家
の
見
解
に
過
ぎ
ず
、
ど
う
で
も
よ
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
、
こ
の
よ
う
な
低
い
階
層
の
こ
と
で
あ
る
と
き
は
、
そ
れ
が
、
自
然
に
よ
っ
て
授
け
ら
れ
た
能
力
と
天
才
に
つ
い
て
の
説
得
力
あ
る
証
拠
と
な
り
得
る
。
こ
の
証
拠
は
、
バ
ト
ー
の
父
親
に
特
有
な
性
格
で
あ
る
厳
し
さ
に
よ
っ
て
も
補
強
さ
れ
る
。
父
親
に
と
っ
て
、
す
で
に
彼
自
身
の
町
で
、
自
然
を
手
本
に
し
よ
う
と
い
う
欲
望
と
と
も
に
鼓
舞
さ
れ
て
い
た
彼
の
息
子
を
、
自
身
の
町
の
あ
る
画
家
の
仕
事
の
見
習
い
と
し
て
委
ね
る
こ
と
を
促
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
た
い
へ
ん
不
本
意
で
あ
っ
た
。
こ
の
画
家
と
一
緒
の
間
、
彼
が
し
た
こ
と
は
私
た
ち
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
私
た
ち
は
、
そ
の
無
知
を
悔
ん
で
は
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
私
に
は
こ
の
画
家
が
彼
の
絵
を
測
量
に
し
た
が
っ
て
描
く
よ
う
に
向
か
わ
せ
た
一
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
起
こ
し
た
よ
う
に
思
え
る
か
ら
で
あ
り
、
も
し
く
は
少
な
く
と
も
彼
の
標
準
が
議
論
に
値
し
な
い
も
の
に
見
え
る
か
ら
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
お
そ
ら
く
、
父
親
は
、
い
か
な
る
期
間
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
教
育
の
経
費
を
費
や
す
こ
と
を
望
ま
な
か
っ
た
。
彼
は
美
術
的
観
点
か
ら
見
て
、
い
か
に
無
益
な
こ
と
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
か
を
判
断
す
る
地
位
に
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
息
子
を
自
身
の
職
業
を
抱
き
し
め
さ
せ
る
よ
う
強
制
す
る
こ
と
を
望
ん
だ
。
バ
ト
ー
は
、
も
っ
と
高
尚
な
考
え
を
持
っ
て
い
た
。
も
し
く
は
、
と
も
か
く
絵
は
、
す
で
に
彼
を
彼
の
父
親
の
職
業
に
落
ち
着
か
せ
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
自
身
の
も
の
と
し
て
運
命
付
け
ら
れ
て
い
た
。
彼
は
父
を
置
い
て
、
な
ん
と
も
田
舎
び
た
移
送
方
法
に
よ
っ
て
彼
を
、
す
で
に
愛
し
て
い
な
が
ら
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
か
っ
た
ミ
ュ
ー
ズ
（M
use
）
に
、
彼
自
身
を
捧
げ
よ
う
と
し
て
、
パ
リ
へ
旅
立
っ
た
。 
バ
ト
ー
は
、
フ
ラ
ン
ド
ル
近
郊
の
タ
イ
ル
工
の
職
人
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
そ
の
前
半
生
に
お
い
て
は
、
自
身
の
仕
事
を
嗣
が
せ
よ
う
と
し
た
厳
格
な
父
親
の
も
と
に
育
ち
、
田
舎
の
画
家
の
元
で
測
量
に
よ
っ
て
布
置
を
定
め
て
絵
を
描
く
わ
ざ
を
磨
い
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
パ
リ
で
画
家
に
な
る
修
業
を
す
る
こ
と
を
決
意
し
、
パ
リ
へ
出
た
バ
ト
ー
が
大
き
な
影
響
を
承
け
た
画
家
は
、
ク
ロ
ー
ド
・
ジ
ロ
（C
laude G
illot
）
と
い
わ
れ
、
高
階
秀
爾
が
説
く
よ
う
に
、
バ
ト
ー
は
ジ
ロ
か
ら
芝
居
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
と
舞
台
絵
の
手
法
を
学
ん
だ
。 
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そ
し
て
「
ヴ
ァ
ト
ー
の
作
品
の
主
要
な
主
題
と
な
る
イ
タ
リ
ア
軽
喜
劇
の
世
界
へ
の
導
き
手
と
し
て
ク
ロ
ー
ド
・
ジ
ロ
が
果
た
し
た
役
割
は
お
お
き
い
」
と
 
（
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い
わ
れ
る
。
こ
の
バ
ト
ー
の
画
家
に
な
る
ま
で
の
前
半
生
は
、
鏡
職
人
を
父
に
持
ち
、
は
じ
め
彫
り
師
を
身
す
ぎ
と
し
、
画
法
は
測
量
術
の
よ
う
な
方
円
規
矩
法
を
基
本
と
し
、
江
戸
で
、
歌
舞
伎
の
役
者
絵
の
戴
斗
で
あ
っ
た
勝
川
春
章
の
も
と
で
、役
者
絵
で
デ
ビ
ュ
ー
し
、
し
か
る
の
ち
自
然
で
素
朴
な
風
俗
絵
に
開
眼
し
て
い
っ
た
北
斎
の
前
半
生
と
、
特
に
伝
統
的
な
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
と
無
縁
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
重
な
る
も
の
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
ゴ
ン
ク
ー
ル
は
、
画
家
の
伝
記
的
部
分
に
ば
か
り
に
北
斎
と
の
共
通
点
を
見
い
出
そ
う
と
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。『
十
八
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
の
画
家
た
ち
』
の
巻
末
に
多
数
の
図
版
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
バ
ト
ー
が
得
意
と
す
る
「
雅
宴
画
」、
素
描
な
ど
が
掲
出
さ
れ
る
中
に
、
注
目
す
べ
き
も
の
と
し
て
「F
our studies 
of  a m
ale figure dancing
」
と
題
さ
れ
た
素
描
（draw
ing
）
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
手
足
の
仕
草
を
、芝
居
が
か
っ
た
衣
装
を
身
に
纏
い
、
前
向
き
、
ま
た
後
向
き
に
な
っ
た
、
役
者
で
あ
ろ
う
か
、
男
性
四
人
が
描
か
れ
る
。
こ
ま
や
か
な
線
描
、
ま
た
軽
妙
な
筆
致
に
よ
っ
て
、
品
良
く
生
き
生
き
と
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
姿
態
の
、
こ
の
図
は
、
ゴ
ン
ク
ー
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ル
の
旧
蔵
品
で
あ
る
が
、『
北
斎
漫
画
』
の
群
像
図
に
、
描
法
、
様
式
と
も
通
う
も
の
が
看
取
さ
れ
る
。 
 
な
お
、
林
忠
正
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
絵
画
の
収
集
に
努
め
、
ド
ガ
、
モ
ネ
を
は
じ
め
と
す
る
フ
ラ
ン
ス
印
象
派
絵
画
を
多
数
日
本
に
持
ち
帰
っ
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
が
、
パ
リ
の
古
物
商
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
・
ビ
ン
グ
の
夕
食
会
な
ど
を
通
じ
て
林
や
ゴ
ン
ク
ー
ル
と
懇
意
で
あ
っ
た
レ
イ
モ
ン
・
ケ
ク
ラ
ン
は
、
林
と
バ
ト
ー
に
関
わ
る
、
次
の
様
な
逸
話
を
紹
介
し
て
い
る
。
 
（
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あ
る
日
、
私
が
林
と
連
れ
だ
っ
て
、
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
の
各
部
屋
を
回
っ
て
い
た
と
き
彼
は
、
バ
ト
ー
が
描
い
た
一
枚
の
サ
ン
ギ
ー
ヌ
（sanguine
）
画
の
前
で
立
ち
止
ま
っ
た
。
一
瞬
、
彼
は
こ
の
作
品
を
前
に
し
て
恍
惚
状
態
に
入
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、
微
笑
み
な
が
ら
私
を
振
り
返
り
、
皮
肉
交
じ
り
に
、
ま
た
深
い
確
信
を
も
っ
て
（
私
に
）
こ
う
言
っ
た 
 
 
「
あ
な
た
方
は
歌
麿
か
ら
一
体
何
を
期
待
し
よ
う
と
い
う
の
で
し
ょ
う
。こ
の
よ
う
な
人
が
い
る
の
に
」。そ
れ
は
不
意
の
警
句（sally
）
で
あ
っ
た
。…
、 
右
の
記
事
は
、
単
純
に
、
林
が
、
自
国
の
美
術
を
お
ざ
な
り
に
し
て
日
本
の
浮
世
絵
の
熱
に
浮
か
れ
る
ジ
ャ
ポ
ニ
ザ
ン
に
冷
水
を
浴
び
せ
た
と
い
う
意
味
合
い
だ
け
で
理
解
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。
一
番
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
林
が
、
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
で
見
惚
れ
た
の
が
、
バ
ト
ー
の
サ
ン
ギ
ー
ヌ
画
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
サ
ン
ギ
ー
ヌ
」
と
は
、
英
語
の
原
文
に
は
、「a red chalk draw
ing
」
と
あ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
紅
殻
（
弁
柄
と
も
、
ベ
ン
ガ
ラ
）、
す
な
わ
ち
鉄
分
を
含
ん
だ
赤
錆
色
の
安
価
な
顔
料
の
こ
と
で
、
そ
れ
を
用
い
た
デ
ッ
サ
ン
を
「
サ
ン
ギ
ー
ヌ
」
画
と
称
し
た
の
で
あ
る
。
日
本
で
代
赭
色
と
も
称
さ
れ
、
そ
の
渋
み
の
あ
る
色
合
い
が
重
宝
さ
れ
、
鍬
形
蕙
斎
や
北
斎
の
多
色
（
淡
色
）
摺
り
板
画
に
も
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
た
顔
料
と
同
類
で
あ
ろ
う
か
。
淡
彩
の
『
北
斎
漫
画
』
の
彩
色
も
、
京
都
の
芸
艸
堂
で
板
木
調
査
の
機
会
を
得
た
経
験
で
は
、
墨
（
薄
墨
）、
肉
色
、
赤
茶
（
弁
柄
）
の
三
色
を
基
本
と
す
る
。
思
う
に
、
林
は
バ
ト
ー
の
サ
ン
ギ
ー
ヌ
画
に
、『
北
斎
漫
画
』
等
の
北
斎
の
デ
ッ
サ
ン
の
風
致
に
通
う
も
の
を
感
取
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
を
差
し
置
い
て
、
歌
麿
な
ど
、
日
本
の
浮
世
絵
に
、
い
ま
さ
ら
何
を
求
め
る
と
い
う
の
か
、
と
た
し
な
め
た
と
い
う
文
脈
で
、
よ
り
具
体
的
に
理
解
す
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べ
き
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
し
か
に
『
北
斎
』
の
中
で
、
北
斎
の
デ
ッ
サ
ン
と
バ
ト
ー
の
そ
れ
と
の
関
係
に
つ
い
て
触
れ
た
記
述
は
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
。
管
見
の
限
り
、
わ
ず
か
に
第
五
十
七
節
の
「
北
斎
の
初
案
の
ア
ル
バ
ム
」
に
お
い
て
、
デ
ッ
サ
ン
の
最
初
の
タ
ッ
チ
と
い
う
視
点
か
ら
対
象
資
料
を
絞
り
込
み
、
北
斎
の
デ
ッ
サ
ン
の
特
色
を
考
察
す
る
く
だ
り
で
、
そ
れ
ぞ
れ
動
き
の
あ
る
手
の
習
作
が
多
い
と
い
う
観
点
か
ら
ガ
バ
ル
ニ
や
バ
ト
ー
と
の
共
通
点
に
言
及
し
て
い
る
ぐ
ら
い
で
あ
ろ
う
か
。
 
（
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と
も
あ
れ
、
林
の
バ
ト
ー
と
の
出
会
い
の
時
期
が
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
そ
れ
よ
り
も
先
行
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。
む
し
ろ
、
林
の
発
言
は
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
バ
ト
ー
評
価
か
ら
影
響
を
受
け
た
も
の
と
し
て
理
解
す
る
方
が
自
然
で
あ
る
。 
さ
て
、
前
述
の
通
り
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
美
術
へ
の
嗜
好
の
基
調
を
な
す
の
は
、『
十
八
世
紀
の
美
術
』
か
ら
「
十
八
世
紀
世
の
日
本
美
術
」
へ
と
い
う
流
れ
で
あ
る
。
ゴ
ン
ク
ー
ル
が
、
お
よ
そ
一
八
八
〇
年
頃
か
ら
急
速
に
東
洋
美
術
、
分
け
て
も
日
本
美
術
へ
の
好
尚
の
度
を
強
め
、
没
頭
し
て
い
っ
た
こ
と
は
、『
歌
麿
』
の
序
文
に
、 
こ
れ
ら
（「
革
命
期
フ
ラ
ン
ス
社
会
史
」『
十
八
世
紀
の
女
性
』『
十
八
世
紀
の
美
術
』
な
ど
の
著
作
の
試
み
）
が
あ
ま
り
に
面
白
か
っ
た
の
で
、
新
し
い
こ
と
、
前
人
未
踏
の
領
域
に
対
す
る
私
の
好
み
は
、
南
北
両
半
球
の
人
々
に
と
っ
て
、
人
間
的
な
こ
の
十
九
世
紀
の
た
め
に
、
日
本
美
術
の
歴
史
を
書
く
と
い
う
試
み
へ
と
私
を
駆
り
立
て
た
。 
と
い
う
（
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と
お
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
十
八
世
紀
の
美
術
が
有
す
る
魅
力
を
、
十
八
世
紀
の
日
本
美
術
も
共
有
す
る
こ
と
を
知
っ
た
ゴ
ン
ク
ー
ル
は
、
や
が
て
日
本
の
芸
術
家
た
ち
に
つ
い
て
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の
執
筆
へ
と
駆
り
立
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
、
日
本
の
十
八
世
紀
の
日
本
美
術
へ
の
取
り
組
み
も
、
伝
記
と
作
品
調
査
に
立
脚
し
た
『
十
八
世
紀
の
美
術
』
を
踏
ま
え
、
科
学
と
し
て
の
美
術
史
に
耐
え
う
る
、
あ
く
ま
で
作
品
に
即
し
た
評
伝
、
す
な
わ
ち
作
品
目
録
の
意
識
を
伴
っ
た
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、『
十
八
世
紀
の
美
術
』
に
登
場
す
る
美
術
家
等
は
、
概
し
て
言
え
ば
、「
自
然
」
を
追
求
し
た
新
し
い
潮
流
に
乗
じ
、
古
典
主
義
の
頸
木
か
ら
の
脱
却
を
試
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
十
八
世
紀
の
新
し
い
フ
ラ
ン
ス
絵
画
界
を
彩
っ
た
美
術
家
た
ち
で
あ
る
。
同
時
に
、
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兄
弟
が
取
り
上
げ
た
美
術
家
た
ち
は
、
油
彩
画
を
基
本
と
す
る
、
絵
の
具
に
よ
る
描
写
ば
か
り
で
な
く
、、
デ
ッ
サ
ン
に
基
づ
く
エ
ッ
チ
ン
グ
（eau-forte
）、
石
版
、
木
版
な
ど
の
グ
ラ
ビ
ア
に
も
手
を
拡
げ
、
主
題
は
、
肖
像
、
風
俗
、
風
景
、
室
内
、
静
物
、
風
刺
な
ど
で
、
ま
た
、
形
態
も
壁
画
、
天
井
絵
の
よ
う
な
大
作
よ
り
も
、
パ
ネ
ル
、
タ
ブ
ロ
ー
、
看
板
、
本
の
挿
絵
な
ど
の
多
様
な
作
品
形
態
に
手
を
染
め
た
作
者
が
多
い
。
兄
弟
に
よ
る
叙
述
は
、
人
と
作
品
に
大
別
さ
れ
、
作
品
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
全
作
品
目
録
の
体
裁
を
執
る
。
目
録
の
中
身
は
、
年
次
、
法
量
、
主
題
、
画
題
、
署
名
、
所
蔵
先
な
ど
か
ら
な
る
が
、
油
彩
以
外
の
、
た
と
え
ば
エ
ッ
チ
イ
ン
グ
で
あ
れ
ば
、
下
絵
の
デ
ッ
サ
ン
と
銅
版
な
ど
の
彫
り
と
の
、
両
方
の
作
者
を
特
定
す
る
な
ど
し
て
い
る
。 
さ
て
『
十
八
世
紀
の
美
術
』
に
次
い
で
、
一
八
八
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
あ
る
芸
術
家
の
家
』
は
、
十
八
世
紀
の
美
術
を
愛
好
、
蒐
集
し
、
そ
れ
を
オ
ー
ト
ウ
イ
ユ
の
自
宅
に
飾
り
付
け
、
美
的
生
活
を
享
受
し
た
、
十
九
世
紀
の
芸
術
家
す
な
わ
ち
ゴ
ン
ク
ー
ル
自
身
の
自
画
像
で
あ
る
。
後
に
詳
述
す
る
が
、
そ
の
中
で
ゴ
ン
ク
ー
ル
は
、
北
斎
に
つ
い
て
「
そ
の
人
は
、
最
初
の
筆
裁
き
（prem
ier jet
）
に
よ
る
デ
ッ
サ
ン
の
天
才
を
有
し
、
人
間
あ
る
い
は
動
物
の
動
き
の
生
命
、
非
生
命
物
の
様
相
を
手
早
く
筆
跡
の
中
に
閉
じ
込
め
る
独
自
な
才
能
を
有
す
る
。
そ
れ
ら
の
画
像
は
す
こ
し
も
中
国
風
の
お
ご
そ
か
さ
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
ま
た
す
こ
し
も
西
洋
的
で
も
な
く
、
同
時
に
デ
ッ
サ
ン
は
ガ
バ
ル
ニ
（G
avarni
）
や
ド
ウ
カ
ン
（D
ecam
ps
）
の
近
代
性
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
、
東
洋
の
自
然
に
基
づ
く
勝
利
（triophe du d' aprés nature orienntal
）
で
あ
る
」
と
述
べ
、
ガ
バ
ル
ニ
の
デ
ッ
サ
ン
と
の
親
近
性
に
つ
い
て
触
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
日
本
美
術
へ
の
関
心
は
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
が
生
き
た
十
九
世
紀
に
お
け
る
、
十
八
世
紀
の
美
術
骨
董
品
に
対
す
る
趣
味
好
尚
上
の
確
信
で
あ
り
、
と
り
わ
け
、
工
芸
品
へ
の
趣
味
好
尚
を
介
し
て
の
生
活
向
上
運
動
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
も
、
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
日
本
美
術
へ
の
傾
斜
は
、
フ
ァ
イ
ン
ア
ー
ツ
と
い
う
よ
り
、
イ
ン
テ
リ
ア
と
し
て
の
骨
董
趣
味
を
介
し
て
の
、
生
活
、
風
俗
へ
の
愛
着
を
伴
っ
て
い
た
こ
と
が
上
掲
の
日
記
の
引
用
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。
も
う
少
し
、
噛
み
砕
い
て
い
う
と
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
は
、
自
身
の
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
よ
っ
て
葬
ら
れ
た
十
八
世
紀
の
文
化
、
芸
術
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に
対
す
る
憧
憬
、
愛
好
を
、
骨
董
趣
味
を
通
じ
て
再
生
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
十
九
世
紀
の
生
活
、
風
俗
に
「
十
八
世
紀
」
を
復
活
さ
せ
、
そ
れ
を
も
っ
て
、
十
九
世
紀
の
文
化
、
生
活
を
よ
り
豊
か
で
稔
り
多
い
も
の
に
す
る
た
め
の
運
動
の
牽
引
者
で
あ
っ
た
と
自
負
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
の
事
情
に
つ
い
て
、
岩
波
文
庫
版
『
ゴ
ン
ク
ー
ル
に
日
記
』
下
巻
、
斎
藤
一
郎
の
解
題
が
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
と
こ
ろ
も
参
考
に
な
ろ
う
。
 
（
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パ
リ
で
成
功
す
る
た
め
に
は
ま
ず
芝
居
で
当
た
ら
な
け
れ
ば
成
ら
ぬ
の
が
当
時
の
常
識
だ
っ
た
か
ら
、
二
人
は
、
何
編
か
試
み
た
が
採
用
し
て
も
ら
う
ま
で
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
今
度
は
十
八
世
紀
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
を
志
し
た
。
大
革
命
が
ギ
ロ
チ
ン
に
処
し
た
十
八
世
紀
は
、
完
全
に
忘
却
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
ロ
マ
ン
派
に
も
哀
惜
の
念
は
あ
っ
た
。
し
か
し
、
十
九
世
紀
前
半
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
に
と
っ
て
は
、前
世
紀
は
、当
時
流
行
の
軽
佻
浮
薄
な
る
オ
ペ
ラ-
コ
ミ
ッ
ク
の
舞
台
で
し
か
な
か
っ
た
。ヴ
ァ
ト
ー
の
絵
は
、
二
束
三
文
で
あ
っ
た
の
だ
。
そ
れ
が
十
九
世
紀
も
半
ば
を
過
ぎ
る
と
、
あ
の
爛
熟
し
た
貴
族
文
化
、
そ
の
優
雅
で
繊
細
な
ロ
コ
コ
の
絵
画
や
家
具
、
そ
し
て
女
性
の
美
し
か
っ
た
あ
の
風
俗
画
が
に
わ
か
に
思
い
出
さ
れ
て
き
た
。
む
ろ
ん
第
二
帝
政
が
ブ
ル
ボ
ン
朝
の
華
麗
な
治
世
を
お
手
本
に
し
よ
う
と
し
た
こ
と
も
こ
の
傾
向
を
強
め
て
い
た
。
ゴ
ン
ク
ー
ル
兄
弟
に
と
っ
て
は
十
八
世
紀
は
そ
の
か
ぐ
わ
し
き
退
廃
と
悪
徳
と
狂
気
に
よ
っ
て
フ
ラ
ン
ス
の
粋
そ
の
も
の
だ
っ
た
。
彼
ら
は
十
八
世
紀
を
回
復
し
た
貢
献
者
と
な
る
。 
前
世
紀
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
遺
物
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
ゴ
ン
ク
ー
ル
に
と
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
は
、
彼
が
愛
し
て
止
ま
な
か
っ
た
十
八
世
紀
の
爛
熟
し
た
文
化
、
美
術
に
、
廃
絶
、
破
壊
を
問
答
無
用
で
迫
っ
た
も
の
以
外
の
何
者
で
も
な
か
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
こ
そ
、
彼
に
と
っ
て
耐
え
が
た
い
事
態
だ
っ
た
。 
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【
静
物
画
家
シ
ャ
ル
ダ
ン
】 
『
十
八
世
紀
の
美
術
』
に
お
い
て
、
フ
ラ
ゴ
ナ
ー
ル
な
ど
は
、「les E
xposition de F
ragonard
 au salon
」
と
題
し
て
、
サ
ロ
ン
に
出
陳
さ
れ
た
作
品
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
す
る
方
法
を
取
っ
て
い
る
。サ
ロ
ン
に
出
陳
さ
れ
た
作
品
で
あ
れ
ば
、そ
の
開
催
記
録
な
ど
に
就
い
て
、
サ
ロ
ン
の
時
期
や
場
所
、
形
態
、
法
量
、
売
値
、
カ
タ
ロ
グ
類
の
典
拠
な
ど
の
記
載
が
求
め
ら
れ
る
な
ど
、
作
品
の
様
式
、
形
態
に
よ
っ
て
、
目
録
の
記
載
内
容
も
自
ず
か
ら
異
な
っ
た
も
の
と
な
る
。 
 
サ
ロ
ン
は
、十
八
世
紀
後
半
の
フ
ラ
ン
ス
絵
画
界
に
お
け
る
重
要
な
発
表
の
場
で
あ
り
、サ
ロ
ン
の
名
は
そ
の
正
式
な
開
催
場
所
で
あ
っ
た
ル
ー
ブ
ル
宮
殿
の
方
形
の
間
サ
ロ
ン
・
カ
レ
に
由
来
し
、
主
催
し
た
の
は
、
ア
カ
デ
ミ
ー
で
あ
っ
た
。
当
時
、
建
築
総
監
が
管
掌
し
て
い
た
そ
れ
は
、
建
物
を
は
じ
め
、
宮
殿
、
庭
園
、
家
具
な
ど
の
造
形
美
術
一
切
の
あ
り
方
や
趣
味
や
人
気
の
動
向
に
決
定
的
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
て
お
り
、
そ
の
た
め
、
サ
ロ
ン
に
出
品
す
る
に
は
、
ア
カ
デ
ミ
ー
に
会
員
と
し
て
迎
え
入
れ
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
た
と
い
う
。
画
家
に
つ
い
て
い
え
ば
、
イ
タ
リ
ア
へ
の
留
学
経
験
や
、
古
典
に
基
づ
く
歴
史
画
の
作
画
経
験
な
ど
の
業
績
が
条
件
と
し
て
求
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
ブ
ー
シ
ェ
、
シ
ャ
ル
ダ
ン
な
ど
、
当
時
、
す
で
に
そ
の
風
俗
画
や
静
物
画
に
よ
っ
て
市
民
の
間
に
人
気
が
確
立
し
て
い
た
画
家
に
ま
で
、
そ
の
よ
う
な
条
件
が
厳
格
に
求
め
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
現
に
腕
の
よ
い
大
工
で
あ
っ
た
父
に
育
て
ら
れ
た
シ
ャ
ル
ダ
ン
は
、
イ
タ
リ
ア
旅
行
の
経
験
も
な
い
ま
ま
、
そ
の
静
物
画
が
す
で
に
高
い
評
価
を
受
け
て
い
た
こ
と
に
よ
り
、
会
員
に
迎
え
ら
れ
、
サ
ロ
ン
へ
の
出
品
も
可
能
と
な
り
、
文
字
通
り
、
巨
匠
と
し
て
の
名
声
を
確
立
さ
せ
た
の
で
あ
る
。 
 
ゴ
ン
ク
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
画
家
で
額
絵
の
収
集
家
の
ユ
ー
ド
ク
ス
・
マ
ル
シ
ル
（E
udoxe M
arcille
 
1814-1890
）
が
所
蔵
し
て
い
た
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
図
に
つ
い
て
、 
シ
ャ
ル
ダ
ン
の
パ
レ
ッ
ト
の
花
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
類
い
希
な
花
束
は
、
他
の
す
べ
て
の
フ
ロ
ー
ラ
を
写
す
画
家
を
な
き
も
の
に
す
る
。
こ
れ
ら
の
二
つ
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
た
と
え
ば
、
青
と
白
の
断
片
以
外
の
も
で
は
な
く
、
レ
リ
ー
フ
に
お
け
る
銀
メ
ッ
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キ
し
た
エ
ナ
メ
ル
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
絵
か
ら
す
こ
し
離
れ
て
立
ち
注
意
深
く
見
る
と
、
や
が
て
そ
の
花
た
ち
は
、
カ
ン
バ
ス
か
ら
起
き
上
が
り
、
そ
の
デ
ッ
サ
ン
は
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
葉
、
そ
の
花
芯
、
そ
の
ぎ
ざ
ぎ
ざ
で
し
わ
く
ち
ゃ
に
な
っ
た
柔
ら
か
な
花
影
を
合
体
さ
せ
、花
が
咲
く
よ
う
に
見
え
る
。そ
れ
は
、シ
ャ
ル
ダ
ン
が
描
い
た
も
の
の
芸
術
の
奇
跡
で
あ
る
。一
塊（m
asse
）
の
モ
デ
ル
は
、
そ
れ
ら
の
輪
郭
線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
、
そ
れ
ら
の
光
に
よ
っ
て
描
か
れ
、
い
わ
ば
そ
の
色
彩
の
魂
の
な
せ
る
、
カ
ン
バ
ス
の
布
か
ら
解
き
放
た
れ
、
生
き
生
き
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
ま
っ
た
く
見
た
こ
と
の
な
い
、
布
と
観
客
の
間
の
空
間
の
、
す
ば
ら
し
い  
視
覚
上
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
に
見
え
る
。 
と
称
し
た
。
 
（
18
）
右
の
引
用
に
い
う
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
図
は
、
上
記
の
通
り
、
個
人
蔵
で
あ
っ
た
が
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
兄
弟
の
、「
絵
か
ら
離
れ
て
注
意
深
く
見
る
と
」「
布
と
観
客
の
間
の
空
間
」
な
ど
の
表
現
か
ら
は
、
あ
た
か
も
サ
ロ
ン
で
鑑
賞
し
な
が
ら
批
評
を
試
み
て
い
る
よ
う
な
臨
場
感
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
ほ
ど
、
当
時
の
画
壇
に
お
い
て
、
い
か
に
サ
ロ
ン
を
展
示
、
鑑
賞
、
批
評
、
購
求
の
場
と
し
て
、
意
識
し
て
い
た
か
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。 
 
次
い
で
『
十
八
世
紀
の
美
術
』
か
ら
、
シ
ャ
ル
ダ
ン
を
例
に
取
っ
て
北
斎
を
含
む
「
十
八
世
紀
の
日
本
美
術
」
と
の
関
係
を
探
っ
て
み
た
い
。『
十
八
世
紀
の
美
術
』で
シ
ャ
ル
ダ
ン
は
、作
品
目
録
と
し
て
肖
像
画
、室
内
画
、教
育
、表
象
な
ど
と
も
に
、静
物（natures m
ortes
）
の
作
品
が
列
挙
さ
れ
る
が
、
圧
倒
的
に
多
い
の
は
静
物
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
一
七
七
九
年
の
没
年
を
挟
ん
で
、
一
七
四
五
年
か
ら
一
八
七
六
年
ま
で
夥
し
い
数
の
作
品
が
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。
画
題
は
、
ウ
サ
ギ
と
皮
袋
、
食
卓
の
ウ
サ
ギ
と
鍋
、
洋
ナ
シ
な
ど
、
野
菜
、
魚
な
ど
の
食
材
、
炊
事
、
家
事
の
日
常
品
、
ま
た
花
瓶
の
花
、
家
鴨
や
川
な
ど
多
様
で
あ
る
。
形
態
の
多
く
は
額
絵
（tableau
）
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
絵
画
美
術
の
主
た
る
購
求
者
は
、
一
八
世
紀
の
後
半
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
な
ど
に
よ
る
激
動
の
世
を
力
強
く
生
き
抜
い
た
中
産
階
級
で
あ
り
、
当
時
の
絵
画
芸
術
も
、
住
居
の
規
模
や
、
教
養
、
趣
味
な
ど
も
、
か
れ
ら
中
産
市
民
層
の
身
の
丈
に
見
合
っ
た
も
の
が
主
流
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
肖
像
、
静
物
な
ど
の
画
題
い
か
ん
と
い
う
視
点
は
、
十
八
世
紀
の
美
術
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の
動
向
を
研
究
す
る
上
で
は
欠
か
せ
な
い
視
点
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。 
 
『
北
斎
』
で
、
シ
ャ
ル
ダ
ン
に
関
し
て
注
意
さ
れ
る
の
は
、『
北
斎
』
第
六
節
の
一
八
〇
四
年
の
摺
り
物
い
つ
い
て
述
べ
た
次
の
く
だ
り
で
あ
る
。
 
（
19
）
 
ま
た
、
私
た
ち
のbasin
（
亜
麻
糸
と
絹
糸
の
綾
織
物
）
の
よ
う
な
、
紙
の
上
の
常
磐
木
の
灌
木
の
枝
。
興
味
深
い
静
物
画
（nature 
m
orte
）
で
、
シ
ャ
ル
ダ
ン
に
よ
っ
て
扱
わ
れ
た
こ
と
の
あ
る
主
題
の
少
し
ば
か
り
の
素
朴
さ
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。
竹
の
葉
の
上
の
鮭
の
薄
切
り
と
鰹
の
薄
切
り
、
ま
た
日
本
で
非
常
に
持
て
囃
さ
れ
る
別
の
魚
。 
一
八
〇
四
年
に
、
北
斎
は
こ
う
し
た
摺
物
を
た
く
さ
ん
出
版
し
た
が
、
林
が
い
う
に
は
、
誰
も
完
全
な
目
録
を
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
。
こ
の
摺
物
の
目
録
は
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
林
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
私
に
提
供
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
私
の
物
は
何
も
な
い
。 
右
に
い
う
摺
物
は
、
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
の
デ
ュ
レ
旧
蔵
の
摺
物
帖
上
巻
（
秘
蔵
浮
世
絵
大
観
八
『
パ
リ
国
立
図
書
館
』
１
９
８
９
年
、
講
談
社
）
の
九
つ
切
判
「
定
家
文
庫
と
広
蓋
」（no.219
）
で
あ
ろ
う
。
広
蓋
の
上
に
紙
が
敷
か
れ
、
さ
ら
に
の
し
紙
に
包
ま
れ
た
松
の
小
枝
が
置
か
れ
て
い
る
。
画
題
は
お
よ
そ
浮
世
絵
の
画
題
と
は
か
け
離
れ
た
貴
族
趣
味
の
極
み
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。『
浮
世
絵
類
考
』
に
い
わ
ゆ
る
「
す
べ
て
摺
物
の
画
は
、
錦
絵
に
似
ざ
る
を
貴
と
す
」
の
典
型
と
い
う
べ
き
か
。
な
お
右
の
「
定
家
文
庫
と
広
蓋
」
の
解
説
を
担
当
し
た
内
田
欽
三
は
、
あ
た
か
も
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
叙
述
と
呼
応
す
る
よ
う
に
西
洋
絵
画
の
影
響
を
示
唆
し
て
い
る
。
炯
眼
と
い
う
他
は
な
い
。 
 
さ
て
、
右
の
、
一
八
〇
四
年
の
摺
物
に
つ
い
て
述
べ
た
中
の
摺
物
群
は
、
す
べ
て
林
忠
正
の
所
蔵
で
あ
り
、
同
時
に
、
当
該
年
に
は
多
数
の
摺
り
物
が
摺
り
出
さ
れ
た
が
、そ
の
正
確
な
リ
ス
ト
を
作
製
す
る
こ
と
は
誰
に
も
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
林
の
言
葉
を
伝
え
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
が
摺
り
物
の
過
半
に
つ
い
て
、
署
名
や
画
題
、
干
支
の
記
載
な
ど
か
ら
年
次
を
推
定
し
、
整
理
を
遂
行
し
た
こ
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と
は
大
き
な
功
績
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
こ
で
確
認
し
た
い
の
は
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
が
、
北
斎
の
摺
り
物
の
内
に
、
西
洋
画
に
い
う
静
物
画
と
同
じ
主
題
の
物
が
存
在
す
る
こ
と
を
注
意
し
、
そ
れ
が
シ
ャ
ル
ダ
ン
の
そ
れ
と
同
質
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。『
北
斎
』
の
叙
述
の
中
で
も
、
筆
者
は
、
こ
こ
の
静
物
画
の
指
摘
に
、
は
じ
め
ひ
ど
く
唐
突
な
印
象
を
禁
じ
得
な
か
っ
た
が
、
次
第
に
こ
の
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
視
点
こ
そ
、『
十
八
世
紀
の
美
術
』
と
『
北
斎
』
を
つ
な
ぐ
紐
帯
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
、『
北
斎
』
が
『
十
八
世
紀
の
美
術
』
か
ら
産
み
落
と
さ
れ
た
と
い
う
側
面
を
証
明
す
る
も
の
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ピ
エ
ー
ル
・
サ
バ
テ
ィ
エ
は
、 
北
斎
は
、
祖
国
の
芸
術
の
表
現
に
、
真
の
現
実
の
生
命
を
思
い
起
こ
さ
せ
、
ま
た
架
空
の
荘
厳
な
覆
い
か
ら
、
彼
が
喜
び
を
見
出
し
た
と
こ
ろ
の
も
の
を
解
放
す
る
、
日
本
の
シ
ャ
ル
ダ
ン
と
し
て
語
ら
れ
て
き
た
。 
と
、
北
（
20
）
斎
が
日
本
芸
術
の
旧
套
を
打
ち
破
り
、
現
実
の
様
々
な
事
象
に
つ
い
て
の
新
し
い
表
現
を
見
出
し
た
こ
と
を
賞
嘆
し
。「
日
本
の
シ
ャ
ル
ダ
ン
」
と
い
う
評
価
に
つ
な
げ
て
い
る
。「
日
本
の
シ
ャ
ル
ダ
ン
」
と
は
、
い
さ
さ
か
北
斎
を
見
下
し
た
言
い
方
か
も
し
れ
な
い
が
、
と
も
か
く
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
北
斎
を
シ
ャ
ル
ダ
ン
に
準
え
る
の
は
、
ひ
と
り
ゴ
ン
ク
ー
ル
だ
け
で
な
く
、
そ
の
周
辺
の
受
け
止
め
方
と
し
て
あ
る
程
度
、
共
有
さ
れ
て
い
た
ご
と
く
で
あ
る
。 
 
三
、
日
本
の
ア
ル
バ
ム
と
北
斎
と
の
出
会
い 
 
【
パ
リ
万
国
博
覧
会
】 
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
十
八
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
に
対
す
る
好
尚
は
、
単
に
工
芸
美
術
に
限
る
も
の
で
は
な
く
、
文
学
風
俗
そ
の
他
、
社
会
全
般
に
広
く
及
ん
で
い
た
が
、
そ
の
好
尚
が
西
洋
か
ら
東
洋
へ
膨
ら
ん
で
ゆ
く
に
あ
た
っ
て
は
、
ほ
と
ん
ど
美
術
工
芸
に
限
定
さ
れ
た
も
の
に
な
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
日
本
、
中
国
な
ど
の
東
洋
へ
関
心
が
移
っ
た
い
ち
ば
ん
大
き
な
き
っ
か
け
が
、
日
本
が
初
参
加
し
た
一
八
七
八
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年
、パ
リ
で
開
か
れ
た
二
回
目
の
万
国
博
覧
会
で
あ
り
、か
つ
そ
れ
が
起
爆
剤
と
な
っ
て
澎
湃
と
し
て
起
こ
っ
た
日
本
趣
味
い
わ
ゆ
る
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
パ
リ
国
際
博
覧
会
の
特
色
は
、
一
八
六
二
年
の
ロ
ン
ド
ン
万
博
に
対
す
る
対
抗
意
識
か
ら
、
国
の
威
信
を
か
け
美
術
方
面
に
重
点
を
置
き
、
そ
れ
に
大
き
な
ス
ペ
ー
ス
を
割
い
た
こ
と
に
あ
り
、
殖
産
興
業
を
推
進
す
る
日
本
も
大
蔵
省
の
松
方
正
義
や
前
田
正
名
な
ど
の
能
吏
を
博
覧
会
役
員
と
し
て
抜
擢
し
、
パ
リ
に
送
り
込
み
、
日
本
の
工
芸
美
術
の
輸
出
拡
大
と
い
う
目
標
の
も
と
後
援
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
を
し
て
『
日
記
』
一
八
七
八
年
年
五
月
二
日
の
条
に
「
博
覧
会
に
お
い
て
、ト
ロ
カ
デ
ロ
に
も
う
け
ら
れ
た
日
本
の
小
さ
な
田
舎
家
は
ま
こ
と
に
魅
力
が
あ
る
」
 
（
21
）
と
い
わ
し
め
た
、セ
ー
ヌ
川
対
岸
の
シ
ャ
イ
ヨ
ー
宮
の
丘
に
造
営
さ
れ
た
庭
園
ト
ロ
カ
デ
ロ
（trocadéro
）
宮
の
日
本
の
パ
ビ
リ
オ
ン
、
す
な
わ
ち
田
舎
風
の
住
居
が
、
陳
列
さ
れ
た
美
術
工
芸
品
の
数
々
と
共
に
評
判
を
呼
び
、
美
術
史
家
、
画
家
、
コ
レ
ク
タ
ー
、
古
美
術
愛
好
家
の
視
聴
を
集
め
た
の
で
あ
る
。
ゴ
ン
ク
ー
ル
自
身
は
、
銀
の
鷺
を
あ
し
ら
っ
た
衝
立
と
日
本
の
さ
ま
ざ
ま
な
植
物
を
あ
し
ら
っ
た
屏
風
の
二
つ
が
「
世
界
が
始
ま
っ
て
以
来
い
か
な
る
民
族
の
工
芸
も
造
り
出
し
え
な
か
っ
た
ほ
ど
の
も
っ
と
も
美
し
い
家
具
で
あ
る
。」
 
（
22
）
と
、日
本
に
熱
中
し
た
パ
リ
ジ
ャ
ン
を
代
表
す
る
か
の
よ
う
に
そ
の
古
美
術
工
芸
に
陶
酔
し
切
っ
た
心
情
を
吐
露
し
て
い
る
。
こ
の
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
心
情
と
、『
歌
麿
』
の
序
文
（
１
８
９
１
年
）
に
い
わ
ゆ
る
「
日
本
は
工
芸
美
術
（art industriel
）
が
、
ほ
ぼ
常
に
大
芸
術
の
域
に
達
し
て
い
る
地
球
上
で
唯
一
の
国
な
の
で
あ
る
」
と
 
（
22
）
い
う
発
言
と
、
十
八
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
風
俗
文
化
と
ロ
コ
コ
風
室
内
装
飾
を
愛
好
し
た
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
美
意
識
は
、
完
全
に
共
鳴
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。 
同
じ
頃
、
パ
リ
万
博
の
自
然
と
共
生
し
た
佇
ま
い
の
日
本
館
か
ら
大
き
な
衝
撃
を
受
け
、
爾
後
、
日
本
研
究
に
の
め
り
込
ん
で
い
っ
た
人
物
に
、
か
の
ル
イ
・
ゴ
ン
ス
が
い
る
。
彼
は
、
美
術
雑
誌
ガ
ゼ
ッ
ト
・
デ
・
ボ
ザ
ー
ル
（D
es B
eax-A
rts
）
の
編
集
長
で
あ
り
、
斯
界
の
権
威
と
し
て
大
き
な
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
一
八
八
三
年
、
彼
は
畢
生
の
大
著
『
日
本
美
術
（L
'art Japonais
）』
全
二
巻
を
出
版
す
る
。
本
著
は
、
日
本
美
術
の
七
つ
の
領
域
を
計
十
章
に
分
け
、
版
画
印
刷
家
シ
ャ
ル
ル
・
ジ
ロ
に
よ
る
豪
華
な
図
版
や
、『
北
斎
漫
画
』
か
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ら
の
挿
絵
を
交
え
な
が
ら
、
日
本
美
術
に
つ
い
て
論
述
し
た
も
の
で
、
そ
の
う
ち
第
三
章
「
絵
画
（L
a peinture
）」
と
第
十
章
の
「
版
画
」
で
は
相
当
部
分
を
北
斎
に
費
や
し
て
お
り
、
後
述
の
よ
う
に
、
そ
の
偏
頗
な
ま
で
の
北
斎
へ
の
傾
倒
ぶ
り
が
米
国
ア
ー
ネ
ス
ト
・
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
厳
し
い
批
判
を
招
い
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。 
前
掲
の
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
証
言
か
ら
は
、
少
な
く
と
も
万
博
で
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
目
を
惹
い
た
の
は
、
日
本
絵
画
と
い
っ
て
も
、
衝
立
、
屏
風
と
い
っ
た
室
内
装
飾
と
合
体
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、『
日
本
美
術
』
の
刊
行
を
踏
ま
え
、
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
・
ビ
ン
グ
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ビ
ュ
ル
テ
ィ
、
テ
オ
ド
ー
レ
・
デ
ュ
レ
、
シ
ャ
ル
ル
・
ア
ビ
ラ
ン
な
ど
、
早
い
段
階
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ザ
ン
が
、
謙
三
郎
、
林
忠
正
ら
、
日
本
古
美
術
を
扱
う
工
商
会
社
の
社
員
の
協
力
を
得
て
一
八
八
三
年
に
パ
リ
の
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
プ
テ
ィ
画
廊
で
「
日
本
美
術
回
顧
展
」
が
開
催
さ
れ
、
人
々
の
注
目
が
北
斎
に
集
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
絵
画
が
単
独
で
日
本
趣
味
の
主
役
に
躍
り
出
る
き
っ
か
け
を
な
し
た
と
い
い
う
る
。 
さ
て
、
回
顧
展
目
録
の
ゴ
ン
ス
の
序
に
編
集
協
力
者
と
し
て
名
前
が
挙
げ
ら
れ
る
林
忠
正
に
つ
い
て
は
今
更
贅
言
を
弄
す
る
ま
で
も
な
か
ろ
う
が
、
木
々
康
子
の
労
著
『
林
忠
正
と
そ
の
時
代
』
に
よ
っ
て
、
簡
単
に
紹
介
を
兼
ね
て
い
え
ば
、
忠
正
は
越
中
高
岡
に
、
安
政
三
年
（
１
８
５
６
年
、
一
説
に
１
８
５
３
）
に
生
ま
れ
た
。
父
言
定
は
、
蘭
学
、
和
学
を
学
び
、
和
歌
を
嗜
み
、
幕
末
の
勤
王
の
活
動
に
も
呼
応
す
る
な
ど
し
て
、
晩
年
は
射
水
神
社
禰
宜
に
任
じ
、
明
治
八
年
に
没
し
た
。
忠
正
は
、
幼
名
は
長
崎
志
藝
二
と
い
っ
た
が
、
明
治
三
年
富
山
藩
士
、
林
太
仲
の
養
子
と
な
り
、
改
名
す
る
。
太
仲
は
、
藩
政
改
革
を
志
し
て
、
長
崎
に
留
学
し
、
維
新
を
機
に
藩
大
参
事
と
同
時
に
忠
正
も
藩
費
留
学
生
と
し
て
、
明
治
三
年
十
月
、
東
京
へ
上
っ
た
。
同
年
十
一
月
、
忠
正
は
、
村
上
英
俊
の
フ
ラ
ン
ス
学
塾
に
入
る
。
さ
ら
に
、
翌
年
春
、
藩
の
貢
進
生
と
し
て
大
学
南
校
に
入
学
し
、
フ
ラ
ン
ス
語
を
学
ぶ
。
明
治
十
年
（
１
８
７
７
）、
翌
十
一
年
に
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
次
い
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
パ
リ
万
国
博
覧
会
の
参
加
予
定
の
起
立
工
商
会
社
の
通
弁
と
し
て
渡
仏
す
る
こ
と
を
計
画
す
る
。
起
立
工
商
会
社
は
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
を
機
に
創
立
さ
れ
た
最
初
の
貿
易
会
社
で
、
肥
前
の
茶
商
松
尾
儀
助
と
古
道
具
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屋
の
若
井
兼
三
郎
（1834-1908
）
の
二
人
が
、
政
府
の
援
助
を
得
て
、
明
治
七
年
十
一
月
に
開
業
し
た
。
明
治
十
年
二
月
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
支
店
を
出
し
、
折
か
ら
の
欧
米
に
お
け
る
東
洋
美
術
品
の
流
行
に
乗
じ
て
、
日
本
の
美
術
工
芸
品
を
大
量
に
製
造
、
輸
出
し
て
い
た
が
、
明
治
十
一
年
（
１
８
７
８
）
一
月
、
一
行
と
共
に
、
万
博
の
開
催
国
フ
ラ
ン
ス
、
マ
ル
セ
ー
ユ
に
向
け
横
浜
か
ら
出
航
し
た
。
万
博
の
日
本
パ
ビ
リ
オ
ン
（
展
示
場
）
に
は
、
エ
ミ
ー
ル
・
ギ
メ
、
Ｓ
．
ビ
ン
グ
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ビ
ュ
ル
テ
ィ
、
若
井
兼
三
郎
な
ど
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
展
示
さ
れ
、
連
日
、
熱
心
な
画
家
、
詩
人
、
作
家
な
ど
が
訪
れ
盛
況
で
あ
っ
た
。
若
井
は
一
八
七
三
年
（
明
治
六
年
）
の
ウ
ィ
ー
ン
の
万
国
博
覧
会
以
来
、「
鑑
定
家
ワ
カ
イ
」
と
し
て
の
評
価
を
得
て
い
た
が
、
パ
リ
万
博
で
、
日
本
美
術
愛
好
家
た
ち
に
強
い
印
象
を
与
え
た
の
は
、
通
訳
と
、
起
工
商
会
社
出
品
物
の
説
明
役
に
携
わ
っ
た
て
い
た
忠
正
の
熱
心
な
仕
事
ぶ
り
で
あ
っ
た
。
ゴ
ン
ク
ー
ル
が
、
初
め
て
忠
正
と
出
会
っ
た
の
も
、
同
年
十
一
月
、
こ
の
万
博
に
お
い
て
で
あ
る
が
、
林
は
、
万
博
の
終
了
と
と
も
に
、
同
社
を
解
雇
さ
れ
た
。
万
博
で
、
日
本
の
古
美
術
商
及
び
鑑
定
家
と
し
て
足
場
を
築
い
た
若
井
は
、
起
立
工
商
会
社
を
通
じ
て
、
数
多
く
の
古
美
術
を
パ
リ
に
持
ち
込
み
、
ル
イ
・
ゴ
ン
ス
の
『
日
本
美
術
』
の
編
輯
に
通
弁
の
林
と
と
も
に
協
力
す
る
な
ど
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
勃
興
の
先
駆
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
っ
た
。
今
日
で
も
、
ま
れ
に
見
か
け
る
そ
の
旧
蔵
品
の
古
典
籍
に
は
、
印
文
「
わ
か
井
／
を
や
ぢ
」
の
蔵
書
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。 
 【
絵
本
・
ア
ル
バ
ム
】 
パ
リ
万
博
後
、
ゴ
ン
ス
に
よ
る
『
日
本
美
術
』
の
刊
行
と
「
日
本
美
術
回
顧
展
」
の
開
催
と
い
う
二
つ
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
は
本
格
的
に
北
斎
に
出
会
う
こ
と
に
な
っ
た
が
、
日
本
美
術
回
顧
展
で
出
陳
さ
れ
た
美
術
品
に
つ
い
て
、
木
々
康
子
は
、
そ
の
カ
タ
ロ
グ
を
参
考
に
、
次
の
よ
う
に
云
う
。
 
（
23
）
 
こ
こ
に
は
日
本
美
術
を
系
統
的
に
検
証
し
よ
う
と
す
る
、
科
学
的
な
姿
勢
が
あ
る
。
そ
し
て
、
漆
器
、
陶
器
、
彫
金
、
金
属
作
品
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な
ど
の
工
芸
品
を
主
体
と
し
た
「
日
本
美
術
」
が
、
歴
史
的
に
再
構
成
さ
れ
て
い
た
。
だ
が
絵
画
は
主
に
「
カ
ケ
モ
ノ
」
で
あ
り
、
版
画
、
す
な
わ
ち
浮
世
絵
は
、
画
帖
（
ア
ル
バ
ム
）
や
絵
本
が
主
で
あ
っ
て
、
の
ち
に
パ
リ
の
愛
好
家
を
夢
中
に
さ
せ
た
初
期
作
品
や
絶
頂
期
の
作
品
は
ま
だ
ほ
と
ん
ど
現
れ
て
い
な
い
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
非
常
な
入
念
さ
を
も
っ
て
、
芸
術
家
の
集
ま
り
の
た
め
に
刷
ら
れ
た
も
の
」
と
い
う
但
書
が
つ
い
た
「
ス
リ
モ
ノ
」
と
春
章
と
春
信
の
作
品
が
少
し
出
品
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
、
北
斎
の
作
品
が
ゴ
ン
ス
と
テ
オ
ド
レ
・
デ
ュ
レ
の
出
品
物
を
合
わ
せ
る
と
ほ
ぼ
全
作
品
が
集
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
天
才
が
も
て
は
や
さ
れ
て
い
た
た
め
で
も
あ
る
が
、
北
斎
以
外
の
作
品
は
ま
だ
手
に
入
ら
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る 
木
々
氏
の
右
の
文
章
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
パ
リ
の
日
本
美
術
の
市
況
に
お
け
る
（
肉
筆
）
絵
画
の
多
く
は
、
江
戸
時
代
の
後
末
期
、
住
環
境
な
ど
の
時
代
、
社
会
変
化
と
と
も
に
、
室
内
装
飾
と
し
て
の
絵
画
で
日
本
の
市
場
を
席
巻
し
て
い
た
、
本
画
師
を
中
心
と
す
る
掛
け
物
（
カ
ケ
モ
ノ
）
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
浮
世
絵
師
の
な
か
に
も
、
肉
筆
画
を
専
門
的
に
手
懸
け
る
も
の
が
少
な
く
な
く
、
上
掲
引
用
の
中
に
見
え
る
北
斎
の
師
匠
の
勝
川
春
章
な
ど
は
、
そ
の
肉
筆
美
人
画
が
人
気
を
呼
び
、
蘇
東
坡
の
著
名
な
詩
句
「
春
宵
一
刻
値
千
金
」
を
も
じ
っ
て
「
春
章
一
幅
値
千
金
」
と
称
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
取
引
は
、
絵
師
が
富
裕
な
客
の
注
文
に
応
じ
て
絵
を
制
作
す
る
と
い
う
直
接
的
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
門
人
を
多
く
擁
す
る
、
た
と
え
ば
晩
年
の
谷
文
晁
な
ど
は
、
い
わ
ゆ
る
工
房
を
構
え
て
、
客
に
幅
広
く
対
応
す
る
体
勢
を
整
え
る
よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
、
天
保
年
間
（1830-1843
）
に
は
書
画
会
が
盛
ん
に
な
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
客
と
絵
師
が
対
面
す
る
場
で
即
興
的
な
席
画
や
兼
ね
て
制
作
さ
れ
た
絵
が
持
ち
込
ま
れ
、
取
引
さ
れ
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
北
斎
も
書
画
会
へ
は
、
わ
り
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、
勝
川
派
の
末
席
の
門
人
で
あ
っ
た
北
斎
は
、
若
い
頃
は
肉
筆
画
を
描
く
機
会
に
は
恵
ま
れ
な
か
っ
た
が
、
勝
川
派
か
ら
の
離
脱
後
は
、
本
画
師
系
の
絵
師
と
手
を
組
ん
で
、
宗
理
、
北
斎
宗
理
の
名
で
摺
り
物
や
肉
筆
画
を
数
多
く
手
懸
け
て
い
る
。
書
画
会
と
掛
け
物
の
関
係
は
、
ち
ょ
う
ど
フ
ラ
ン
ス
革
命
後
、
サ
ロ
ン
の
盛
行
と
と
も
に
普
及
し
た
タ
ブ
ロ
ー
（
額
絵
）
に
相
似
し
て
い
る
。 
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さ
て
木
々
氏
に
よ
れ
ば
、
浮
世
絵
版
画
に
つ
い
て
、「
絵
本
や
ア
ル
バ
ム
」、
そ
れ
に
北
斎
の
も
の
や
摺
り
物
を
除
け
ば
、
い
わ
ゆ
る
一
枚
摺
り
版
画
な
ど
は
、
春
信
以
前
の
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
は
い
う
も
お
ろ
か
、
寥
々
た
る
状
況
で
あ
っ
た
と
い
う
。
た
だ
し
、
北
斎
の
と
く
に
絵
本
、
ア
ル
バ
ム
に
つ
い
て
は
「
北
斎
の
作
品
が
ゴ
ン
ス
と
テ
オ
ド
ー
レ
・
デ
ュ
レ
の
出
品
物
を
合
わ
せ
る
と
、
ほ
ぼ
北
斎
の
全
作
品
が
集
め
ら
れ
て
い
る
」
と
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
の
出
品
数
は
、
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
マ
ル
ケ
の
調
査
に
よ
る
と
、
版
画
四
十
三
点
、
肉
筆
十
五
点
の
計
六
十
八
点
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
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全
作
品
と
い
う
に
は
、
遠
く
及
ば
な
い
の
で
は
な
い
か
。
た
し
か
に
、
ゴ
ン
ス
も
、デ
ュ
レ
も
北
斎
の
作
品
を
か
な
り
集
め
て
い
る
の
は
事
実
で
あ
り
、と
く
に
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
の
版
画
室
に
収
蔵
さ
れ
る
デ
ュ
レ
の
絵
本
類
計
五
八
一
点
の
う
ち
、
北
斎
の
も
の
は
、
門
人
の
も
の
も
含
め
る
と
、
一
四
二
点
に
上
り
、
全
体
の
約
四
分
の
一
を
占
め
て
お
り
、
し
か
も
な
に
よ
り
質
の
高
さ
に
お
い
て
優
れ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
い
い
う
る
。
と
は
い
え
、
見
て
来
た
一
八
八
三
年
の
「
日
本
美
術
回
顧
展
」
に
お
け
る
状
況
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
当
時
の
浮
世
絵
の
流
通
が
ま
だ
不
十
分
で
あ
っ
た
状
況
を
そ
の
ま
ま
映
し
出
し
た
格
好
で
あ
る
。 
さ
て
、
木
々
氏
の
引
用
文
中
に
、「
版
画
、
す
な
わ
ち
浮
世
絵
は
、
画
帖
（
ア
ル
バ
ム
）
や
絵
本
が
主
で
あ
っ
て
」
云
々
と
あ
る
が
、「
画
帖
（album
）」
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
作
品
を
さ
し
て
い
る
の
か
を
推
定
す
る
の
は
、
案
外
、
難
し
い
問
題
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
こ
の
語
は
、
今
日
の
美
術
史
家
も
よ
く
使
う
語
で
あ
る
が
、
当
時
、
ゴ
ン
ス
、
デ
ュ
レ
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
等
は
ど
の
よ
う
な
意
味
合
い
で
使
用
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。「
ア
ル
バ
ム
」
は
、
通
常
、「
画
帖
」
と
翻
訳
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
訳
語
の
「
画
帖
」
の
語
が
ま
た
い
た
ず
ら
に
混
乱
を
招
き
か
ね
な
い
の
で
、
ア
ル
バ
ム
の
ま
ま
で
通
す
こ
と
に
し
た
い
。
想
像
を
交
え
て
い
う
な
ら
、
ア
ル
バ
ム
と
は
、
画
題
が
ば
ら
ば
ら
で
、
各
絵
そ
れ
ぞ
れ
独
立
性
を
有
す
る
絵
を
集
成
し
、
一
定
の
形
態
に
仕
立
て
ら
れ
た
も
の
か
。
そ
れ
も
、
冊
子
体
か
、
画
帖
装
か
と
い
う
形
態
的
区
別
や
、
ま
た
肉
筆
か
、
木
版
摺
り
か
と
い
様
式
上
の
区
別
よ
り
も
、
む
し
ろ
絵
の
中
身
に
基
づ
く
概
念
で
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
肉
筆
は
基
本
的
に
「
掛
物
」（
さ
ら
に
は
巻
物
、
屏
風
、
衝
立
、
団
扇
な
ど
）
が
想
定
さ
れ
る
が
、
ア
ル
バ
ム
は
、
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ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
む
し
ろ
板
摺
り
、
版
本
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
前
掲
の
木
々
氏
の
使
用
例
も
、
版
本
の
意
に
受
け
取
れ
る
。 
 
そ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
資
料
と
し
て
、
デ
ュ
レ
の
『L
ivres &
 albunm
s de Japon
』
を
挙
げ
た
い
と
思
う
が
、
そ
の
前
書
に
は
、 
 
 
他
に
誰
も
い
な
か
っ
た
初
め
の
頃
、
一
八
七
三
年
、
ビ
ュ
ル
テ
ィ
と
ゴ
ン
ク
ー
ル
が
、
日
本
美
術
の
品
物
、
ま
た
ア
ル
バ
ム
と
版
画
（estam
pes
）
に
組
織
的
に
関
心
を
持
ち
、
そ
れ
ら
は
私
が
日
本
か
ら
持
ち
帰
っ
た
、
同
じ
次
元
の
種
（noyau
）
で
あ
る
が
、
私
の
も
の
よ
り
重
要
性
の
少
な
い
も
の
で
あ
る
。 
と
あ
る
（
25
）
。
デ
ュ
レ
に
よ
れ
ば
、
一
八
七
三
年
頃
か
ら
、
ビ
ュ
ル
テ
ィ
や
ゴ
ン
ク
ー
ル
が
組
織
的
関
心
を
も
っ
て
パ
リ
で
集
め
た
日
本
美
術
品
は
、
ア
ル
バ
ム
と
版
画
で
あ
っ
た
と
し
、
そ
れ
ら
は
、
自
分
が
以
前
、
一
八
七
一
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
イ
タ
リ
ア
人
の
美
術
愛
好
家
チ
ェ
ル
ヌ
フ
ス
キ
ー
と
共
に
日
本
の
地
に
足
を
運
ん
で
買
漁
り
、
持
ち
帰
っ
た
の
も
同
種
の
も
の
で
あ
る
が
、
自
ら
が
日
本
で
直
接
、
買
い
集
め
、
パ
リ
に
持
ち
帰
っ
た
も
の
に
は
質
的
に
及
ば
な
い
と
言
い
切
っ
て
い
る
。
絵
本
類
を
中
心
に
パ
リ
で
は
随
一
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
構
築
し
た
先
輩
ジ
ャ
ポ
ニ
ザ
ン
の
自
負
が
そ
う
い
わ
し
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
デ
ュ
レ
の
目
録
は
内
題
に
「L
ivres &
 A
lbum
s illustré 
du Japon
」
と
あ
る
の
で
、
翻
訳
す
る
と
、「
日
本
の
挿
絵
入
り
の
本
と
ア
ル
バ
ム
」
の
目
録
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
さ
ら
に
、
そ
も
そ
も
当
該
の
目
録
が
扱
っ
て
い
る
対
象
は
す
べ
て
印
刷
さ
れ
た
本
（
書
籍
）
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
に
い
う
「
ア
ル
バ
ム
」
も
、
版
本
の
絵
本
類
と
考
え
る
他
は
な
い
。
こ
こ
に
い
う
「
ア
ル
バ
ム
」
も
、
版
本
の
絵
本
類
と
考
え
る
他
は
な
い
。
そ
も
そ
も
、「
絵
本
と
ア
ル
バ
ム
」
と
い
う
言
い
方
は
、
デ
ュ
レ
の
考
案
に
基
づ
く
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
こ
と
は
、
右
の
『L
ivres &
 A
lbum
s de Japon
』
と
い
う
表
題
だ
け
で
な
く
、
彼
が
一
八
八
二
年
に
公
表
し
た
北
斎
の
論
文
の
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表
題
に
、「L
'art Japonais : les livres illustrés, les album
s im
prim
é : 
H
okusaï
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
絵
本
は
「livres illustrés
」（
挿
絵
入
り
の
本
）、
ア
ル
バ
ム
は
、「album
s im
prim
é
」（
印
刷
さ
れ
た
本
）
に
相
当
し
よ
う
。
と
は
い
え
、
デ
ュ
レ
も
ど
の
よ
う
な
分
類
意
識
に
従
っ
て
絵
本
と
ア
ル
バ
ム
を
使
い
分
け
て
い
た
か
は
『L
'livres &
 A
lbum
s de Japon
』
を
見
て
も
必
ず
し
も
判
然
と
し
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
絵
本
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は
、
黄
表
紙
、
読
本
そ
の
他
の
テ
キ
ス
ト
を
主
体
と
し
た
い
わ
ゆ
る
「
絵
入
り
本
」
を
中
心
と
し
た
謂
い
で
、
ア
ル
バ
ム
は
、
文
章
に
対
し
て
、
絵
を
主
体
と
す
る
、
今
日
の
狭
義
の
絵
本
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 
さ
て
、
木
々
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
博
覧
会
や
日
本
美
術
回
顧
展
で
ゴ
ン
ク
ー
ル
が
、「
ス
リ
モ
ノ
（
摺
り
物
）」
に
邂
逅
し
た
こ
と
も
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
ア
ル
バ
ム
、
絵
本
と
同
様
で
あ
る
が
、「
ス
リ
モ
ノ
」
に
も
、
多
く
の
北
斎
（
宗
理
）
の
作
品
が
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。「
ス
リ
モ
ノ
」
と
は
、
専
門
の
本
屋
で
は
な
く
、
愛
好
家
が
直
接
、
画
工
、
彫
工
、
摺
工
に
誂
え
て
少
部
数
制
作
す
る
も
の
で
、
通
常
、
身
分
の
高
い
富
裕
な
客
の
注
文
に
応
じ
て
、
潤
沢
な
資
金
を
元
に
彩
色
や
彫
り
摺
り
に
贅
を
凝
ら
し
て
作
ら
れ
る
作
品
で
あ
る
。
そ
の
美
趣
溢
れ
る
色
遣
い
と
デ
ッ
サ
ン
（
下
絵
）
を
際
立
た
せ
る
彫
り
と
摺
り
の
技
術
が
評
価
さ
れ
て
、
早
く
か
ら
欧
州
で
評
判
と
な
っ
た
。
作
者
と
し
て
は
、
寛
政
年
間
（1789-1800
）
当
初
、
窪
俊
満
や
堤
等
琳
な
ど
の
摺
物
の
専
門
的
な
画
工
、あ
る
い
は『
浮
世
絵
類
考
』に「（
北
斎
は
）堤
等
琳
孫
二
の
画
風
を
慕
へ
り
」「
北
斎
宗
理
は
狂
歌
摺
り
物
の
画
に
名
高
し
」
と
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評
さ
れ
た
北
斎
な
ど
が
代
表
的
存
在
で
あ
っ
た
。
北
斎
に
よ
る
摺
り
物
の
制
作
は
、
ほ
ぼ
そ
の
絵
師
活
動
の
過
半
に
わ
た
っ
て
認
め
ら
れ
る
が
、
と
く
に
文
政
年
間
（1818-1829
）
の
狂
歌
グ
ル
ー
プ
と
組
ん
だ
色
紙
判
な
ど
の
小
型
の
摺
物
は
、
浮
世
絵
の
素
材
、
画
法
と
は
か
な
り
距
離
が
認
め
ら
れ
、
装
飾
品
や
静
物
を
扱
っ
た
も
の
も
多
い
、
そ
の
門
下
の
辰
斎
、
北
馬
、
北
渓
さ
ら
に
北
渓
門
の
岳
亭
な
ど
、
彼
ら
は
み
な
摺
り
物
に
そ
の
名
を
遺
し
た
画
工
で
あ
る
が
、
と
く
に
ゴ
ン
ク
ー
ル
が
愛
好
し
た
岳
亭
は
、
北
斎
の
色
紙
判
摺
り
物
の
継
承
者
と
い
う
べ
き
存
在
で
あ
る
。「
日
本
美
術
回
顧
展
」
に
「
ス
リ
モ
ノ
」
が
、
大
手
を
振
っ
て
登
場
す
る
の
は
、
印
象
派
絵
画
の
周
辺
で
、
そ
れ
を
応
援
し
た
美
術
史
家
で
あ
る
ゴ
ン
ス
や
ビ
ュ
ル
テ
ィ
、
デ
ュ
レ
ら
の
先
見
が
「
ス
リ
モ
ノ
」
を
評
価
し
、
愛
好
し
た
事
実
を
反
映
し
た
も
の
と
い
え
る
。 
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【
日
本
の
ア
ル
バ
ム
の
追
求
】 
と
こ
ろ
で
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
一
八
八
四
年
の
小
説
『
シ
ェ
リ
ー
』
の
序
文
に
、
自
身
と
日
本
の
ア
ル
バ
ム
と
の
出
会
い
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
証
言
す
る
。
 
（
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）
 
 
日
本
趣
味
の
品
で
飾
ら
れ
た
パ
リ
の
サ
ロ
ン
の
描
写
は
、
一
八
五
一
年
に
出
版
さ
れ
た
『
１
８
＊
＊
年
に
』
と
い
う
私
た
ち
の
最
初
の
小
説
に
載
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
う
、
一
八
五
一
年
な
の
だ…
…
。
そ
の
頃
に
私
は
ジ
ャ
ポ
ニ
ザ
ン
た
ち
と
知
り
合
い…
…
当
初
は
マ
リ
ネ
の
店
で
、
何
年
か
す
る
と
ド
ソ
ワ
夫
人
の
店
で
、
私
た
ち
は
ブ
ロ
ン
ズ
や
漆
の
品
を
手
に
入
れ
た
。
一
八
六
〇
年
に
は
パ
リ
に
お
け
る
最
初
の
日
本
の
画
帖
（
ア
ル
バ
ム
）
を
「
ポ
ル
ト
・
シ
ノ
ワ
ー
ズ
」
で
手
に
入
れ
た
の
だ
。
少
な
く
と
も
文
学
者
や
画
家
の
世
界
で
知
ら
れ
る
う
ち
の
最
初
の
も
の
だ
。
そ
の
た
め
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
芸
術
の
普
及
に
努
め
た
第
一
の
人
物
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
こ
の
記
述
で
ゴ
ン
ク
ー
ル
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
最
初
に
「
日
本
の
ア
ル
バ
ム
」
に
出
会
っ
た
の
が
自
分
た
ち
で
あ
り
、
そ
れ
は
一
八
六
〇
年
、
パ
リ
の
「
ポ
ル
ト
・
シ
ノ
ワ
ー
ズ
」
で
あ
っ
た
と
確
信
を
も
っ
て
主
張
し
て
い
る
。
要
す
る
に
我
こ
そ
が
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
の
先
駆
者
で
あ
る
こ
と
を
、
お
お
や
け
に
宣
言
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
発
言
は
ど
う
好
意
的
に
み
て
も
、
彼
の
功
名
心
に
よ
る
勇
み
足
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
見
方
を
変
え
れ
ば
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
は
、
何
が
何
で
も
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
の
先
導
者
と
し
て
歴
史
に
名
を
残
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
自
身
の
小
説
作
品
の
序
文
を
利
用
し
て
、
自
己
宣
伝
に
及
び
、
世
間
を
欺
く
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
は
晩
年
に
至
る
ま
で
、
そ
の
功
名
心
に
取
り
憑
か
れ
続
け
た
た
め
に
、
後
述
の
よ
う
に
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の
『
北
斎
』
の
出
版
に
ま
で
、
事
実
を
歪
曲
し
た
、
手
の
込
ん
だ
作
為
を
持
ち
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
と
も
あ
れ
、
右
の
主
張
は
、
何
分
に
も
自
己
申
告
で
あ
る
た
め
、
額
面
通
り
受
け
止
め
る
の
は
躊
躇
さ
れ
る
。
ポ
ル
ト
・
シ
ノ
ワ
ー
ズ
は
、
木
々
康
子
に
拠
れ
ば
、
一
八
二
六
年
に
、
パ
リ
の
ビ
ビ
エ
ン
ヌ
通
り
三
六
に
開
店
し
た
、
お
茶
の
専
門
の
第
一
号
店
で
あ
り
、
最
初
に
日
本
美
術
を
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扱
っ
た
店
と
い
う
。
ゴ
ン
ク
ー
ル
が
こ
の
店
か
ら
日
本
の
ア
ル
バ
ム
を
購
入
し
た
と
い
う
の
は
信
じ
て
い
い
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
一
八
六
〇
年
と
い
う
年
紀
も
い
い
か
げ
ん
な
数
字
と
は
思
え
な
い
。
危
う
い
の
は
、「
そ
れ
が
少
な
く
と
も…
…
最
初
の
も
の
だ
。」
云
々
と
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
に
先
鞭
を
つ
け
た
と
自
認
す
る
く
だ
り
で
あ
り
、
こ
の
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
主
張
を
今
日
、
支
持
す
る
研
究
者
は
い
な
い
。
と
い
う
の
も
一
八
六
〇
年
を
遡
る
こ
と
四
年
の
一
八
五
六
年
に
、
す
で
に
日
本
の
画
帖
に
触
れ
た
と
い
う
、
歴
と
し
た
証
言
が
存
在
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 
 
【
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
ブ
ラ
ッ
ク
モ
ン
】
年
代
記
の
著
作
で
知
ら
れ
る
レ
オ
ン
ス
・
ベ
ネ
デ
ィ
ッ
ト
の
論
文
「
動
物
画
家  
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
ブ
ラ
ッ
ク
モ
ンB
racquem
ond, F
elix
」）
は
、
以
下
の
よ
う
に
、
最
初
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ザ
ン
は
、
版
画
家
の
ブ
ラ
ッ
ク
モ
ン
で
あ
る
こ
と
が
確
定
的
で
あ
る
と
主
張
し
て
お
り
、
そ
れ
が
今
日
で
は
、
定
説
と
し
て
見
な
さ
れ
て
い
る
。
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一
八
五
六
年
、
年
は
確
か
で
あ
る
が
、
ブ
ラ
ッ
ク
モ
ン
が
、
月
と
日
に
つ
い
て
確
か
に
で
き
る
か
わ
か
ら
な
い
。
一
八
五
六
年
の
あ
る
晴
れ
た
朝
、
ブ
ラ
ッ
ク
モ
ン
は
、
印
刷
工
ド
ゥ
ラ
ー
ト
ル
（D
elâtre
）
の
店
に
自
作
の
版
画
「
ま
さ
に
渡
っ
て
行
く
カ
モ
」
の
版
下
（la planchet de sa gravure
）
を
持
っ
て
行
っ
た
。
そ
こ
で
、
神
は
、
カ
ラ
ス
と
カ
サ
サ
ギ
、
雁
（
が
ん
）
と
カ
モ
の
画
家
を
た
だ
ち
に
日
本
へ
の
道
に
引
き
入
れ
た
。
ド
ゥ
ラ
ー
ト
ル
の
店
で
、
と
り
と
め
も
な
く
話
を
し
て
い
た
時
、
ブ
ラ
ッ
ク
モ
ン
は
、
赤
い
表
紙
で
に
奇
妙
に
錦
織
り
さ
れ
た
（broché
）
小
さ
な
本
を
見
出
し
た
。
そ
の
本
は
、
た
い
そ
う
遠
く
か
ら
や
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
し
な
や
か
な
で
柔
軟
な
材
質
の
た
め
、
日
本
か
ら
発
送
さ
れ
た
磁
器
を
フ
ラ
ン
ス
人
に
よ
っ
て
買
わ
れ
る
時
の
仕
切
り
材
と
し
て
提
供
さ
れ
て
い
た
。
ブ
ラ
ッ
ク
モ
ン
は
、
好
奇
心
と
と
も
に
、
そ
れ
を
開
く
と
、
突
然
、
驚
く
ほ
ど
生
き
生
き
と
し
た
表
情
豊
か
な
細
か
い
職
業
の
、
曲
芸
の
、
踊
り
、
子
供
の
、
風
景
の
、
動
物
の
、
虫
の
、
花
の
す
ば
や
い
素
描
（esquisses  rapides
）
に
よ
っ
て
心
を
打
た
れ
た
。「
そ
れ
を
譲
っ
て
下
さ
い
。」
と
、
彼
は
ド
ゥ
ラ
ー
ト
ル
に
向
か
っ
て
言
っ
た
が
、
ド
ゥ
ラ
ー
ト
ル
は
す
げ
な
く
エドモン・ド・ゴンクール著『北斎』余説（鈴木） 
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断
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
年
も
し
く
は
十
八
ヶ
月
後
、
ブ
ラ
ッ
ク
モ
ン
は
、
版
画
の
方
法
を
見
抜
く
た
め
に
そ
れ
を
手
元
に
置
い
て
入
念
に
学
ん
で
い
た
、
ド
ゥ
ラ
ー
ト
ル
の
兄
弟
ラ
ビ
エ
イ
ユ
（L
avieille
）
の
木
板
画
の
中
に
そ
れ
を
再
び
見
出
し
た
。（
そ
の
版
画
は
）
西
洋
の
臨
床
医
を
た
い
そ
う
不
思
議
が
ら
せ
る
の
に
十
分
で
あ
っ
た
。
ブ
ラ
ッ
ク
モ
ン
は
、
そ
の
小
さ
な
本
を
所
有
す
る
た
め
の
能
力
の
な
さ
を
感
じ
、
彼
は
、
相
手
が
ほ
し
が
る
珍
し
く
奇
妙
な
蝶
の
木
版
画
と
の
物
々
交
換
を
申
し
出
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
を
手
に
入
れ
た
。
ブ
ラ
ッ
ク
モ
ン
が
、
そ
う
し
て
、
そ
の
本
を
ポ
ケ
ッ
ト
中
に
入
れ
る
と
、
そ
の
本
は
も
は
や
（
彼
か
ら
）
離
れ
る
こ
と
は
な
く
、
彼
の
バ
イ
ブ
ル
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
世
界
の
す
べ
て
を
示
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
れ
と
し
て
認
め
合
っ
て
い
る
。
そ
う
し
て
、
そ
の
小
さ
な
一
編
は
、
世
に
知
ら
れ
な
い
、
作
者
不
明
で
あ
り
、
そ
の
た
め
誰
も
サ
イ
ン
を
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
異
国
的
な
オ
ブ
ジ
ェ
の
す
べ
て
が
非
個
性
的
な
性
格
で
あ
る
。
そ
れ
は
北
斎
の
「
漫
画
」
の
一
巻
で
あ
る
。
愛
好
家
の
最
後
の
人
物
、
す
な
わ
ち
今
風
の
名
高
く
善
良
な
ス
ノ
ッ
ブ
の
無
知
な
人
々
は
、
そ
れ
を
選
び
取
る
こ
と
を
た
め
ら
わ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
当
時
、
た
い
そ
う
抜
け
目
の
な
い
人
々
が
「
漫
画
」
と
表
現
さ
れ
、
か
つ
て
言
わ
れ
た
よ
う
に
オ
ク
サ
イ
（O
-K
ou-Saï
）、
今
日
言
わ
れ
る
よ
う
にH
okusaï
ま
た
はH
ok'Saï
の
そ
れ
を
手
に
入
れ
た
の
で
あ
る
。 
そ
れ
は
一
八
五
六
年
の
こ
と
で
、
す
べ
て
の
偉
大
な
版
画
は
、
昇
る
太
陽
と
沈
む
太
陽
の
力
を
借
り
た
、
ブ
ラ
ッ
ク
モ
ン
の
貴
重
な
発
見
で
あ
る
。 
ベ
ネ
デ
ィ
ッ
ト
の
文
章
は
、
ブ
ラ
ッ
ク
モ
ン
か
ら
の
聞
き
取
り
な
ど
に
基
づ
い
て
書
き
留
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
専
門
的
研
究
者
に
広
く
知
ら
れ
た
資
料
で
あ
る
が
、
ま
こ
と
に
興
味
深
い
事
実
を
秘
め
て
い
る
。
引
用
中
「
錦
織
り
さ
れ
た
」
と
あ
る
の
は
、
欧
米
の
日
本
古
典
籍
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
に
時
折
、
見
か
け
る
装
訂
で
、
錦
織
り
の
美
麗
な
布
に
覆
わ
れ
た
装
飾
表
紙
の
こ
と
で
あ
り
、
ブ
ラ
ッ
ク
モ
ン
が
、
自
作
の
版
画
作
品
を
仕
上
げ
る
た
め
に
赴
い
た
ド
ゥ
ラ
ー
ト
ル
の
印
刷
所
で
、そ
の
小
さ
な
本
に
出
会
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
本
の
紙
質
の
柔
軟
さ
ゆ
え
、
フ
ラ
ン
ス
で
、
日
本
製
の
磁
器
を
売
買
す
る
際
に
、
包
装
紙
（
緩
衝
材
）
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
と
 － 244 －
い
う
。 
そ
の
本
に
魅
了
さ
れ
た
ブ
ラ
ッ
ク
モ
ン
は
、
す
ぐ
さ
ま
そ
の
譲
渡
を
願
い
出
る
が
、
あ
っ
さ
り
断
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
ド
ゥ
ラ
ー
ト
ル
の
弟
ラ
ビ
エ
イ
ユ
所
蔵
の
木
版
画
の
中
に
、
そ
の
本
を
手
本
と
し
て
秘
蔵
し
て
い
た
の
を
再
び
見
い
出
し
、
彼
は
相
手
の
ほ
し
が
る
蝶
の
木
版
画
と
の
物
々
交
換
で
よ
う
や
く
そ
れ
を
手
に
入
れ
、
以
後
、
肌
身
離
さ
ず
、聖
書
の
よ
う
に
崇
め
た
と
い
う
の
で
あ
る
。注
意
し
た
い
の
は
、
こ
の
本
に
夢
中
に
な
っ
た
ブ
ラ
ッ
ク
モ
ン
、
ド
ゥ
ラ
ー
ト
ル
、
ラ
ビ
エ
イ
ユ
の
三
人
と
も
、
版
画
に
関
わ
る
芸
術
家
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
ブ
ラ
ッ
ク
モ
ン
は
、
銅
板
、
石
版
を
手
が
け
た
版
画
家
、
画
家
で
あ
り
、
ド
ゥ
ラ
ト
ー
ル
は
、
版
画
家
、
と
く
に
銅
版
（
エ
ッ
チ
ン
グ
）、
石
版
の
印
刷
工
で
あ
り
、
弟
の
ラ
ヴ
ィ
エ
イ
ユ
は
、
木
版
画
家
で
あ
っ
た
と
お
ぼ
し
い
。
こ
れ
ら
版
画
に
ま
つ
わ
る
作
家
や
職
人
ら
に
よ
っ
て
こ
の
ア
ル
バ
ム
が
、
そ
の
芸
術
的
価
値
と
と
も
に
見
い
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
本
の
タ
イ
ト
ル
は
、
ベ
ネ
デ
ィ
ッ
ト
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
に
『（
北
斎
）
漫
画
』
で
あ
っ
た
。
そ
れ
も
、
中
身
に
つ
い
て
「
情
豊
か
な
細
か
い
職
業
の
、
曲
芸
の
、
踊
り
、
子
供
の
、
風
景
の
、
動
物
の
、
虫
の
、
花
の
す
ば
や
い
素
描
esquisses  rapides
」
と
記
述
さ
れ
る
画
題
 
 
ブラックモン画ゴンクール像、『十八世紀のフランスの画家たち』より転載 
エドモン・ド・ゴンクール著『北斎』余説（鈴木） 
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に
よ
っ
て
、『
北
斎
漫
画
』
の
初
編
で
あ
る
こ
と
は
、
疑
う
余
地
が
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
一
八
五
六
年
に
ブ
ラ
ッ
ク
モ
ン
ら
が
『
北
斎
漫
画
』
に
た
ど
り
着
い
た
の
は
、
一
八
六
〇
年
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
兄
弟
が
、
日
本
の
ア
ル
バ
ム
に
逢
着
し
た
と
主
張
す
る
よ
り
も
四
年
も
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
と
ま
れ
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
兄
弟
が
、
ポ
ル
ト
・
シ
ノ
ワ
ー
ズ
で
日
本
の
ア
ル
バ
ム
を
見
い
出
し
た
の
も
、
弟
の
ジ
ュ
ー
ル
が
、
エ
ッ
チ
ン
グ
を
得
意
と
す
る
版
画
家
で
も
あ
っ
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。
ブ
ラ
ッ
ク
モ
ン
は
も
と
よ
り
の
こ
と
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
兄
弟
と
『
北
斎
漫
画
』
な
ど
の
日
本
の
ア
ル
バ
ム
と
の
出
会
い
も
、
淡
彩
グ
ラ
ビ
ア
愛
好
の
延
長
線
上
の
出
来
事
で
あ
り
、
同
じ
頃
、
ゴ
ン
ス
や
ビ
ュ
ル
テ
ィ
、
デ
ュ
レ
ら
に
よ
る
彩
色
の
ス
リ
モ
ノ
も
し
く
は
錦
絵
の
発
見
を
も
っ
て
は
じ
め
て
、
印
象
派
絵
画
と
日
本
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
ア
ー
ト
と
の
邂
逅
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
日
本
工
芸
美
術
の
ブ
ー
ム
す
な
わ
ち
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
は
、
こ
れ
ら
異
な
る
回
路
を
通
じ
て
多
彩
な
日
本
美
術
を
受
容
し
て
い
っ
た
末
に
結
果
し
た
も
の
で
あ
る
。 
万
博
の
後
、
日
本
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
市
場
に
お
い
て
、
日
本
美
術
と
り
わ
け
、
版
画
、
絵
本
な
ど
の
浮
世
絵
作
品
は
、
し
ば
ら
く
停
滞
期
と
な
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
の
店
先
よ
り
姿
を
消
し
た
と
も
い
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
一
八
八
三
年
と
翌
一
八
八
四
年
の
間
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ザ
ン
の
コ
レ
ク
タ
ー
数
は
急
速
に
膨
れ
あ
が
っ
た
。
ま
さ
に
そ
れ
と
時
を
同
じ
う
し
て
ル
イ
・
ゴ
ン
ス
は
、『
日
本
美
術
』
を
出
版
し
、
北
斎
評
価
を
鮮
明
に
し
た
の
で
あ
る
。
同
じ
頃
パ
リ
の
骨
董
商
の
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
・
ビ
ン
グ
（1838-1905
）
は
、
日
本
に
渡
り
、
日
本
美
術
の
た
め
に
情
熱
を
燃
や
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
日
本
の
美
術
品
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
送
り
込
み
、
そ
れ
ら
を
組
織
的
に
探
究
す
る
目
的
で
に
日
本
に
代
理
人
を
置
き
、
北
斎
に
限
ら
ず
、
多
様
な
商
品
の
発
掘
に
努
め
た
。
一
方
、
林
忠
正
は
、
起
立
工
商
会
社
の
も
と
、
上
司
の
若
井
兼
三
郎
と
組
ん
で
、
一
八
八
三
年
も
し
く
は
翌
年
に
パ
リ
で
美
術
店
「
若
井
・
林
商
会
」
を
開
業
す
る
や
、
そ
の
店
と
ビ
ン
グ
の
店
と
は
、
日
本
か
ら
定
期
的
に
送
付
さ
れ
た
良
質
の
品
揃
え
と
適
切
な
解
説
と
が
、
評
判
を
呼
び
、
熱
心
な
ジ
ャ
ポ
ニ
ザ
ン
が
連
日
、
店
に
押
し
寄
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
か
く
て
、
こ
の
二
店
は
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
と
称
さ
れ
る
、
骨
董
品
を
中
心
と
し
た
、
熱
烈
な
日
本
趣
味
の
炎
が
パ
リ
中
に
燃
え
広
が
る
き
っ
か
け
を
な
し
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
も
、
林
や
ビ
ン
グ
の
店
の
顧
客
リ
ス
ト
の
中
に
 － 246 －
見
出
さ
れ
、
み
ず
か
ら
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
構
築
に
熱
中
し
た
一
人
で
あ
っ
た
。 
 
四
、
北
斎
評
価
の
諸
相 
 【
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
北
斎
評
価
】 
さ
て
、『
北
斎
』
に
お
け
る
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
北
斎
評
価
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
確
認
す
る
た
め
に
、
本
文
の
冒
頭
部
分
に
お
け
る
北
斎
の
叙
述
を
、
少
し
長
い
が
、
煩
を
い
と
わ
ず
拙
訳
に
よ
っ
て
、
左
に
引
用
し
た
い
。
 
（
30
）
 
こ
れ
（
北
斎
）
が
、
ペ
ル
シ
ャ
と
中
国
の
影
響
か
ら
、
祖
国
の
絵
画
を
勝
ち
取
り
、
ま
た
、
い
わ
ば
自
然
に
対
す
る
敬
虔
さ
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
若
返
ら
せ
、
新
し
く
し
、
本
当
に
ま
っ
た
く
日
本
の
も
の
に
し
た
画
家
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
よ
り
生
き
生
き
と
し
た
デ
ッ
サ
ン
に
よ
り
、
男
と
女
、
鳥
、
魚
、
木
、
花
、
一
本
の
草
な
ど
を
再
生
さ
せ
た
、
普
遍
的
な
画
家
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
は
、
三
万
点
の
デ
ッ
サ
ン
や
絵
画
を
制
作
し
た
画
家
で
あ
る
（
ル
イ
・
ゴ
ン
ス
著
『
日
本
の
美
術
』、
パ
リ
、
カ
ン
タ
ン
、
一
八
八
三
年
刊
に
よ
る
）。こ
れ
が
、（
十
七
世
紀
の
又
兵
衛
を
先
駆
者
と
す
る
）浮
世
絵
の
真
の
創
造
者
で
あ
り
、通
俗
派
（L
' É
cole vulgare
）
を
創
設
し
た
画
家
で
あ
る
。
通
俗
派
と
は
、
そ
の
作
品
に
、
つ
ま
り
、
気
取
っ
た
慣
習
の
中
に
お
け
る
色
の
豪
華
さ
、
高
官
の
公
的
な
生
活
、
貴
族
的
な
存
在
の
誇
張
さ
れ
た
不
自
然
さ
を
表
現
す
る
、、
あ
そ
こ
の
絵
画
の
貴
族
的
な
要
求
か
ら
見
落
と
さ
れ
た
、
現
実
に
お
い
て
、
彼
の
国
家
全
体
の
人
間
性
を
引
き
入
れ
て
し
ま
う
、
土
佐
派
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
画
家
の
模
倣
に
決
し
て
満
足
し
な
い
男
た
ち
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
つ
ま
り
彼
の
芸
術
の
情
熱
で
あ
り
、
狂
気
で
あ
り
、
彼
の
作
品
に
署
名
し
た
、「
デ
ッ
サ
ン
の
狂
人fou de dessan
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
画
家
は
、
弟
子
達
か
ら
捧
げ
ら
れ
た
崇
拝
の
他
に
、
悪
党
の
お
ど
け
者
の
よ
う
に
同
時
代
人
に
よ
っ
て
考
え
ら
れ
、
そ
の
作
品
が
、
日
の
昇
る
帝
国
（l'E
m
pire du L
ever du Soleil
）
に
つ
い
て
の
美
的
エドモン・ド・ゴンクール著『北斎』余説（鈴木） 
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セ
ン
ス
の
あ
る
ま
じ
め
な
人
に
よ
っ
て
考
慮
さ
れ
る
に
値
し
な
い
、
低
級
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作
品
よ
う
に
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
ま
っ
た
く
最
近
ま
で
保
た
れ
た
軽
蔑
（m
épris
）
は
、
ア
メ
リ
カ
の
画
家
ラ
・
フ
ァ
ー
ジ
が
、
昔
、
同
国
の
理
想
主
義
の
画
家
（idéalist
）
た
ち
と
と
も
に
日
本
で
最
終
日
ま
で
続
け
ら
れ
た
会
話
の
結
果
、
私
た
ち
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
、
も
ち
ろ
ん
第
一
線
の
フ
ラ
ン
ス
人
（
２
）
(
ビ
ュ
ル
テ
ィ
ー
と
デ
ュ
レ
の
論
文
を
参
照
の
こ
と)
が
、
半
世
紀
前
に
亡
く
な
っ
た
、
偉
大
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
あ
る
北
斎
の
祖
国
を
明
ら
か
に
し
た
と
い
い
続
け
た
、
そ
う
、
北
斎
を
地
球
で
よ
り
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
一
人
と
し
た
。
そ
れ
は
ま
さ
に
、
彼
の
生
存
中
に
当
然
、
受
け
る
に
値
す
る
名
誉
を
楽
し
む
こ
と
を
妨
げ
た
こ
と
、「
日
本
画
家
辞
典
」（L
e D
ictionaire D
es H
om
m
es 
Illustres D
u Japon
）
が
、
北
斎
は
、
日
本
の
偉
大
な
画
家
で
あ
る
と
認
め
た
尊
敬
を
、
公
に
ほ
と
ん
ど
受
け
た
こ
と
が
な
い
と
記
載
し
た
こ
と
、
そ
れ
は
、
彼
が
「
俗
悪
な
生
活
」（V
ie vulgaire
）
私
は
、
是
認
さ
れ
た
翻
訳
を
確
認
し
た
が
、「
浮
世
絵
」
は
、
む
し
ろ
次
の
よ
う
に
翻
訳
で
き
る
。「
日
常
の
生
活
、
そ
れ
ら
は
画
家
の
目
を
通
じ
て
綿
密
に
提
供
さ
れ
る
生
活
」
と
の
表
現
に
身
を
捧
げ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
狩
野
と
土
佐
と
の
継
続
を
選
ん
だ
な
ら
ば
、
彼
は
き
っ
と
応
挙
と
文
晁
に
追
い
越
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。 
右
は
、『
北
斎
』
の
巻
頭
部
だ
け
の
こ
と
も
あ
り
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
執
筆
動
機
と
北
斎
評
価
の
核
心
部
分
が
凝
縮
さ
れ
た
く
だ
り
と
い
っ
て
よ
い
。
ま
た
こ
の
く
だ
り
は
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
凝
っ
た
言
い
回
し
の
せ
い
も
あ
り
、
な
か
な
か
難
解
で
あ
る
が
、
私
見
の
概
要
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
ず
最
初
に
、
北
斎
が
自
然
に
基
づ
く
デ
ッ
サ
ン
に
よ
り
万
物
を
再
生
さ
せ
た
普
遍
的
な
（universel
）
画
家
で
あ
り
、
本
人
自
ら
「
デ
ッ
サ
ン
の
狂
人
」
と
称
し
、
豪
華
で
貴
族
的
な
土
佐
派
の
非
現
実
的
な
規
範
か
ら
絵
画
表
現
を
解
放
さ
せ
た
浮
世
絵
と
称
す
る
通
俗
派
の
画
家
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。「
デ
ッ
サ
ン
の
狂
人
」
は
、
北
斎
が
享
和
頃
か
ら
用
い
た
号
「
画
狂
人
」「
画
狂
老
人
」
な
ど
の
「
画
狂
」
の
訳
語
で
あ
る
。
細
か
く
い
う
と
、「
画
」
を
「
デ
ッ
サ
ン
」
と
訳
出
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
誤
訳
で
は
な
い
に
し
て
も
、
や
や
強
引
と
の
印
象
を
拭
い
き
れ
ず
、
そ
れ
だ
け
ゴ
ン
ク
ー
ル
は
、
デ
ッ
サ
ン
画
家
と
し
て
の
北
斎
を
前
面
に
押
し
出
し
た
か
っ
た
と
い
う
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こ
と
に
な
ろ
う
。
同
時
に
、
北
斎
が
低
級
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
周
囲
も
し
く
は
祖
国
か
ら
軽
蔑
を
受
け
た
事
実
に
言
及
す
る
。
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
人
の
ラ
フ
ァ
ー
ジ
が
（
日
本
の
）
理
想
主
義
の
画
家
た
ち
と
の
会
話
の
中
で
、
そ
ん
な
北
斎
を
正
当
に
評
価
し
た
の
が
、
第
一
線
の
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
と
い
う
。こ
の
第
一
線
の
フ
ラ
ン
ス
人
と
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
原
注
に
あ
る
ご
と
く
、ビ
ュ
ル
テ
ィ
、
デ
ュ
レ
の
二
人
を
さ
し
て
い
る
。。 
 
【
ゴ
ン
ス
の
評
価
】 
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
『
北
斎
』
の
い
ち
ば
ん
大
き
な
特
色
は
、
北
斎
を
浮
世
絵
師
と
し
て
で
は
な
く
、
西
洋
の
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
画
家
と
同
じ
土
俵
で
、
評
価
を
試
み
た
こ
と
に
あ
る
が
、
特
色
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
も
う
一
点
は
、
北
斎
を
徹
底
し
て
デ
ッ
サ
ン
作
家
と
し
て
評
価
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
は
、
北
斎
の
着
想
の
奇
抜
さ
や
、
滑
稽
さ
、
画
題
の
多
様
性
な
ど
を
無
視
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
軸
足
は
あ
く
ま
で
デ
ッ
サ
ン
如
何
と
い
う
と
こ
ろ
に
置
い
て
い
た
。
換
言
す
れ
ば
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
は
、
北
斎
をartist
、
あ
る
い
はpainter
と
同
義
の
「
画
家
」
と
い
う
よ
りartisan
と
類
義
の
「
画
工
」
と
し
て
見
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
評
価
の
視
点
は
、
お
そ
ら
く
ゴ
ン
ク
ー
ル
兄
弟
が
エ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
の
版
画
を
愛
好
し
、
実
作
も
試
み
て
い
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。
こ
の
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
北
斎
評
価
が
、
い
か
に
独
自
な
も
の
で
あ
る
か
を
知
る
た
め
に
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
勃
興
の
立
役
者
で
あ
る
ル
イ
・
ゴ
ン
ス
を
は
じ
め
と
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
美
術
史
家
か
ら
、
フ
ァ
イ
ン
・
ア
ー
ツ
の
立
場
か
ら
ゴ
ン
ス
の
説
に
批
判
を
加
え
た
ア
ー
ネ
ス
ト
・
フ
ェ
ノ
ロ
サ
な
ど
の
ア
メ
リ
カ
の
美
術
家
に
至
る
、
言
説
を
瞥
見
し
て
お
き
た
い
。 
さ
て
、
い
わ
ば
、
北
斎
の
評
価
と
い
う
意
味
で
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
以
前
に
名
前
を
挙
げ
る
べ
き
は
、
一
八
八
三
年
に
『
日
本
美
術
（L
'art 
Japonais
）』
二
巻
の
大
著
を
成
し
た
ル
イ
・
ゴ
ン
ス
の
名
前
で
あ
る
。
彼
こ
そ
が
、
同
著
に
よ
っ
て
欧
州
或
い
は
世
界
に
北
斎
の
名
を
知
ら
し
め
た
張
本
人
に
他
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
ゴ
ン
ス
は
、
同
著
の
「
絵
画painture
」
の
章
で
、
北
斎
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
い
う
。
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北
斎
は
と
い
う
と
、
彼
は
、
か
の
国
の
偉
大
な
画
家
で
あ
る
。
私
た
ち
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
見
地
か
ら
す
る
と
、
彼
は
、
同
様
に
、
よ
り
偉
大
で
あ
る
と
と
も
に
、
よ
り
天
才
的
で
あ
る
。
も
し
そ
れ
を
寛
大
な
贈
り
物
と
考
え
る
な
ら
、
時
代
も
国
の
区
別
も
な
く
、
そ
れ
は
、私
た
ち
の
人
種
の
よ
り
優
れ
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
そ
ば
に
置
か
れ
た
、巨
匠
を
作
り
出
し
た
技
術
的
な
資
質
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
は
、
力
、
筆
捌
き
に
よ
る
思
い
が
け
な
い
多
様
性
を
有
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
独
創
性
と
ユ
ー
モ
ア
、
多
産
性
、
を
推
し
進
め
た
目
に
よ
る
高
度
な
記
憶
と
教
育
、
ま
た
驚
く
べ
き
手
の
器
用
さ
が
あ
る
。
そ
の
作
品
は
、
莫
大
で
あ
り
、
想
像
力
と
概
略
（resum
e
）
を
お
び
え
さ
せ
る
外
国
の
百
科
辞
典
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
全
人
類
の
人
間
的
な
喜
劇
で
あ
る
。
北
斎
は
、
俗
悪
な
（vulgaire
）
流
派
に
属
す
る
が
、
彼
は
、
感
情
の
深
さ
、
喜
劇
の
力
強
さ
に
よ
っ
て
、
彼
は
、
同
時
に
日
本
の
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
で
あ
り
、
カ
ロ
で
あ
り
、
ド
ー
ミ
エ
で
あ
る
。 
（
略
） 
デ
ュ
レ
が
正
当
に
強
調
し
た
よ
う
に
、
北
斎
は
新
し
い
道
を
開
く
た
め
に
や
っ
て
来
た
変
革
者
の
よ
う
に
日
本
に
出
現
し
た
わ
け
で
も
な
く
、
偉
大
な
巨
匠
と
し
て
至
る
と
こ
ろ
で
歓
迎
さ
れ
た
わ
け
で
も
な
い
。
彼
は
、
ほ
と
ん
ど
何
の
力
も
な
か
っ
た
。
北
斎
は
、
生
き
る
た
め
に
仕
事
を
し
、
幼
稚
な
子
供
（bonhom
m
e
）
に
追
随
し
た
。
俗
悪(peuple) 
な
人
間
で
あ
り
、
始
め
は
工
業
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
（artiste industriel
）
の
類
で
あ
り
、
庶
民
の
生
活
の
型
ま
た
場
面
を
再
生
す
る
こ
と
に
没
頭
し
、
彼
は
、
ル
・
ナ
ン
（L
enain
）、
ル
・
ブ
ラ
ン
（L
ebrun
）、
ミ
ニ
ャ
ー
ル
（M
ignard
）、
あ
る
い
は
ド
ー
ミ
エ
、
ま
た
ガ
バ
ル
ニ
ら
、
ロ
ー
マ
学
派
の
受
賞
者
た
ち
の
よ
う
な
低
い
身
分
の
同
時
代
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
面
と
向
か
っ
て
、
彼
等
に
類
似
す
る
〝
大
人
の
美
術
〟
（grand art
）
を
修
業
し
た
。 
な
ど
と
あ
る
。
ゴ
ン
ス
の
北
斎
評
価
の
特
色
は
、
北
斎
の
独
創
的
で
ユ
ー
モ
ア
に
富
ん
だ
表
現
力
の
多
様
性
を
幅
広
く
積
極
的
に
多
面
的
に
支
持
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
北
斎
が
、
俗
悪
な
流
派
、
す
な
わ
ち
浮
世
絵
の
流
派
に
属
す
る
画
家
で
あ
り
、
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当
初
は
幼
稚
な
子
供
、
俗
悪
な
大
人
向
け
の
絵
画
の
大
量
生
産
に
従
事
し
た
が
、
や
が
て
そ
の
俗
悪
な
流
派
か
ら
脱
皮
し
て
自
己
の
画
境
を
確
立
し
た
こ
と
に
よ
り
、
北
斎
を
日
本
の
美
術
史
、
浮
世
絵
史
を
超
脱
し
た
存
在
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
美
術
史
に
お
い
て
捉
え
直
し
、
日
本
の
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
、
カ
ロ
、
ド
ー
ミ
エ
と
し
て
位
置
付
け
、
ま
た
当
時
の
ガ
バ
ル
ニ
は
じ
め
ル
・
ナ
ン
、
ル
・
ブ
ラ
ン
、
ミ
ニ
ャ
ー
ル
ら
に
通
じ
る
存
在
と
し
て
も
評
価
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。こ
こ
で
、ゴ
ン
ス
が
北
斎
に
準
え
る
べ
き
と
し
て
あ
げ
る
欧
州
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
実
に
計
七
名
に
上
る
。
そ
れ
だ
け
北
斎
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
美
術
史
の
中
に
位
置
付
け
よ
う
と
す
る
意
欲
の
表
れ
以
外
で
は
な
か
ろ
う
。
そ
の
う
ち
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
、
カ
ロ
、
ド
ー
ミ
エ
な
ど
の
名
は
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
『
北
斎
』
に
も
見
え
て
お
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
美
術
史
家
の
間
で
は
、
彼
等
と
北
斎
と
の
近
似
性
は
一
般
的
な
受
け
止
め
方
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
と
く
に
ド
ー
ミ
エ
は
、
職
人
の
父
の
元
に
育
ち
、
パ
リ
で
貧
困
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
な
が
ら
、
都
会
の
底
辺
で
生
き
る
人
々
の
日
常
生
活
の
様
相
に
目
を
向
け
、
そ
れ
を
写
実
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
修
行
を
積
み
、
や
が
て
新
聞
紙
上
に
社
会
風
刺
版
画
家
と
し
て
の
活
躍
の
場
を
獲
得
し
、
自
己
を
確
立
さ
せ
て
い
っ
た
。
ゴ
ン
ス
ら
は
、
画
風
と
と
も
に
、
そ
の
生
涯
に
も
着
目
し
、
そ
う
し
た
境
遇
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
資
質
を
通
じ
て
作
品
評
価
を
試
み
る
と
い
う
観
点
か
ら
北
斎
と
の
共
通
点
を
見
出
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。『
北
斎
』
に
は
、『
北
斎
漫
画
』
第
八
編
の
「
狂
画
葛
飾
振
」
の
、
肥
痩
の
男
女
を
描
い
た
、
滑
稽
な
描
図
に
つ
い
て
、 
ま
た
、「
で
ぶ
」
の
頁
を
め
く
る
と
、
あ
な
た
方
は
、
肋
骨
が
現
れ
た
上
半
身
、
脊
椎
の
柱
の
節
が
数
え
ら
れ
る
背
中
、
や
せ
細
っ
た
首
、
ひ
ょ
ろ
ひ
ょ
ろ
の
腕
、
肺
結
核
に
か
か
っ
た
足
、
こ
っ
け
い
な
ア
ナ
ト
ミ
ー
を
目
の
当
た
り
に
し
、
あ
な
た
方
に
同
時
に
不
気
味
か
つ
ド
ー
ミ
エ
の
「
水
泳
学
校
の
喜
劇
」（com
ique de ecole natation
）
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。 
と
あ
り
、
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ド
ー
ミ
エ
が
描
い
た
水
泳
学
校
の
喜
劇
と
の
間
に
共
通
す
る
写
実
的
な
滑
稽
さ
を
見
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
お
そ
ら
く
、
北
斎
を
日
本
の
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
や
ド
ー
ミ
エ
に
準
え
る
見
方
は
、
ゴ
ン
ス
、
ビ
ュ
ル
テ
イ
、
デ
ュ
レ
な
ど
と
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
間
に
差
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
、
も
し
両
者
の
間
に
影
響
関
係
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
が
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
の
先
輩
で
あ
る
ゴ
ン
ス
ら
か
ら
影
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響
を
受
け
た
と
考
え
る
の
が
順
当
で
あ
ろ
う
。 
た
だ
、
ゴ
ン
ス
が
ド
ー
ミ
エ
と
と
も
挙
げ
る
ガ
バ
ル
ニ
の
場
合
は
、
ど
う
で
あ
ろ
う
。
ガ
バ
ル
ニ
の
名
は
『
北
斎
』
に
も
見
え
る
が
、
ガ
バ
ル
ニ
と
北
斎
の
間
に
は
、
ド
ー
ミ
エ
な
ど
と
異
な
り
、
境
遇
上
の
親
和
性
は
認
め
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
ガ
バ
ル
ニ
は
ゴ
ン
ク
ー
ル
と
同
じ
中
産
階
級
の
出
身
で
、
親
交
も
あ
っ
た
。
ゴ
ン
ク
ー
ル
が
あ
く
ま
で
北
斎
に
ガ
バ
ル
ニ
ら
の
フ
ラ
ン
ス
の
デ
ッ
サ
ン
画
家
と
共
通
す
る
資
質
を
見
よ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
ゴ
ン
ス
が
、
ガ
バ
ル
ニ
の
名
を
持
ち
出
す
の
は
、
い
か
に
も
唐
突
な
印
象
を
拭
え
な
い
。 
 
【
フ
ォ
シ
ロ
ン
の
回
想
】 
こ
の
北
斎
を
ガ
バ
ル
ニ
に
準
え
る
と
い
う
評
価
は
、
西
洋
や
日
本
の
美
術
批
評
界
に
お
い
て
も
、
や
や
違
和
感
を
も
っ
て
受
け
止
め
ら
れ
た
よ
う
で
、
た
と
え
ば
ア
ン
リ
・
フ
ォ
シ
ロ
ン
の
『
北
斎
』
は
、
次
の
よ
う
に
要
約
す
る
。
 
（
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そ
う
し
て
い
る
間
に
専
門
家
は
、
北
斎
が
同
国
人
に
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
。
学
問
的
な
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
頁
を
割
い
て
ゴ
ン
ス
に
よ
っ
て
捧
げ
ら
れ
た
、そ
の
偉
大
な
作
品
中
の
画
家
の
生
涯
に
対
し
て
厳
し
い
非
難
を
加
え
た
こ
と
を
知
っ
た
、
ア
メ
リ
カ
の
画
家
ジ
ョ
ン
・
ラ
フ
ァ
ー
ジ
は
、
魅
力
的
で
正
確
な
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
を
執
筆
し
た
ゴ
ン
ク
ー
ル
老
人
に
ふ
た
た
び
手
紙
を
送
っ
た
。
そ
の
会
話
は
、
か
つ
て
と
も
に
〞
祖
国
の
理
想
主
義
の
画
家
た
ち
〟
ま
た
北
斎
を
取
り
囲
む
同
時
代
人
が
、
〞
彼
が
い
た
ず
ら
っ
こ
を
楽
し
ま
せ
る
〟
低
級
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
、
〞
日
の
昇
る
帝
国
〟
の
趣
味
の
ま
じ
め
な
人
間
の
鑑
賞
に
値
し
な
い
と
考
え
た
軽
蔑
（m
epris
）
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
参
考
資
料
に
富
ん
だ
論
文
の
中
で
、
レ
ボ
ン
（R
évon
）
氏
は
、
結
論
と
し
て
教
養
あ
る
日
本
人
も
、
ま
た
た
と
え
ば
私
た
ち
の
北
斎
に
対
す
る
崇
拝
が
、
フ
ラ
ン
ス
美
術
の
頂
点
に
位
置
す
る
ガ
バ
ル
ニ
に
注
ぐ
の
と
同
等
に
見
え
る
こ
と
に
驚
い
た
こ
と
い
う
こ
と
を
躊
躇
し
て
い
な
い
。
同
時
期
に
、
人
は
、
不
適
切
に
日
本
の
プ
リ
ミ
テ
ィ
フ
と
呼
 － 252 －
ぶ
巨
匠
た
ち
の
、
よ
り
顕
著
で
よ
り
明
白
な
美
的
な
魅
力
を
知
り
始
め
る
。
ま
た
人
は
、
北
斎
の
人
気
に
つ
い
て
、
現
象
論
的
な
（phénom
éniste
）、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
い
る
こ
と
を
、
ま
た
そ
れ
ゆ
え
に
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
方
が
）
そ
の
天
才
の
中
の
俗
悪
に
近
付
き
や
す
い
と
説
明
す
る
。 
フ
ォ
シ
ロ
ン
の
引
用
中
、「
レ
ボ
ン
（R
évon
）
氏
は
、
結
論
と
し
て
教
養
あ
る
日
本
人
も
、ま
た
た
と
え
ば
私
た
ち
の
北
斎
に
対
す
る
崇
拝
が
、
フ
ラ
ン
ス
美
術
の
頂
点
に
位
置
す
る
ガ
バ
ル
ニ
に
注
ぐ
の
と
同
等
に
見
え
る
こ
と
に
驚
い
た
こ
と
い
う
こ
と
を
躊
躇
し
て
い
な
い
。」と
あ
る
が
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
に
よ
っ
て
、
一
八
七
三
年
に
出
さ
れ
た
『
ガ
バ
ル
ニ
』
（G
avarni, l'hom
m
e et l'œ
vre
）
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
十
九
世
紀
の
デ
ッ
サ
ン
画
家
、
版
画
家
ポ
ー
ル
・
ガ
バ
ル
ニ
（Poul G
avarni 1804-66
）
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
で
あ
る
。
ゴ
ン
ク
ー
ル
兄
弟
の
共
作
で
、
兄
弟
が
、
こ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
日
頃
か
ら
敬
愛
の
念
を
持
ち
つ
つ
親
し
く
接
し
て
い
た
さ
ま
は
、『
日
記
』
に
も
詳
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
ゴ
ン
ク
ー
ル
が
、
『
北
斎
』
刊
行
後
、
林
忠
正
に
、
そ
の
献
身
的
な
協
力
へ
の
謝
意
を
表
す
た
め
に
、
愛
蔵
の
ガ
バ
ル
ニ
の
デ
ッ
サ
ン
一
枚
を
贈
り
届
け
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
た
逸
話
で
あ
る
。
後
掲
の
『
日
記
』
一
八
八
〇
年
四
月
 
 
ガバルニ－画（石版）ゴンクール兄弟『十八世紀のフランスの画家たち』より転載 
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三
日
の
引
用
に
よ
れ
ば
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
西
洋
か
ら
東
洋
へ
の
視
点
の
変
移
の
き
っ
か
け
を
な
し
た
の
は
、
ガ
バ
ル
ニ
の
デ
ッ
サ
ン
で
あ
り
、『
あ
る
芸
術
家
の
家
』
に
記
さ
れ
た
後
述
の
北
斎
の
ア
ル
バ
ム
で
あ
る
。
ゴ
ン
ス
が
北
斎
を
ガ
バ
ル
ニ
に
準
え
た
の
は
、
ド
ー
ミ
エ
と
の
場
合
と
は
異
な
り
、ゴ
ン
ク
ー
ル
の
ガ
バ
ル
ニ
評
価
が
ゴ
ン
ス
ら
に
取
り
込
ま
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
。ち
な
み
に
ゴ
ン
ク
ー
ル
は
ビ
ュ
ル
テ
ィ
ら
と
自
邸
（
グ
ル
ニ
エ
）
や
古
物
商
、
出
版
者
な
ど
の
夕
食
会
で
、
頻
繁
に
顔
を
合
わ
せ
、
日
本
美
術
に
つ
い
て
熱
心
に
意
見
を
交
わ
し
た
仲
で
あ
る
。 
 
さ
て
、
フ
ォ
シ
ロ
ン
は
、
北
斎
が
日
本
で
正
当
な
評
価
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
北
斎
は
、
洋
の
東
西
を
超
え
た
地
球
的
規
模
に
お
け
る
真
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
画
家
と
し
て
当
然
、
受
け
て
し
か
る
べ
き
名
誉
を
、「
俗
悪
な
（vulgaire
）
生
活
」
の
表
現
に
身
を
捧
げ
た
が
ゆ
え
に
、
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
し
た
の
で
あ
る
。
ゴ
ン
ク
ー
ル
が
、
先
の
引
用
中
に
日
本
に
お
け
る
北
斎
の
低
評
価
の
例
と
し
て
掲
げ
て
い
た‟L
e dictionnare des hom
m
es illustres du Japon„
は
、
お
そ
ら
く
古
筆
了
仲
編
の
日
本
画
家
辞
典
『
扶
桑
画
人
伝
』、
も
し
く
は
朝
岡
興
禎
編
『
古
画
備
考
』
を
念
頭
に
い
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
前
者
は
明
治
十
七
年
版
、
同
二
十
一
年
版
が
あ
り
、
後
者
は
明
治
三
十
六
年
か
ら
三
十
八
年
に
か
け
て
初
刊
さ
れ
、
い
ず
れ
も
『
葛
飾
北
斎
伝
』
に
、
引
用
書
と
し
て
上
げ
ら
れ
る
が
、
と
も
に
、
日
本
の
絵
師
に
つ
い
て
の
代
表
的
辞
典
で
あ
り
な
が
ら
、
い
ず
れ
も
江
戸
時
代
の
絵
師
と
し
て
は
雪
舟
派
（
雲
谷
派
）、
土
佐
、
狩
野
派
、
あ
る
い
は
南
画
、
円
山
四
条
派
な
ど
漢
画
系
の
本
画
師
に
比
重
を
置
い
た
も
の
で
、
浮
世
絵
師
は
、
ま
っ
と
う
な
扱
い
を
受
け
て
い
な
い
。 
【
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
批
判
】 
 
さ
て
フ
ォ
シ
ロ
ン
が
指
摘
す
る
ご
と
く
、
米
国
の
東
洋
美
術
史
家
の
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
頁
を
割
い
て
ゴ
ン
ス
に
よ
っ
て
捧
げ
ら
れ
た
そ
の
偉
大
な
画
家
の
作
品
批
評
に
対
し
て
厳
し
く
非
難
を
加
え
た
こ
と
は
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
で
沸
き
返
っ
て
い
た
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
の
美
術
批
 － 254 －
評
界
に
大
き
な
波
紋
を
拡
げ
た
一
大
事
件
で
あ
っ
た
。
ア
ー
ネ
ス
ト
・
フ
ェ
ノ
ロ
サ
（E
rnest F
enollosa, 1853-1908
）
に
つ
い
て
は
、
日
本
古
典
美
術
史
の
再
評
価
、
及
び
日
本
美
術
行
政
に
お
け
る
功
労
者
と
し
て
今
さ
ら
贅
言
を
要
す
ま
い
。
そ
の
フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
、
一
八
八
四
年
七
月
一
二
日
のJapan w
eekly M
ail
に
、
前
年
の
一
八
八
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
ル
イ
・
ゴ
ン
ス
が
著
し
たL
'art Japonais
の
「
絵
画
（Painting
）」
の
章
の
、
巨
勢
金
岡
か
ら
広
重
に
い
た
る
叙
述
全
体
に
渉
っ
て
、
識
見
の
限
り
を
尽
く
し
て
執
拗
に
批
判
を
加
え
た
「R
eview
 of the C
hapter on Painting in G
onse's ‟L
΄art Japonais„
」
を
発
表
す
る
。
北
斎
に
対
す
る
評
価
の
偏
重
に
業
を
煮
や
し
た
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
、
ゴ
ン
ス
に
所
説
の
是
正
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
今
、
そ
の
印
象
的
な
一
節
の
訳
出
を
試
み
て
み
た
い
。
 
（
34
）
 
我
等
が
著
者
は
、
北
斎
の
影
響
が
、
装
飾
美
術
の
連
続
す
る
全
体
に
最
高
の
完
璧
さ
を
運
ん
だ
と
仮
定
す
る
他
人
の
誤
り
を
是
認
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
や
ジ
ャ
ル
ベ
ス（Javrves
）に
よ
っ
て
さ
ん
ざ
ん
語
ら
れ
て
き
た
職
人
的
な
芸
術
家（artisan 
artist
）
は
、
ま
こ
と
に
興
味
深
い
社
会
学
的
な
現
象
で
あ
る
。
し
か
し
、
私
た
ち
は
、
彫
刻
や
装
飾
の
技
巧
的
な
特
徴
が
、
全
体
と
し
て
北
斎
の
デ
ッ
サ
ン
に
お
け
る
基
礎
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
よ
く
な
っ
た
と
は
認
め
な
い
。
む
し
ろ
、
私
た
ち
に
は
、
後
者
の
、
支
配
的
な
俗
悪
さ
（vulgarity
）
が
、
前
者
の
ト
ー
ン
を
決
定
的
に
下
げ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
私
た
ち
は
、
実
際
に
見
る
限
り
、
す
べ
て
の
日
本
の
批
評
家
の
意
見
に
従
っ
て
、
北
斎
の
絵
画
が
俗
悪
な
の
は
、
俗
悪
な
主
題
を
扱
っ
て
い
る
か
ら
で
も
な
く
、
身
分
が
低
い
か
ら
で
も
な
く
、
そ
れ
は
手
法
が
俗
悪
だ
か
ら
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
常
に
そ
の
着
想
が
俗
悪
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
と
い
う
真
相
を
強
調
し
す
ぎ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
私
た
ち
は
、
彼
が
、
そ
の
版
本
は
、
技
術
的
な
ス
キ
ル
が
非
凡
で
あ
り
、
彼
の
主
題
の
範
囲
が
、
他
の
日
本
人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
誰
よ
り
も
幅
広
く
、
そ
し
て
最
後
に
、
ゴ
ン
ス
が
い
う
ご
と
く
、
彼
の
美
術
が
よ
り
人
間
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
彼
が
偉
大
な
創
造
性
と
活
力
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
認
め
て
い
る
。
彼
は
、
フ
ェ
イ
デ
ィ
ア
ス
（F
hidias
）
が
神
々
の
世
界
の
そ
れ
を
奮
い
立
た
せ
た
よ
う
に
、
自
然
に
ま
た
十
分
に
下
層
生
活
の
あ
り
ふ
れ
た
環
境
の
中
で
呼
吸
し
て
い
た
、
し
か
し
、
絵
画
（painting
）
は
ま
っ
た
く
よ
く
な
い
、
も
し
く
は
単
に
強
烈
な
絵
画
に
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す
ぎ
な
い
、
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
、
一
般
の
人
々
の
行
為
を
扱
っ
た
り
、
た
と
え
面
白
く
巧
み
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
低
俗
な
心
に
と
っ
て
興
味
深
い
ポ
イ
ン
ト
を
ま
ね
た
り
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ミ
レ
ー
（M
illet
）
の
場
合
の
よ
う
に
、
パ
ト
ス
に
達
し
た
と
き
に
は
、
風
俗
（G
enre
）
は
偉
大
で
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
の
古
典
時
代
の
最
も
偉
大
な
作
品
も
、
か
れ
の
農
民
の
描
写
を
、
そ
の
高
貴
性
、
精
神
性
、
深
遠
さ
に
お
い
て
超
え
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
ミ
レ
ー
は
、
類
稀
な
高
尚
性
を
有
し
て
い
る
。
北
斎
は
、
対
照
的
に
下
卑
た
（carse
）
穀
物
で
あ
る
が
、
最
上
の
風
刺
家
に
な
っ
た
。
ど
ち
ら
も
、
私
た
ち
は
主
題
の
範
囲
そ
れ
自
体
が
彼
を
高
品
質
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
賞
賛
す
る
こ
と
を
強
い
る
こ
と
は
な
い
。 
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
批
評
の
論
点
は
、
基
本
的
に
北
斎
の
「
俗
悪
（vulgarity
）」
に
焦
点
を
充
て
た
も
の
で
あ
る
が
、
彼
の
論
旨
は
俗
悪
性
そ
れ
自
体
を
評
価
の
基
準
に
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
一
貫
し
て
お
り
、
低
い
階
層
の
人
々
の
描
写
に
没
頭
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
表
現
の
多
様
性
、
独
自
性
、
ユ
ー
モ
ア
な
ど
を
獲
得
し
た
と
す
る
ゴ
ン
ス
と
は
相
容
れ
な
い
。
ま
た
、
北
斎
は
、「
俗
悪
な
生
活
」
の
表
現
に
身
を
捧
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら
を
確
立
さ
せ
た
と
し
、「
俗
悪
な
生
活
」
の
表
現
を
肯
定
的
に
捉
え
る
ゴ
ン
ク
ー
ル
と
も
共
感
す
る
も
の
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
当
時
の
よ
り
下
層
社
会
の
様
相
、
現
象
の
表
現
を
よ
り
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
評
価
し
よ
う
と
す
る
か
、
評
価
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
で
あ
る
か
と
い
う
の
が
、
分
か
れ
目
と
い
う
こ
と
か
。
そ
の
点
で
は
、
ゴ
ン
ス
、
デ
ュ
レ
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
は
、
積
極
派
で
あ
る
が
、
そ
の
根
底
に
は
、「
浮
世
絵
」
と
は
、
本
来
、「
日
常
の
生
活
、
そ
れ
ら
は
画
家
の
目
を
通
じ
て
綿
密
に
提
供
さ
れ
る
生
活
」
と
翻
訳
さ
れ
る
べ
き
語
で
あ
る
と
す
る
確
信
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
支
え
た
の
は
、
美
術
史
家
と
し
て
よ
り
も
、
自
然
主
義
の
文
学
者
と
し
て
の
譲
れ
な
い
一
線
で
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
一
方
の
フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
ミ
レ
ー
の
農
民
の
絵
に
触
れ
た
く
だ
り
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
高
尚
さ
、
深
遠
さ
、
精
神
性
な
ど
の
美
学
的
な
観
点
を
重
視
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ミ
レ
ー
の
高
尚
性
に
く
ら
べ
れ
ば
、
北
斎
の
絵
は
低
俗
な
心
に
媚
び
た
も
の
で
あ
り
、「
下
卑
た
穀
物
」
で
あ
る
と
い
う
。 
俗
悪
性
と
い
う
こ
と
で
い
え
ば
、
ゴ
ン
ス
ら
は
、
そ
れ
を
反
転
さ
せ
て
、
日
常
生
活
の
中
に
見
ら
れ
る
現
象
と
し
て
捉
え
、
そ
れ
を
あ
 － 256 －
り
の
ま
ま
に
描
出
し
よ
う
と
し
た
浮
世
絵
を
積
極
的
に
支
持
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
、
右
の
引
用
で
も
、
版
本
に
お
け
る
技
術
的
な
非
凡
さ
や
主
題
の
広
汎
性
に
つ
い
て
は
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
も
っ
と
重
要
な
こ
と
は
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
い
う
「
絵
画
」
（painting
）
は
、
油
彩
、
水
彩
画
な
ど
の
肉
筆
彩
色
画
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
版
画
の
下
絵
と
し
て
の
デ
ッ
サ
ン
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
ふ
し
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
明
治
三
十
三
年
、『
葛
飾
北
斎
伝
』
の
板
元
小
林
文
七
が
主
催
し
た
北
斎
の
肉
筆
展
の
目
録
の
解
説
を
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
執
筆
し
た
こ
と
な
ど
も
勘
案
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
私
た
ち
は
、
実
際
に
見
る
限
り
、
す
べ
て
の
日
本
の
批
評
家
の
意
見
に
従
っ
て
、
北
斎
の
絵
画
が
俗
悪
な
の
は
、
俗
悪
な
主
題
を
扱
っ
て
い
る
か
ら
で
も
な
く
、
身
分
が
低
い
か
ら
で
も
な
く
、
そ
れ
は
手
法
が
俗
悪
だ
か
ら
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
常
に
そ
の
着
想
が
俗
悪
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
と
い
う
真
相
を
強
調
し
す
ぎ
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
し
て
い
る
。
や
や
持
っ
て
回
っ
た
言
い
方
で
わ
か
り
に
く
い
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
北
斎
の
俗
悪
さ
の
由
来
に
つ
い
て
、
日
本
人
の
批
評
家
が
い
う
よ
う
に
、
主
題
や
身
分
に
よ
る
と
す
る
考
え
方
に
は
必
ず
し
も
賛
同
で
き
な
い
と
し
、
そ
の
手
法
や
着
想
の
低
俗
さ
に
起
因
す
る
と
す
る
が
、
こ
の
「
日
本
の
批
評
家
」
と
い
う
の
は
ど
ん
な
人
た
ち
を
い
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。「
日
本
の
批
評
家
」
は
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
が
「
同
国
の
理
想
主
義
の
画
家
（iéalist
）」
と
い
い
、
フ
ォ
シ
ロ
ン
が
「
祖
国
の
理
想
主
義
の
画
家
た
ち
」
と
表
現
し
た
の
と
同
じ
人
々
を
さ
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
彼
等
が
ど
ん
名
人
物
を
さ
し
て
い
る
か
の
推
断
は
、
し
ば
ら
く
措
き
、
そ
の
前
に
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
は
、 
…
ア
メ
リ
カ
の
画
家
ラ
フ
ァ
ー
ジ
が
、
昔
、
同
国
の
理
想
主
義
の
画
家
（idéalist
）
た
ち
と
と
も
に
日
本
で
最
終
日
ま
で
続
け
ら
れ
た
会
話
の
結
果
、
私
た
ち
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
、
も
ち
ろ
ん
第
一
線
（
２
）(
ビ
ュ
ル
テ
ィ
ー
（B
urty
）
と
デ
ュ
レ
の
論
文
を
参
照
の
こ
と)
フ
ラ
ン
ス
人
が
、
半
世
紀
前
に
亡
く
な
っ
た
、
偉
大
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
あ
る
北
斎
の
祖
国
を
明
ら
か
に
し
た
と
い
い
続
け
た
、 
と
い
い
、
フ
ォ
シ
ロ
ン
も
、 
…
ア
メ
リ
カ
の
画
家
ジ
ョ
ン
・
ラ
フ
ァ
ー
ジ
は
、
魅
力
的
で
正
確
な
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
を
執
筆
し
た
ゴ
ン
ク
ー
ル
老
人
に
ふ
た
た
び
手
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紙
を
送
っ
た
。
そ
の
会
話
は
、
か
つ
て
と
も
に
〞
祖
国
の
理
想
主
義
の
画
家
た
ち
〟
ま
た
北
斎
を
取
り
囲
む
同
時
代
人
が
、
〞
彼
を
い
た
ず
ら
っ
こ
を
楽
し
ま
せ
る
〟
低
級
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
、
〞
日
の
昇
る
帝
国
〟
の
趣
味
の
ま
じ
め
な
人
間
の
鑑
賞
に
値
し
な
い
と
考
え
た
軽
蔑
（m
epris
）
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。 
と
い
い
、
い
ず
れ
も
、
ラ
・
フ
ァ
ー
ジ
と
の
関
わ
り
で
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
に
ま
ず
注
意
を
向
け
た
い
。 
 
【
ラ
フ
ァ
ー
ジ
の
悩
み
】 
そ
こ
で
米
国
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
同
国
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
の
先
達
者
で
あ
る
ラ
フ
ァ
ー
ジ
（John L
a F
arge 1835-1910
）
の
北
斎
観
に
も
触
れ
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
フ
ラ
ン
ス
移
民
の
子
と
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
生
ま
れ
育
っ
た
彼
は
一
八
五
六
年
、
渡
仏
し
、
翌
年
帰
国
し
、
画
家
と
し
て
活
動
を
始
め
る
が
、
特
に
ア
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
ラ
フ
ト
活
動
の
一
環
と
し
て
壁
画
の
制
作
に
意
を
注
い
だ
。
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ベ
ン
フ
ィ
ー
著
、
大
橋
悦
子
訳
『
グ
レ
イ
ト
・
ウ
ェ
イ
ヴ
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
 
（
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ジ
ョ
ン
・
ラ
フ
ァ
ー
ジ
は
、
日
本
の
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ィ
ア
と
手
法
を
ア
メ
リ
カ
の
美
術
に
取
り
入
れ
た
点
で
、
最
も
重
要
な
画
家
で
あ
り
続
け
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
印
象
派
と
そ
の
関
係
者
た
ち
が
デ
ザ
イ
ン
や
主
題
に
新
風
を
吹
き
込
む
た
め
、
日
本
の
版
画
を
収
集
し
始
め
る
以
前
に
、
ラ
フ
ァ
ー
ジ
は
パ
リ
で
そ
れ
ら
を
集
め
て
い
た
。
彼
は
北
斎
の
明
晰
な
自
然
主
義
的
視
点
に
魅
了
さ
れ
一
八
六
九
年
に
は
、
友
人
の
地
質
学
者
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
パ
ン
ベ
リ
ー
の
世
界
旅
行
記
に
日
本
美
術
に
関
す
る
先
進
的
な
エ
ッ
セ
ー
を
寄
稿
し
、
北
斎
を
絶
賛
し
た
。 
ラ
フ
ァ
ー
ジ
が
浮
世
絵
の
蒐
集
を
始
め
た
の
は
、
一
八
六
一
年
、
パ
ン
ベ
リ
ー
が
所
持
し
て
い
た
浮
世
絵
の
な
か
に
北
斎
を
見
出
し
た
の
が
き
っ
か
け
と
見
る
向
き
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
相
応
に
早
い
時
期
に
、
北
斎
と
出
会
っ
て
い
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
く
、
そ
れ
も
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
の
草
創
期
に
、
パ
リ
に
乗
り
込
ん
で
絵
を
修
業
し
た
経
験
が
原
因
で
あ
る
こ
と
も
容
易
に
想
像
で
き
る
。
ラ
フ
ァ
ー
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ジ
は
、
さ
ら
に
一
八
八
六
年
、
来
日
し
、
三
ヶ
月
ほ
ど
滞
在
し
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
ス
タ
ー
ジ
ス
・
ビ
ゲ
ロ
ウ
、
岡
倉
天
心
ら
の
知
遇
を
得
る
。
ラ
フ
ァ
ー
ジ
が
、「
理
想
主
義
の
画
家
た
ち
」
と
浮
世
絵
の
日
本
に
お
け
る
低
評
価
に
つ
い
て
議
論
し
た
と
い
う
の
は
、
こ
の
時
期
を
措
い
て
他
に
は
考
え
に
く
い
。
か
つ
、
理
想
主
義
の
画
家
た
ち
と
は
、
明
治
初
期
の
美
術
評
論
家
岡
倉
天
心
（1862-1913
）、
お
よ
び
そ
の
教
え
子
た
ち
と
思
わ
れ
る
。
天
心
は
、
東
京
大
学
で
フ
ェ
ノ
ロ
サ
に
師
事
、
卒
業
後
、
文
部
省
に
入
り
、
近
代
美
術
の
教
育
行
政
に
力
を
注
ぎ
、
東
京
美
術
学
校
創
設
に
当
た
り
。
そ
の
校
長
と
な
っ
た
。
辞
職
後
、
門
人
の
横
山
大
観
、
下
村
観
山
ら
と
と
も
に
日
本
美
術
院
を
設
立
、
東
洋
の
理
想
主
義
に
基
く
日
本
美
術
論
を
主
張
し
、
１
９
０
３
年
、『
東
洋
の
理
想
（The ideals of the East-with special 
reference to the art of Japan
）』
を
ロ
ン
ド
ン
の
ジ
ョ
ン
・
マ
レ
ー
社
か
ら
出
版
す
る
。
同
書
の
「
後
期
徳
川
時
代
」
の
日
本
美
術
に
つ
い
て
論
じ
た
く
だ
り
で
、
北
斎
ら
の
絵
に
触
れ
な
が
ら
、「
浮
世
絵
は
、
色
彩
と
描
画
に
お
い
て
は
熟
練
の
域
に
達
し
た
が
、
日
本
芸
術
の
基
礎
で
あ
る
理
想
性
を
欠
い
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
浮
世
絵
に
ス
ピ
リ
テ
ュ
ア
ル
な
価
値
を
求
め
よ
う
と
す
る
あ
た
り
、
そ
の
浮
世
絵
観
に
は
、
師
の
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
影
が
透
け
て
見
え
る
。
日
本
で
そ
の
よ
う
な
浮
世
絵
師
に
対
す
る
軽
蔑
を
耳
に
し
た
ラ
フ
ァ
ー
ジ
は
、
か
つ
て
パ
リ
で
北
斎
と
の
出
会
い
を
経
験
し
て
い
る
だ
け
に
胸
を
痛
め
た
に
違
い
な
い
。
そ
の
後
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
、
ゴ
ン
ス
の
北
斎
評
価
に
烈
し
い
批
判
を
加
え
た
こ
と
を
知
り
、
双
方
と
つ
な
が
り
の
あ
る
ラ
フ
ァ
ー
ジ
は
、
深
い
悩
み
を
抱
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
彼
は
ゴ
ン
ク
ー
ル
に
手
紙
を
送
り
、
意
見
を
求
め
た
と
い
う
。
そ
こ
で
、『
北
斎
』
冒
頭
の
文
章
に
援
用
さ
れ
、
ラ
フ
ァ
ー
ジ
の
証
言
と
し
て
強
調
さ
れ
た
の
は
、北
斎
を
は
じ
め
に
評
価
し
た
の
が
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
そ
れ
も
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。 
 
さ
て
、
ラ
フ
ァ
ー
ジ
自
身
の
北
斎
評
価
を
窺
う
資
料
と
し
て
一
八
九
六
年
三
月
に
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
・
ク
ラ
ブ
で
行
わ
れ
た
講
演
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
 
（
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中
国
の
話
の
、
お
そ
ら
く
、
ま
さ
に
水
滸
伝
の
、
こ
れ
ら
の
本
の
ひ
と
つ
の
た
め
の
描
図
（draw
ing
）
が
、
そ
の
壁
に
掛
け
ら
れ
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 － 259 －
て
い
る
。
見
た
と
こ
ろ
で
は
、
そ
の
描
図
は
、
注
意
深
く
彫
工
の
た
め
に
決
定
し
て
い
る
。
私
は
、
そ
れ
が
彫
刻
す
る
義
務
を
負
う
て
い
る
こ
と
、
囚
人
と
闘
っ
た
女
傑
が
著
名
な
ア
マ
ゾ
ン
一
丈
青
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
そ
れ
が
彼
女
を
助
け
た
夫
王
英
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
と
信
じ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
、
強
調
、
構
図
、
飾
り
立
て
、
同
様
に
戦
闘
の
絵
で
あ
る
が
、
北
斎
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
顔
に
人
物
描
写
に
よ
る
表
情
を
与
え
て
い
る
。
ま
た
私
は
、
女
性
の
場
合
に
は
、
彼
は
、
も
し
発
明
で
な
け
れ
ば
、
力
強
さ
の
た
い
そ
う
高
貴
で
、
ま
た
同
時
に
女
性
ら
し
さ
の
タ
イ
プ
を
実
現
し
た
。
い
か
に
、
戦
争
や
戦
闘
の
描
図
の
多
く
が
崇
拝
す
べ
き
で
あ
っ
て
も
、ま
た
い
か
に
そ
れ
ら
が
、終
わ
り
の
な
い
多
様
性
や
大
胆
さ
に
お
け
る
職
業
的
な
男
に
対
し
て
驚
く
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
も
、
私
は
そ
れ
ら
に
飽
き
て
し
ま
う
瞬
間
が
あ
る
。
ち
が
う
瞬
間
に
は
、
私
は
彼
が
彼
自
身
が
見
た
に
違
い
な
い
も
の
を
何
も
見
な
か
っ
た
。
私
は
、
私
た
ち
の
著
名
な
エ
ク
ス
パ
ー
ト
で
あ
る
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
私
に
、「
北
斎
は
彼
の
社
会
的
な
地
位
と
一
般
的
な
傾
向
（tendency
）
を
背
負
っ
て
い
る
、
ま
た
、
私
が
以
前
、
触
れ
た
、
時
期
的
な
運
命
は
、
彼
に
戦
闘
場
面
に
お
け
る
高
い
価
値
の
規
範
を
与
え
た
か
も
し
れ
な
い
美
術
の
多
く
の
仕
事
を
見
る
機
会
を
遮
断
し
た
」
と
説
明
し
た
の
は
ま
っ
た
く
正
し
い
に
違
い
な
い
。 
右
は
、『
水
滸
伝
』
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
一
丈
青
と
夫
王
英
を
描
い
た
、
北
斎
の
デ
ッ
サ
ン
の
掛
け
物
を
壁
に
掛
け
、
そ
れ
を
用
い
て
北
斎
の
絵
に
つ
い
て
話
を
し
た
際
の
記
録
で
あ
ろ
う
。
北
斎
に
は
、
文
化
二
年
初
編
初
帙
刊
の
読
本
『
新
編
水
滸
画
伝
』、
文
政
十
二
年
一
月
刊
『
忠
義
水
滸
伝
画
本
』
と
い
っ
た
水
滸
伝
物
の
画
作
が
あ
り
、
そ
の
描
図
の
巧
み
さ
は
、
本
場
中
国
の
人
々
を
驚
か
せ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
い
う
。
右
の
描
図
は
、『
忠
義
水
滸
伝
画
本
』
な
ど
の
登
場
人
物
を
描
い
た
口
絵
な
ど
の
稿
本
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
ラ
フ
ァ
ー
ジ
は
、
北
斎
の
デ
ッ
サ
ン
が
後
に
彫
刻
に
付
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
に
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
北
斎
の
デ
ッ
サ
ン
は
、
そ
れ
自
体
で
完
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
江
戸
の
木
版
画
の
常
と
し
て
、
下
絵
の
デ
ッ
サ
ン
を
描
く
画
工
、
彫
刻
の
彫
工
、
色
付
け
、
摺
刷
の
摺
工
と
い
う
職
人
の
分
担
、
協
力
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
完
成
さ
れ
る
グ
ラ
ビ
ア
・
ア
ー
ト
制
作
の
一
過
程
な
の
で
あ
 － 260 －
り
、
北
斎
も
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
引
用
に
見
え
て
い
る
職
人
画
家
（artisan artist
）
と
い
う
存
在
に
す
ぎ
な
い
。
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
ラ
フ
ァ
ー
ジ
は
、
北
斎
の
デ
ッ
サ
ン
と
向
き
合
う
と
そ
の
驚
く
べ
き
大
胆
さ
や
多
様
性
に
相
反
し
て
、
満
た
さ
れ
な
い
も
の
を
感
じ
る
と
し
て
、
作
品
と
し
て
の
限
界
を
指
摘
す
る
。
そ
の
所
説
の
是
非
は
と
も
か
く
、
結
局
、
彼
が
北
斎
を
評
価
す
る
に
当
た
っ
て
拠
り
所
と
し
た
の
は
「
私
た
ち
の
著
名
な
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」
で
あ
る
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
下
し
た
判
断
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
に
言
わ
れ
た
「
北
斎
は
彼
の
社
会
的
地
位
と
一
般
的
傾
向
」
が
そ
の
才
能
の
発
現
を
疎
外
し
た
と
い
う
理
屈
よ
り
も
、
そ
の
作
品
が
油
彩
な
ど
の
絵
画
で
は
な
く
、
版
画
の
下
絵
で
し
か
な
い
と
い
う
見
方
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 
 
ゴ
ン
ス
と
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
対
立
を
目
の
当
た
り
に
し
た
ラ
フ
ァ
ー
ジ
は
、
両
方
の
立
場
に
理
解
を
示
し
つ
つ
、
つ
い
に
フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
い
う
権
威
に
屈
し
た
ご
と
く
で
あ
る
。そ
れ
に
対
し
て
ゴ
ン
ク
ー
ル
は
、む
し
ろ
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
発
想
を
逆
転
さ
せ
、
画
工（artisan artist
）
と
し
て
の
デ
ッ
サ
ン
を
最
大
限
評
価
す
る
と
い
う
立
場
に
立
っ
た
こ
と
は
、
先
掲
の
『
北
斎
』
の
冒
頭
部
分
に
、「
こ
れ
が
、
よ
り
生
き
生
き
と
し
た
デ
ッ
サ
ン
に
よ
り
、
男
と
女
、
鳥
、
魚
、
木
、
花
、
一
本
の
草
な
ど
を
再
生
さ
せ
た
、
普
遍
的
な
画
家
で
あ
る
。」
と
宣
言
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
そ
の
よ
う
な
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
北
斎
評
価
の
立
場
は
、
ゴ
ン
ス
の
『
日
本
美
術
』
以
前
、『
北
斎
漫
画
』
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
す
で
に
に
確
立
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
そ
れ
は
晩
年
に
至
る
ま
で
揺
る
ぎ
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
い
さ
さ
か
単
純
化
し
す
ぎ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
北
斎
を
そ
の
才
能
が
最
も
高
い
水
準
で
花
開
い
た
版
画
に
お
い
て
評
価
し
よ
う
と
し
た
ゴ
ン
ク
ー
ル
ら
と
、
画
家
の
評
価
は
一
個
の
画
家
に
よ
っ
て
作
画
の
全
課
程
を
完
遂
さ
れ
て
い
る
作
品
を
標
準
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
の
対
立
と
見
る
べ
き
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。 
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五
、『
あ
る
芸
術
家
の
家
』
の
中
の
北
斎 
 
【
デ
ュ
レ
の
北
斎
論
文
】 
さ
て
、
先
掲
の
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
引
用
に
あ
っ
た
「
第
一
線
の
フ
ラ
ン
ス
人
」
に
つ
い
て
は
、
原
注
に
、「B
urty
とD
ueret
の
論
文
を
参
照
の
こ
と
。」と
あ
る
の
で
、い
ず
れ
も
ゴ
ン
ス
と
協
力
し
て
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
を
主
導
し
、印
象
派
絵
画
を
擁
護
す
る
立
場
か
ら
論
陣
を
張
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ビ
ュ
ル
テ
ィ
と
、
テ
オ
ド
ー
レ
・
デ
ュ
レ
を
さ
し
て
よ
う
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
ゴ
ン
ク
ー
ル
は
、
印
象
派
の
画
家
と
は
一
定
の
距
離
を
保
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
点
、
彼
等
と
立
場
を
等
し
く
す
る
も
の
で
は
な
い
。
デ
ュ
レ
の
論
文
と
は
、
一
八
八
二
年
、
ガ
ゼ
ッ
ト
・
デ
・
ボ
ザ
ー
ル
誌
に
投
稿
し
た
北
斎
に
つ
い
て
の
先
駆
的
論
文
を
さ
し
て
い
よ
う
。
当
該
論
文
は
、
タ
イ
ト
ル
の
末
尾
に
「(1er-article)
」
と
あ
り
、
同
年
に
カ
ン
タ
ン
社
か
ら
単
行
さ
れ
た
同
名
の
論
文
の
巻
末
に
は
、
や
は
り
括
弧
書
き
で
ガ
ゼ
ッ
ト
ボ
ザ
ー
ル
誌
に
一
八
八
二
年
の
八
月
と
十
月
に
書
か
れ
た
由
が
記
さ
れ
る
。
と
ど
の
つ
ま
り
、
両
者
は
同
じ
物
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
ポ
ー
ル
・
ア
ン
ド
レ
・
ル
ム
ワ
ー
ヌ
（P.A.Lemoisne
）
の
『
日
本
の
版
画
（L'estampe Japonaise
）』
の
「
参
考
論
文
一
覧
（Essay bibliographique
）」
に
よ
れ
ば
、
世
界
で
一
番
早
い
北
斎
の
論
文
は
、
米
国
エ
ド
ワ
ー
ド
・
モ
ー
ス
の
「Notes on Hokusai 
of the founder of the modern Japanese school of drawing
」(American Art Review 1880)
で
あ
り
、
そ
れ
に
英
国
の
デ
ィ
キ
ン
ズ
、
フ
ラ
ン
ス
の
デ
ュ
レ
と
続
く
。
い
ま
、
同
論
文
と
同
じ
タ
イ
ト
ル
で
同
一
内
容
で
あ
る
一
八
八
二
年
、A
. Q
uantin
社
か
ら
別
途
、
単
行
さ
れ
た
「L
'art japonais : les livres illustré, les album
s im
prim
é : H
okusaï
」
に
よ
っ
て
そ
の
引
用
、
紹
介
を
試
み
た
い
。
 
（
37
）
た
し
か
に
同
論
文
に
は
、
当
時
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
日
本
の
美
術
に
つ
い
て
、
デ
ュ
レ
自
身
と
イ
タ
リ
ア
出
身
の
東
洋
美
術
愛
好
家
チ
ェ
ル
ヌ
ス
キ
（Cernuschi
）
に
よ
る
探
索
を
は
じ
め
、
フ
ラ
ン
ス
、
或
い
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
、
そ
の
価
値
を
見
出
し
た
足
跡
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を
振
り
返
る
く
だ
り
が
あ
り
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
が
読
者
に
参
照
を
う
な
が
し
た
の
も
、
そ
う
し
た
く
だ
り
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
デ
ュ
レ
論
文
は
、
そ
の
核
心
部
分
で
、
と
り
わ
け
北
斎
に
関
す
る
発
見
と
評
価
が
、
あ
る
英
国
人
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
こ
と
を
大
き
く
報
じ
て
い
る
。
し
か
も
そ
の
名
前
は
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
『
北
斎
』
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
デ
ュ
レ
い
わ
く
。 
し
か
し
な
が
ら
、
多
色
摺
り
版
画
と
と
も
に
、
私
た
ち
は
、
十
九
世
紀
に
入
り
、
当
時
わ
た
し
た
ち
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
対
し
て
、
か
の
国
の
す
べ
て
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
凌
駕
し
て
い
た
ひ
と
り
の
人
物
と
出
会
い
、
北
斎
と
い
う
名
前
を
手
に
入
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
わ
た
し
た
ち
は
、
そ
の
顔
に
注
意
を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
の
北
斎
を
判
断
す
る
た
め
に
、
私
た
ち
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
伝
存
す
る
数
多
く
の
彼
の
作
品
を
集
め
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ら
の
他
に
私
た
ち
は
彼
自
身
を
知
る
た
め
、
ま
た
、
ひ
と
つ
の
伝
記
に
辿
り
着
き
た
い
と
思
っ
て
探
し
求
め
た
が
、
私
た
ち
は
片
々
た
る
資
料
も
、
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
私
た
ち
は
日
本
か
ら
の
補
足
す
る
情
報
を
待
っ
て
証
明
す
る
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
で
き
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
は
そ
の
生
涯
の
詳
細
を
集
め
る
こ
と
に
気
を
配
る
よ
う
な
同
時
代
人
を
持
た
な
か
っ
た
か
ら
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
っ
た
く
人
々
は
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
キ
ン
ズ
と
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
博
士
と
い
う
二
人
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
よ
っ
て
日
本
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
情
報
に
よ
っ
て
北
斎
に
つ
い
て
本
当
に
す
こ
し
ず
つ
知
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
デ
ィ
キ
ン
ズ
氏
は
、
知
り
合
い
の
老
人
で
あ
る
。
一
八
七
一
年
に
日
本
に
行
っ
た
が
、
チ
ェ
ル
ヌ
フ
ス
キ
と
私
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
か
ら
横
浜
へ
の
旅
の
仲
間
を
持
て
た
こ
と
を
喜
ん
だ
。
ま
た
私
た
ち
は
、
そ
の
会
話
か
ら
日
本
に
関
す
る
最
初
の
情
報
を
汲
み
取
っ
た
。
デ
ィ
キ
ン
ズ
氏
は
、
日
本
に
何
年
も
居
住
し
て
い
た
。
彼
は
多
数
の
言
語
、
と
り
わ
け
日
本
語
に
通
じ
た
教
養
人
（lettré
）
で
あ
り
、（
そ
れ
は
）
日
本
の
作
品
の
い
く
つ
か
の
翻
訳
、
出
版
に
負
う
も
の
に
違
い
な
い
。『
富
岳
百
景
』
の
中
に
私
た
ち
は
、
北
斎
に
つ
い
て
の
伝
記
的
解
説
を
与
え
ら
れ
た
。
そ
こ
に
は
ま
た
、
巨
匠
（m
aitre
）
の
デ
ッ
サ
ン
集
（des volum
es de dessain
）
の
巻
頭
に
添
え
ら
れ
た
日
本
語
に
よ
る
序
文
の
翻
訳
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。 
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デ
ュ
レ
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ま
で
高
い
名
声
と
は
裏
腹
に
そ
の
人
の
何
た
る
か
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
北
斎
に
つ
い
て
、
よ
う
や
く
光
明
が
射
し
た
の
は
、
二
人
の
英
国
人
が
も
た
ら
し
た
情
報
に
拠
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
と
い
う
。
デ
ュ
レ
は
、
そ
の
う
ち
の
一
人
で
あ
る
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
キ
ン
ズ
と
は
、
日
本
へ
の
旅
路
を
共
に
し
た
旧
知
の
間
柄
で
、
と
く
に
日
本
の
居
住
経
験
が
豊
富
で
あ
っ
た
デ
ィ
キ
ン
ズ
は
、
日
本
に
つ
い
て
水
先
案
内
の
役
割
を
果
た
し
て
く
れ
た
恩
人
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
そ
の
彼
が
日
本
語
力
を
活
か
し
て
翻
訳
、
復
刻
出
版
し
た
中
の
一
冊
に
北
斎
の
『
富
岳
百
景
』
が
あ
り
、
そ
の
解
説
に
は
北
斎
の
デ
ッ
サ
ン
集
（『
北
斎
漫
画
』）
の
巻
首
に
添
え
ら
れ
た
日
本
語
の
序
文
に
つ
い
て
の
翻
訳
が
付
加
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
デ
ュ
レ
論
文
は
さ
ら
に
、
同
解
説
に
記
さ
れ
た
、
一
七
六
〇
年
に
本
所
で
生
ま
れ
、
一
八
四
九
年
に
八
十
九
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
の
北
斎
の
略
伝
に
つ
い
て
、
二
十
数
行
を
費
や
し
て
訳
出
し
て
い
る
。
こ
の
デ
ュ
レ
の
論
文
こ
そ
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
も
北
斎
の
顔(figure)
を
今
や
は
っ
き
り
と
知
ら
し
め
た
最
初
の
画
期
的
な
論
文
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
こ
の
時
点
で
そ
の
デ
ッ
サ
ン
集
の
正
体
を
突
き
止
め
る
と
こ
ろ
ま
で
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 
 
【『
あ
る
芸
術
家
の
家
』
と
北
斎
】 
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
著
作
の
中
で
、
最
初
に
フ
ラ
ン
ス
と
日
本
の
美
術
の
融
合
が
謀
ら
れ
、
両
者
の
結
節
点
と
な
っ
た
の
が
、
一
八
八
一
年
に
成
立
、
刊
行
さ
れ
た
『
あ
る
芸
術
家
の
家
』
二
巻
に
他
な
ら
な
い
。 
『
日
記
』
に
は
、
本
著
作
に
つ
い
て
、 
 
『
ガ
ヴ
ァ
ル
ニ
』
と
『
十
八
世
紀
美
術
』
の
中
で
、
私
は
自
分
の
感
じ
た
偉
大
な
芸
術
の
歴
史
を
書
い
た
。『
十
九
世
紀
の
あ
る
芸
術
家
の
家
』
に
お
い
て
は
、
西
洋
と
東
洋
の
工
芸
の
歴
史
を
書
い
て
い
る
。
そ
し
て
私
の
周
囲
で
人
々
は
、
今
日
と
明
日
の
様
々
な
趣
味
好
尚
上
の
大
き
な
運
動
を
こ
の
私
が
率
先
し
て
い
る
こ
と
を
疑
わ
な
い
。 
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と
、
す
（
38
）
こ
ぶ
意
味
深
な
発
言
を
書
き
残
し
て
い
る
。 
『（
十
九
世
紀
の
）
あ
る
芸
術
家
の
家
』
と
は
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
が
、
一
八
六
八
（
明
治
元
）
年
に
入
手
し
た
、
パ
リ
郊
外
の
オ
ー
ト
ウ
ィ
ユ
の
モ
ン
モ
ラ
ン
シ
ー
通
り
に
あ
っ
た
三
階
建
て
の
家
を
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
屋
根
裏
部
屋
に
は
弟
ジ
ュ
ー
ル
の
病
室
が
あ
っ
た
が
、
ジ
ュ
ー
ル
の
死
後
、
三
階
を
改
造
し
て
、
毎
週
、
日
曜
日
に
文
学
者
が
集
ま
る
サ
ロ
ン
を
、
さ
ら
に
以
後
、
高
名
な
文
人
や
芸
術
家
が
集
う
有
名
な
「
グ
ル
ニ
エ
」
を
、
毎
週
、
日
曜
日
に
開
い
た
。『
あ
る
芸
術
家
の
家
』
は
、
オ
ー
ト
ウ
イ
ユ
の
家
に
飾
り
付
け
ら
れ
た
極
東
の
日
本
や
フ
ラ
ン
ス
十
八
世
紀
の
美
術
骨
董
家
具
を
説
明
す
る
た
め
に
、
熱
に
冒
さ
れ
た
よ
う
に
筆
を
執
っ
た
も
の
で
、
品
々
の
解
説
を
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
、
全
体
と
し
て
い
わ
ば
ゴ
ン
ク
ー
ル
愛
蔵
美
術
品
目
録
の
体
を
成
し
て
お
り
、
こ
と
こ
こ
に
至
っ
て
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
美
術
骨
董
品
に
対
す
る
熱
い
思
い
は
、
つ
い
に
フ
ラ
ン
ス
文
学
で
も
類
稀
な
内
容
の
『
あ
る
芸
術
家
の
家
』
二
巻
を
述
作
せ
し
め
、
そ
の
思
い
を
結
実
さ
せ
た
の
で
あ
る
。 
小
山
ブ
リ
ジ
ッ
ト
は
、
そ
の
著
『
夢
見
た
見
た
日
本
』
の
中
で
、
日
本
人
研
究
者
が
、
な
か
な
か
入
り
込
め
な
か
っ
た
、
こ
の
『
あ
る
芸
術
家
の
家
』
の
世
界
に
か
な
り
踏
み
込
ん
だ
考
察
を
加
え
て
い
る
が
、
い
か
ん
せ
ん
ゴ
ン
ク
ー
ル
も
、
こ
と
日
本
美
術
品
の
説
明
に
な
る
と
、
そ
の
情
熱
的
な
筆
致
に
反
し
て
、
明
瞭
さ
を
欠
く
き
ら
い
が
あ
っ
た
。
そ
の
辺
り
の
事
情
に
つ
い
て
、
小
山
氏
い
わ
く
。
 
（
39
）
 
 
 
専
門
と
す
る
一
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
美
術
品
に
つ
い
て
は
自
在
に
語
る
エ
ド
モ
ン
・
ド
・
ゴ
ン
ク
ー
ル
も
、
日
本
を
話
題
に
す
る
と
き
に
は
自
ら
の
限
界
を
意
識
す
る
。
彼
は
、
日
本
か
ら
の
知
識
を
頼
り
に
し
、
専
門
家
で
な
い
何
人
か
の
日
本
人
に
た
す
け
ら
れ
て
も
い
た
が
、
一
部
の
主
題
に
関
し
て
は
、
非
力
を
告
白
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
で
も
、
か
れ
の
描
写
は
そ
の
文
の
美
し
さ
に
よ
っ
て
比
類
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。 
的
を
射
た
論
評
と
い
う
べ
く
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
は
、
日
本
語
の
壁
に
阻
ま
れ
て
、
画
題
、
画
工
等
の
特
定
に
至
ら
な
い
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
、
お
お
む
ね
そ
の
描
写
は
隔
靴
掻
痒
の
感
を
免
れ
得
な
い
の
で
あ
る
。 
エドモン・ド・ゴンクール著『北斎』余説（鈴木） 
 － 265 －
『
あ
る
芸
術
家
の
家
』
上
巻
は
一
八
八
一
年
、
シ
ャ
ル
パ
ン
チ
ィ
エ
の
刊
行
で
あ
る
が
、
成
立
は
、
序
に
一
八
八
〇
年
六
月
二
十
八
日
の
年
記
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
、
第
一
冊
は
刊
行
の
半
年
前
に
脱
稿
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
筆
者
は
、
こ
の
脱
稿
と
刊
行
の
タ
イ
ム
ラ
グ
に
は
、
相
応
の
理
由
が
あ
っ
た
と
睨
ん
で
い
る
。
ま
た
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
が
一
八
八
〇
年
以
前
よ
り
北
斎
を
追
求
し
、
理
解
を
深
め
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
は
、
こ
の
『
あ
る
芸
術
家
の
家
』
上
下
巻
の
北
斎
に
関
す
る
記
載
を
探
る
こ
と
に
よ
っ
て
『
北
斎
』
に
お
け
る
北
斎
研
究
の
プ
ロ
ト
・
タ
イ
プ
と
も
い
う
べ
き
記
述
に
直
面
し
、
よ
り
明
白
に
知
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。 
す
な
わ
ち
同
書
上
巻
の
「E
scalier(
階
段)
」
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
 
（
40
）
 
し
か
し
、
本
当
に
、
北
斎
と
十
四
の
古
典
的
な
小
さ
な
カ
イ
エ
（cahier
）
の
流
行
と
い
う
丸
括
弧
を
開
く
こ
と
な
し
に
、
人
は
美
術
の
素
描
（croquis
）
に
つ
い
て
話
す
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
そ
の
人
は
、
最
初
の
筆
裁
き
（prem
ier jet
）
に
よ
る
デ
ッ
サ
ン
の
天
才
を
有
し
、
人
間
あ
る
い
は
動
物
の
動
き
の
生
命
、
非
生
命
物
の
様
相
を
手
早
く
筆
跡
の
中
に
閉
じ
込
め
る
独
自
な
才
能
を
有
す
る
。
そ
れ
ら
の
画
像
は
す
こ
し
も
中
国
風
の
お
ご
そ
か
さ
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
ま
た
す
こ
し
も
西
洋
的
で
も
な
く
、
同
時
に
デ
ッ
サ
ン
は
ガ
バ
ル
ニ
（G
avarni
）
や
ド
ゥ
カ
ン
（D
ecam
ps
）
の
近
代
性
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
、
東
洋
の
自
然
に
基
づ
く
勝
利
（triophe du d'aprè
ｓnature orienntal
）
で
あ
る
。
そ
れ
は
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
目
元
に
出
会
っ
た
モ
テ
ィ
ー
フ
の
ま
ま
の
ご
ち
ゃ
混
ぜ
の
中
の
何
百
と
な
い
男
女
の
素
描
で
あ
り
、
獣
、
鳥
、
魚
、
爬
虫
類
、
風
景
、
奇
妙
で
唐
突
な
対
象
の
連
続
、
変
な
室
内
の
カ
ッ
ト
の
よ
う
な
、
ま
た
小
石
や
花
の
花
び
ら
に
す
ぎ
な
い
も
の
、
一
本
の
草
な
ど
。 
文
中
に
い
う
「
一
四
の
古
典
的
な
小
さ
な
カ
イ
エ
」
の
「
カ
イ
エ
」
と
は
、
本
来
、
折
り
本
、
折
り
帖
の
装
訂
の
書
籍
を
表
す
語
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
は
和
本
の
も
っ
と
も
通
常
の
装
訂
で
あ
る
、
袋
綴
じ
本
の
単
位
を
い
っ
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。
訳
語
と
し
て
は
、
「
編
」「
冊
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
ち
な
み
に
『
あ
る
芸
術
家
の
家
』
の
「
階
段
（calier
）」
に
は
、
北
斎
に
限
ら
ず
、
日
本
の
複
数
の
逸
題
ア
ル
バ
ム
に
つ
い
て
の
記
述
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
「
小
さ
な
カ
イ
エ
」
も
そ
の
中
の
一
点
で
、
オ
ー
ト
ウ
イ
ユ
の
自
宅
に
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お
け
る
階
段
の
一
画
に
、
彼
が
愛
翫
し
て
止
ま
な
い
日
本
美
術
工
芸
品
に
よ
る
イ
ン
テ
リ
ア
の
一
環
と
し
て
、
調
度
品
、
文
箱
、
薩
摩
焼
や
袱
紗
、
着
物
な
ど
と
と
も
に
陳
列
さ
れ
て
い
た
。
書
籍
の
美
術
工
芸
品
と
な
る
と
、
巻
物
や
写
本
を
思
い
浮
か
べ
る
の
が
一
般
的
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
装
飾
写
本
な
ど
、
日
本
の
筆
写
本
に
は
、
表
紙
・
装
訂
、
料
紙
、
筆
跡
な
ど
に
美
を
尽
く
し
、
装
飾
性
に
重
き
を
置
い
た
も
の
が
少
な
く
な
い
。
加
え
て
「
ア
ル
バ
ム
」
の
語
が
「
画
帖
」
と
変
換
さ
れ
が
ち
な
こ
と
も
あ
っ
て
、『
あ
る
芸
術
家
の
家
』
の
い
わ
ゆ
る
「
ア
ル
バ
ム
」
も
、
一
般
に
写
本
も
し
く
は
肉
筆
画
帖
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
に
い
う
ア
ル
バ
ム
は
、「
十
四
の
古
典
的
な
小
さ
な
カ
イ
エ
」
と
あ
る
の
で
、
当
時
、
北
斎
の
作
品
で
、
十
四
「
編
」
を
数
え
る
も
の
と
い
え
ば
、
い
う
ま
で
も
な
く
『
北
斎
漫
画
』
を
措
い
て
他
に
は
な
い
の
で
、
こ
こ
も
『
北
斎
漫
画
』
以
外
の
も
の
を
想
定
す
る
余
地
は
あ
る
ま
い
。
ち
な
み
に
同
書
の
第
十
四
編
は
、
刊
行
時
期
未
詳
な
が
ら
、
北
斎
の
没
後
間
も
な
い
頃
の
刊
行
と
目
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
最
終
第
十
五
編
は
、
一
七
七
八
年
（
明
治
十
一
年
）
刊
で
、
こ
こ
で
は
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
な
い
。
複
数
の
逸
題
ア
ル
バ
ム
の
中
に
は
、『
北
斎
漫
画
』
の
ほ
か
に
、『
富
岳
百
景
』（「
わ
た
し
た
ち
が
、
一
一
五
の
図
版
で
冨
士
山
登
山
を
思
い
描
く
三
つ
の
ア
ル
バ
ム
か
ら
な
る
一
つ
の
シ
リ
ー
ズ
」（p.197
）、『
喜
能
会
故
真
通
（
甲
の
小
松
〈
キ
ノ
エ
ノ
コ
マ
ツ
〉）』「
自
然
の
愛
情
に
よ
っ
て
痙
攣
し
た
エ
ク
ス
タ
シ
ー
、
北
斎
に
よ
る
三
冊
の
ア
ル
バ
ム
」（p.198
）
等
の
板
本
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
こ
こ
の
「
ア
ル
バ
ム
」
は
版
本
を
さ
す
も
の
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。 
引
用
に
は
、
以
下
、
北
斎
に
つ
い
て
の
論
評
が
続
く
が
、
と
り
わ
け
「
す
こ
し
も
中
国
風
の
厳
か
さ
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
ま
た
少
し
も
西
洋
的
で
も
な
く
」
と
い
っ
た
評
言
は
、
ま
さ
に
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
北
斎
評
価
の
原
点
で
あ
り
、
核
心
で
あ
り
、
北
斎
の
真
骨
頂
を
見
事
に
喝
破
し
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
一
般
に
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ザ
ン
の
鑑
識
眼
は
、
中
国
の
影
響
を
受
け
た
美
術
に
対
し
て
は
狩
野
派
を
含
め
、
南
画
、
そ
の
他
漢
画
系
に
は
冷
淡
で
、
評
価
し
な
い
傾
向
が
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
は
、
北
斎
が
中
国
絵
画
の
影
響
を
ま
っ
た
く
受
け
て
い
な
い
と
い
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
の
手
の
発
言
は
少
な
く
、
ド
ラ
ク
ロ
ア
を
は
じ
め
と
す
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る
西
洋
絵
画
と
の
近
似
性
を
指
摘
す
る
こ
と
が
多
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
上
掲
の
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
評
言
は
、
あ
く
ま
で
『
北
斎
漫
画
』
に
つ
い
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
う
余
地
が
な
い
。 
 
【
ベ
ル
ジ
ェ
ラ
の
メ
モ
】 
さ
て
、『
あ
る
芸
術
家
の
家
』
本
文
に
あ
る
「O-kousaï
（
北
斎
）」
に
は
、
長
い
原
注
が
付
さ
れ
て
い
る
の
で
、
さ
ら
に
そ
れ
を
、
下
に
訳
出
す
る
こ
と
こ
と
に
し
た
い
。
 
（
41
）
 
 
万
博
の
年
に
フ
ラ
ン
ス
に
や
っ
て
き
た
日
本
人
で
あ
る
、
成
島
か
ら
仕
入
れ
た
情
報
に
よ
っ
た
ベ
ル
ジ
ェ
ラ
の
奇
妙
な
メ
モ
に
よ
れ
ば
、O
-kusaï
は
、O
kusaï, O
-kou-saï, F
okksaï
等
と
も
綴
ら
れ
、
本
名
は
三
浦
屋
八
右
衛
門
、
十
八
世
紀
の
中
程
に
江
戸
で
生
ま
れ
た
。
勝
川
春
水
、
つ
い
で
春
章
の
工
房
で
仕
事
を
し
た
。
ま
た
、
江
戸
の
名
所
の
揃
い
物
に
よ
っ
て
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。
彼
の
師
匠
に
春
朗
と
命
名
さ
れ
な
が
ら
、
彼
は
、
一
人
の
日
本
人
と
し
て
、
あ
り
得
べ
き
こ
と
で
あ
る
が
、
一
七
六
一
年
か
ら
一
七
九
八
年
ま
で
の
間
、
五
つ
の
異
な
る
名
前
を
持
っ
て
い
た
。
第
一
に
「
宗
理
」、
つ
い
で
「saïto(
戴
斗
、
正
し
く
は
タ
イ
ト)
、「
為
一
」、
次
ぎ
に
「
画
狂
老
人
」、
最
後
は
「
葛
飾
北
斎
」。
そ
の
名
前
（
北
斎
）
は
、
彼
が
有
名
で
あ
っ
た
頃
の
も
の
で
、
ず
っ
と
後
方
に
退
い
て
い
る
こ
と
、ま
た
彼
が
都
会
の
北
に
住
ん
で
い
て
、そ
れ
が
、と
て
も
遠
方
の
家
で
あ
る
こ
と
を
ほ
の
め
か
す「M
aison du N
ord
」
(
北
方
の
家)
に
由
来
す
る
。
彼
の
作
品
は
厖
大
で
、
十
四
編
の
小
さ
な
習
作
（etude
）、
ま
た
富
士
山
の
三
冊
の
ア
ル
バ
ム
な
ど
は
、
独
立
性
の
高
い
も
の
で
あ
る
。
彼
は
、
小
説
の
、
主
と
し
て
日
本
の
人
気
小
説
家
で
あ
る
曲
亭
の
小
説
の
挿
絵
師
で
あ
っ
た
。
又
今
日
で
は
、
日
本
人
は
、
彼
の
早
い
摺
り
の
板
画
に
莫
大
な
お
金
を
支
払
っ
て
い
る
。
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
シ
シ
ェ
ル
氏
の
日
本
滞
在
当
時
、
北
斎
の
全
十
四
編
の
習
作
（ètudes
）
一
点
が
注
釈
と
絵
の
肉
筆
画
の
ク
ロ
ッ
キ
ー
と
と
も
に
、
ア
ル
バ
ム
の
白
紙
の
中
に
、
一
千
ド
ル
の
売
り
値
で
大
坂
で
売
ら
れ
て
い
た
。
彼
は
、
一
八
三
〇
年
、『
富
岳
百
景
』
の
出
版
の
の
ち
、
大
分
経
っ
て
か
ら
死
を
迎
え
た
。
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年
老
い
た
、
不
機
嫌
で
、
並
外
れ
た
気
質
の
父
に
対
し
て
、
一
度
も
結
婚
せ
ず
に
、
終
始
、
献
身
的
に
尽
く
し
た
美
し
く
知
性
の
あ
る
一
人
娘
の
協
力
を
得
た
と
い
う
、
京
都
で
の
伝
説
が
あ
る
。 
右
に
、
引
用
し
た
注
文
の
中
の
「
成
島
」
は
、
木
々
康
子
の
『
林
忠
正
と
そ
の
時
代
』
に
「
内
務
官
僚
成
島
謙
吉
」
と
 
（
42
）
あ
る
人
物
で
、
一
八
七
八
年
、
パ
リ
万
国
博
覧
会
の
た
め
、
フ
ラ
ン
ス
に
随
行
し
た
内
務
省
官
僚
を
さ
し
て
い
よ
う
。
ま
た
ベ
ル
ジ
ェ
ラ
（É
m
ile B
ergerat 
1845-1923
）
は
、
有
名
な
自
然
主
義
詩
人
・
小
説
家
の
テ
オ
フ
ィ
ー
ル
・
ゴ
ー
チ
エ
（T
héophile G
autier, 1811-72
）
の
娘
エ
ス
テ
ル
の
婿
で
、『
日
記
』
一
八
七
二
年
一
〇
月
二
十
四
日
条
に
（
43
）
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
が
、
親
交
の
あ
っ
た
ゴ
ー
チ
エ
の
死
を
知
り
、
そ
の
居
宅
に
駆
け
つ
け
た
時
の
記
事
と
と
も
に
、
そ
の
名
が
見
え
る
人
物
。
当
時
二
十
二
歳
で
あ
り
、
そ
の
時
点
で
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
と
、
さ
ほ
ど
親
密
な
関
係
に
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
よ
っ
て
、
成
島
か
ら
の
北
斎
の
情
報
は
、
元
来
、
ゴ
ー
チ
エ
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
引
用
文
中
の
北
斎
略
伝
は
、『
浮
世
絵
類
考
』
の
そ
れ
よ
り
も
粗
略
で
、
情
報
の
多
く
は
こ
の
と
き
は
未
刊
で
あ
っ
た
飯
島
虚
心
の
『
葛
飾
北
斎
伝
』
の
内
容
に
包
摂
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
自
身
は
、「curieuse note
」
と
記
し
て
重
宝
し
た
趣
で
あ
る
。「curieuse
（
奇
妙
な
）」
の
語
が
持
つ
意
味
合
い
が
肯
定
的
な
も
の
か
、
否
定
的
な
物
な
の
か
判
然
と
し
な
い
が
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
他
の
使
用
例
か
ら
し
て
も
、
お
そ
ら
く
は
前
者
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
は
、
こ
の
成
島
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
断
片
的
な
情
報
に
す
が
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
様
子
で
あ
る
。
当
時
、
欧
州
に
お
い
て
、
北
斎
の
人
気
が
高
ま
る
一
方
、
そ
の
伝
記
は
、
謎
に
包
ま
れ
、
人
々
に
は
杳
と
し
て
知
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
北
斎
伝
記
の
手
掛
か
り
を
暗
中
模
索
し
て
い
た
ゴ
ン
ク
ー
ル
に
と
っ
て
、
成
島
情
報
は
、
ま
さ
に
福
音
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
成
島
情
報
の
実
体
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
後
に
さ
ら
に
究
明
す
る
が
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
は
、
こ
の
ほ
つ
れ
た
糸
屑
の
よ
う
な
片
々
た
る
成
島
情
報
を
た
よ
り
に
、
や
が
て
『
浮
世
絵
類
考
』、『
葛
飾
北
斎
伝
』
な
ど
か
ら
得
た
豊
富
な
情
報
に
よ
っ
て
劇
的
に
進
展
し
て
い
っ
た
伝
記
記
述
を
縦
糸
に
、
作
品
の
熟
覧
、
考
察
に
書
誌
学
的
な
知
見
を
加
味
し
た
美
術
史
学
的
記
述
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
自
身
は
そ
れ
を
「
カ
タ
ロ
グ
・
レ
ゾ
ネ
」
と
呼
ん
で
い
る
、
を
横
糸
に
、
遂
に
は
大
著
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『
北
斎
』
を
紡
ぎ
上
げ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
が
北
斎
に
強
い
関
心
を
抱
懐
し
、
傾
斜
し
て
い
っ
た
時
期
は
、
『
歌
麿
』
に
取
り
掛
か
る
以
前
、
一
八
七
〇
年
代
末
期
、
特
に
一
八
七
八
年
の
第
二
回
パ
リ
万
博
後
、
一
八
八
〇
年
、
こ
の
成
島
情
報
に
接
す
る
ま
で
の
期
間
と
思
わ
れ
る
が
、
さ
ら
に
厖
大
な
北
斎
の
作
品
を
把
握
す
る
に
は
、
そ
れ
か
ら
ま
た
想
像
を
絶
す
る
労
力
と
時
間
を
要
し
た
の
で
あ
る
。 
 
【
骨
董
商
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
シ
シ
ェ
ル
】 
 
さ
て
、
ま
た
右
の
脚
注
で
興
味
深
い
の
は
、
パ
リ
の
骨
董
商
フ
ィ
リ
ッ
プ･
シ
シ
ェ
ル
（Philippe Sichel
）
の
日
本
滞
在
体
験
に
基
づ
く
当
時
の
日
本
の
浮
世
絵
市
況
に
関
す
る
情
報
で
あ
る
。
シ
シ
ェ
ル
は
、
十
九
世
紀
東
洋
古
美
術
に
対
す
る
人
気
の
高
ま
り
と
共
に
、
ポ
ル
ト
・
シ
ノ
ワ
ー
ズ
、
ド
ソ
ワ
夫
人
の
店
に
続
き
、
パ
リ
で
一
八
六
〇
年
代
か
ら
一
八
七
〇
年
代
に
か
け
て
次
々
と
店
を
開
い
た
中
国
・
日
本
の
「
骨
董
商
の
新
時
代
」
を
彩
っ
た
う
ち
の
一
軒
で
、
彼
ら
と
親
交
の
あ
っ
た
ゴ
ン
ク
ー
ル
は
、
そ
の
新
興
骨
董
商
の
様
子
を
、 
昨
日
は
、
彼
ら
は
、
オ
ー
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
人
で
あ
り
、
屑
鉄
商
で
あ
り
、
一
口
に
言
え
ば
、
ヴ
ィ
ラ
ン
ク
（
骨
董
商
）
の
徒
で
あ
っ
た
が
、
今
日
は
、
現
代
の
著
名
な
仕
立
屋
の
作
っ
た
服
を
着
、
い
ろ
い
ろ
な
本
を
買
っ
て
読
み
、
そ
し
て
最
も
上
品
な
婦
人
た
ち
と
お
な
じ
く
ら
い
に
上
品
な
細
君
を
持
っ
て
い
る
紳
士
た
ち
で
あ
る
。 
と
、『
日
記
』
の
一
八
七
五
年
六
月
十
七
日
の
条
な
（
44
）
ど
に
書
き
留
め
て
い
る
。
こ
の
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
興
隆
時
の
新
興
骨
董
店
に
つ
い
て
の
記
載
は
、
ギ
ュ
ス
タ
ー
ブ
・
フ
ロ
ー
ベ
ー
ル
の
小
説
『
感
情
教
育
』（1869
）
に
お
け
る
、
美
術
愛
好
家
で
は
あ
る
が
、
悪
辣
な
商
売
に
も
手
を
染
め
た
と
い
う
金
満
家
の
画
商
（
骨
董
商
）
と
物
静
か
で
貞
潔
な
そ
の
妻
の
ア
ル
ヌ
ー
夫
妻
を
彷
彿
と
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
『
日
記
』
の
一
八
八
六
年
九
月
十
二
日
の
条
に
は
、「『
感
情
教
育
』
の
中
の
ア
ル
ヌ
ー
夫
人
の
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
へ
の
最
後
の
訪
問
は
見
事
な
場
面
で
あ
る
」
（
45
）
云
々
と
あ
り
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
は
こ
の
親
し
い
友
人
の
小
説
を
愛
読
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
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い
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木
々
康
子
に
よ
れ
ば
、 
一
八
七
一
年
の
パ
リ
・
コ
ン
ミ
ュ
ー
ン
の
あ
と
、
ド
ソ
ワ
の
客
が
移
っ
て
行
っ
た
と
い
う
シ
シ
ェ
ル
の
店
は
、
ビ
ン
グ
や
忠
正
の
日
本
美
術
専
門
店
が
現
れ
る
ま
で
、
ゴ
ン
ス
や
ゴ
ン
ク
ー
ル
に
最
も
評
価
さ
れ
た
大
美
術
店
だ
っ
た
。 
と
い
う
。
 
（
46
）
ま
た
シ
シ
ェ
ル
が
一
八
七
四
年
、
日
本
で
骨
董
品
を
買
い
付
け
た
事
情
に
つ
い
て
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
は
、『N
otes  D
'un B
ibeloteur 
A
u Japon
』（「
日
本
に
お
け
る
あ
る
骨
董
屋
の
記
録
」
一
八
八
三
年
、
シ
シ
ェ
ル
記
）
な
る
小
冊
子
を
（
47
）
ま
と
め
て
お
り
、
な
か
な
か
興
味
深
い
内
容
を
含
ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち
訪
問
場
所
は
長
崎
、
兵
庫
（
神
戸
）、
大
阪
、
京
都
で
、
買
い
漁
っ
た
品
物
は
、
掛
物
、
根
付
け
、
ブ
ロ
ン
ズ
、
刀
剣
、
袱
紗
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
骨
董
品
が
主
で
あ
っ
た
が
、
わ
け
て
も
シ
シ
ェ
ル
の
関
心
を
か
き
立
て
た
訪
問
地
は
、
海
外
か
ら
買
い
付
け
に
来
る
骨
董
商
に
と
っ
て
、
よ
り
興
味
深
く
、
生
産
的
で
、
道
端
に
び
っ
し
り
と
骨
董
が
ら
く
た
品
の
店
が
立
ち
並
ん
で
い
る
日
本
の
ヴ
ェ
ニ
ス
、
大
阪
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ゴ
ン
ク
ー
ル
邸
の
グ
ル
ニ
エ
階
段
に
飾
ら
れ
た
、
人
気
の
女
形
で
、
一
八
七
八
年
、
三
十
三
歳
で
早
世
し
た
沢
村
田
之
助
の
没
時
、
競
売
に
か
け
ら
れ
た
役
者
絵
の
小
さ
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
、
シ
シ
ェ
ル
夫
妻
が
買
い
求
め
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
シ
シ
ェ
ル
は
、
中
々
は
か
ば
か
し
い
収
穫
を
得
に
く
か
っ
た
書
籍
、
版
画
の
分
野
に
つ
い
て
、
心
斎
橋
に
あ
っ
た
本
格
的
な
本
問
屋
街
で
、
思
わ
ぬ
出
物
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。「O
saka
」
か
ら
一
節
を
引
こ
う
。
 
（
48
）
 
そ
の
男
の
家
（
難
波
屋
？
）
か
ら
買
い
付
け
る
こ
と
に
味
を
占
め
た
私
は
、
私
の
絵
や
絵
本
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
補
お
う
と
し
て
、
日
本
で
出
版
さ
れ
た
風
俗
の
作
品
の
す
べ
て
そ
ろ
え
て
い
る
、
心
斎
橋
の
本
屋
に
そ
れ
を
問
い
合
わ
せ
、
数
日
後
に
出
か
け
た
。
そ
れ
ら
は
、
あ
ま
り
多
く
は
な
い
が
、
間
違
い
な
く
日
本
人
の
作
と
思
わ
れ
る
の
は
、
北
斎
（O
kusaï
）
の
デ
ッ
サ
ン
の
十
四
冊
の
集
成
で
あ
っ
た
。
そ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
継
続
的
に
再
板
さ
れ
た
も
の
で
、
版
木
が
摩
滅
し
て
お
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ア
マ
チ
ュ
ア
が
、
よ
り
よ
い
試
し
摺
り
を
追
求
し
て
到
達
し
た
類
で
あ
る
。 
こ
れ
に
よ
る
と
、
日
本
人
の
画
工
に
よ
る
風
俗
絵
（
浮
世
絵
）
の
本
は
、
日
本
人
特
有
の
秘
密
主
義
も
あ
っ
て
、
簡
単
に
は
入
手
で
き
な
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か
っ
た
よ
う
で
、
シ
シ
ェ
ル
が
書
籍
の
問
屋
街
心
斎
橋
で
よ
う
や
く
出
会
っ
た
の
が
北
斎
の
デ
ッ
サ
ン
集
（『
北
斎
漫
画
』）
で
あ
っ
た
。
十
四
冊
揃
い
で
あ
っ
た
が
、
相
当
、
摺
り
の
悪
い
代
物
で
あ
っ
た
よ
う
な
書
き
ぶ
り
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
こ
の
シ
シ
ェ
ル
が
購
入
し
た
『
北
斎
漫
画
』
が
、
一
八
七
四
年
以
降
、
や
が
て
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
手
に
渡
っ
た
と
思
わ
れ
、
 
（
49
）
そ
れ
に
感
激
し
た
ゴ
ン
ク
ー
ル
が
自
分
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
加
え
、『
あ
る
芸
術
家
の
家
』
の
本
文
記
述
を
進
め
、
の
ち
一
八
八
〇
年
の
出
版
間
際
に
ベ
ル
ジ
ェ
ラ
情
報
に
遭
遇
し
、
急
遽
、
脚
注
に
よ
る
補
筆
を
し
て
、
半
年
後
に
出
版
に
漕
ぎ
着
け
た
、
当
の
代
物
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
脚
注
に
よ
っ
て
補
わ
れ
た
北
斎
略
伝
と
北
斎
の
デ
ッ
サ
ン
集
（『
北
斎
漫
画
』）
の
考
察
は
、
そ
の
ま
ま
『
北
斎
』
の
脊
柱
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
プ
ロ
ト
・
タ
イ
プ
も
し
く
は
モ
テ
ィ
ー
フ
と
い
っ
て
よ
い
も
の
で
あ
る
。 
な
お
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
は
、『
あ
る
芸
術
家
の
家
』
の
ベ
ル
ジ
ェ
ラ
情
報
に
よ
る
北
斎
に
関
す
る
記
述
を
よ
り
精
緻
な
レ
ベ
ル
で
の
北
斎
伝
と
し
て
仕
上
げ
る
ま
で
に
は
、『
浮
世
絵
類
考
』
と
『
葛
飾
北
斎
伝
』
と
い
う
、
ふ
た
つ
の
重
要
参
考
文
献
を
活
用
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
ベ
ル
ジ
ェ
ラ
情
報
の
正
体
を
明
ら
か
に
す
る
前
に
、『
北
斎
』
と
『
浮
世
絵
類
考
』
の
問
題
に
つ
い
て
、
す
で
に
先
行
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
が
、
一
点
、
付
説
し
て
お
き
た
い
。 
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
、『
北
斎
』
の
序
文
は
、
そ
の
基
幹
部
分
が
、
日
本
在
住
の
一
フ
ラ
ン
ス
人
医
者
ミ
シ
ョ
ー
に
よ
る
ゴ
ン
ク
ー
ル
宛
て
の
書
翰
の
紹
介
、
お
よ
び
『
浮
世
絵
類
考
』
の
北
斎
に
関
す
る
部
分
の
仏
語
訳
か
ら
成
る
と
い
う
特
異
な
体
裁
を
執
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
書
簡
に
、
ミ
シ
ョ
ー
い
わ
く
。
 
（
50
）
 
私
は
、『
フ
ィ
ロ
メ
ー
ヌ
の
修
道
女
』（Sœ
ur Philom
ène
）
を
得
て
、
イ
ン
タ
ー
ン
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
か
ら
十
五
年
が
経
ち
、
そ
し
て
医
者
に
な
り
ま
し
た
。『
芸
術
家
の
家
』（La M
aison d'un A
rtiste
）
は
、
私
を
日
本
に
や
っ
て
来
さ
せ
た
。
要
す
る
に
、
そ
れ
自
身
が
連
れ
て
行
く
運
命
を
知
ら
な
い
、
航
海
の
案
内
を
す
る
星
の
よ
う
に
、
あ
な
た
は
す
べ
て
の
生
命
に
対
し
て
支
配
的
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
る
。 
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私
は
あ
な
た
に
い
い
た
い
、
な
ぜ
あ
な
た
は
も
っ
と
早
く
い
わ
な
い
の
か
、
そ
の
愚
か
な
遠
慮
は
、
愛
す
る
女
性
を
前
に
無
言
で
あ
る
こ
と
、
同
時
に
自
ら
の
中
に
感
情
を
隠
す
文
学
愛
好
家
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
多
分
、
そ
の
理
由
は
、
私
が
、
決
し
て
あ
な
た
に
、
私
が
パ
リ
に
い
る
時
に
、
一
度
も
思
い
切
っ
て
面
会
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
に
よ
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 
‥
‥
‥
‥
 
あ
な
た
の
気
持
ち
を
せ
か
せ
て
し
ま
っ
た
私
を
許
し
て
く
だ
さ
い
。
私
は
日
本
に
お
り
、
日
本
を
愛
し
て
お
り
、
日
本
語
を
話
し
、
ま
る
で
古
い
ド
ラ
マ
の
中
に
い
る
よ
う
で
す
。
〞
私
は
あ
な
た
に
身
も
心
も
捧
げ
ま
す
。
〟  
私
を
利
用
し
、
使
っ
て
く
だ
さ
い
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
医
者
ミ
シ
ョ
ー 
右
掲
の
ミ
シ
ョ
ー
の
書
翰
の
一
節
で
、
筆
者
が
注
目
し
た
い
の
は
、
ミ
シ
ョ
ー
が
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
『
あ
る
芸
術
家
の
家
』
を
読
ん
だ
こ
と
で
衝
撃
を
受
け
、
彼
自
身
を
し
て
日
本
の
地
へ
渡
航
、
そ
し
て
居
住
せ
し
め
る
に
及
ん
だ
と
記
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ミ
シ
ョ
ー
に
と
っ
て
、『
あ
る
芸
術
家
の
家
』
の
日
本
美
術
に
関
す
る
記
事
が
よ
ほ
ど
蠱
惑
的
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
日
本
渡
航
を
決
意
し
た
ミ
シ
ョ
ー
を
捉
え
た
の
は
、
分
け
て
も
北
斎
に
関
す
る
記
事
で
あ
り
、
か
つ
著
者
の
ゴ
ン
ク
ー
ル
が
そ
の
伝
記
に
つ
い
て
長
い
脚
注
を
施
し
て
、
そ
の
伝
記
に
つ
い
て
の
情
報
不
足
を
懸
命
に
補
お
う
と
し
て
い
る
姿
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
脚
注
か
ら
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
気
持
ち
を
つ
ぶ
さ
に
感
じ
取
っ
た
ミ
シ
ョ
ー
は
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
へ
の
純
粋
な
尊
崇
の
念
か
ら
何
と
か
彼
の
役
に
立
ち
た
い
と
願
い
、『
浮
世
絵
類
考
』
の
北
斎
に
関
す
る
記
事
の
翻
訳
を
献
じ
、『
北
斎
』
の
執
筆
を
強
く
促
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
が
、
こ
の
北
斎
略
伝
を
得
る
こ
と
に
な
に
よ
り
僥
倖
を
感
じ
た
の
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
ゴ
ン
ク
ー
ル
は
も
は
や
デ
ィ
キ
ン
ズ
の
北
斎
略
伝
に
触
れ
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。 
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六
、『
北
斎
漫
画
』
を
め
ぐ
る
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
言
説 
 【『
北
斎
漫
画
』
の
成
立
】 
さ
て
『
北
斎
』
で
は
、
黄
表
紙
以
外
に
も
、
読
本
、
名
所
絵
本
、
狂
歌
絵
本
、
絵
入
り
狂
歌
本
、
デ
ッ
サ
ン
本
、
絵
手
本
、
そ
の
他
、
多
種
多
様
な
絵
本
（
及
び
絵
入
り
本
）
に
つ
い
て
組
織
的
に
取
り
上
げ
て
い
る
が
、
た
と
え
ば
、 
第
十
四
節
『
隅
田
川
岸
一
覧
』p.54-56 
第
二
十
一
節
『
北
斎
漫
画
』p.114-131 
第
二
十
四
節
『
北
斎
写
真
画
譜
』p,132-140 
第
二
十
七
節
『
卍
翁
艸
筆
画
譜
』p.149-152 
第
二
十
八
節
『
北
斎
画
式
』p.152-154 
第
四
十
二
節
『
富
岳
百
景
』p.207-211 
な
ど
、
一
作
品
に
、
一
節
丸
ご
と
宛
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
一
節
す
べ
て
を
割
い
て
説
明
す
る
だ
け
の
価
値
が
認
め
ら
れ
る
と
判
断
し
た
こ
と
に
よ
る
措
置
で
あ
る
。
中
で
も
、
延
べ
一
七
頁
を
費
や
し
た
『
北
斎
漫
画
』
が
一
際
目
立
つ
存
在
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
が
『
北
斎
漫
画
』
か
ら
受
け
た
衝
撃
の
大
き
さ
が
そ
の
ま
ま
『
北
斎
』
の
著
作
の
原
動
力
と
な
っ
た
可
能
性
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
外
に
も
、『
詩
歌
写
真
画
鏡
』
な
ど
組
み
物
版
画
で
、
一
作
品
に
一
節
す
べ
て
を
宛
て
て
い
る
例
も
あ
る
。
と
は
い
え
、
一
枚
摺
り
の
「
版
画
」
な
ど
の
ジ
ャ
ン
ル
に
比
べ
て
書
籍
形
態
の
ジ
ャ
ン
ル
に
比
重
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
『
北
斎
』
の
特
色
で
あ
る
こ
と
を
、
ま
ず
確
認
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
本
（
書
籍
）
の
中
で
も
、
読
本
、
春
本
な
ど
は
、
一
節
で
、
一
ジ
ャ
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ン
ル
を
す
べ
て
一
括
し
て
扱
う
な
ど
、
や
や
大
ま
か
な
取
り
扱
い
と
い
う
印
象
が
あ
る
。
し
か
も
、
春
本
な
ど
は
、『
歌
麿
』
と
の
兼
ね
合
い
も
あ
っ
て
か
、
作
品
の
論
じ
方
が
粗
略
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
こ
と
は
ゴ
ン
ク
ー
ル
が
北
斎
の
『
喜
能
会
之
故
真
通
（
き
の
え
の
こ
ま
つ
）』
を
は
じ
め
と
す
る
春
本
か
ら
感
じ
取
る
と
こ
ろ
が
少
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
必
ず
し
も
意
味
し
な
い
。 
さ
て
、
前
掲
の
通
り
、
一
作
品
一
節
の
六
作
品
の
中
で
も
『
北
斎
漫
画
』
が
目
立
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
と
『
富
岳
百
景
』
の
二
作
品
は
、
早
く
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
目
に
止
ま
り
、
人
気
の
高
か
っ
た
作
品
で
あ
る
。
そ
れ
を
除
い
た
四
作
品
に
つ
い
て
い
え
る
こ
と
は
、『
北
斎
漫
画
』
を
含
め
て
、
デ
ッ
サ
ン
の
本
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
も
っ
ぱ
ら
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
批
評
眼
に
基
づ
く
選
択
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
そ
の
う
ち
『
北
斎
写
真
画
譜
』『
卍
翁
艸
筆
画
譜
』
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「『
北
斎
写
真
画
譜
』
物
語
」
で
 
（
51
）
論
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。 
さ
て
『
北
斎
』
で
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
は
、
こ
れ
ま
で
主
と
し
て
読
本
の
テ
キ
ス
ト
に
従
い
挿
絵
を
描
い
て
き
た
北
斎
が
、
突
如
、
デ
ッ
サ
ン
だ
け
の
本
『
北
斎
漫
画
』
を
公
刊
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
、
長
々
と
述
べ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
『
北
斎
』
は
、
北
斎
と
馬
琴
の
間
の
意
見
の
対
立
に
つ
い
て
、 
今
日
で
は
、
画
家
が
、
物
書
き
の
テ
キ
ス
ト
な
し
で
済
ま
せ
た
、
デ
ッ
サ
ン
の
巻
々
を
公
表
し
、
販
売
す
る
こ
と
は
、
馬
琴
の
名
前
を
彼
の
名
前
に
結
び
付
け
た
、
一
巻
に
等
し
い
と
い
う
考
え
方
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
そ
れ
か
ら
数
年
後
、
こ
こ
ま
で
ま
っ
た
く
知
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
状
況
で
、
漫
画
が
始
ま
る
と
い
う
、
精
神
状
態
に
あ
っ
た
。 
と
い
う
。
 
（
52
）
引
用
の
文
意
は
、
少
々
わ
か
り
に
く
い
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
今
日
の
理
解
で
は
、
テ
キ
ス
ト
を
持
た
な
い
、
絵
だ
け
の
デ
ッ
サ
ン
集
の
公
刊
も
、
馬
琴
作
、
北
斎
画
の
読
本
の
一
冊
と
何
ら
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
理
解
で
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
合
い
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
理
解
で
は
、
北
斎
は
、
読
本
の
挿
絵
本
を
手
が
け
て
い
た
時
期
か
ら
数
年
後
に
、
こ
れ
ま
で
全
く
注
意
を
払
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
精
神
状
態
の
元
で
、『
北
斎
漫
画
』
を
手
懸
け
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
ゴ
ン
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ク
ー
ル
は
、
デ
ッ
サ
ン
本
の
『
北
斎
漫
画
』
と
読
本
の
挿
絵
本
に
お
け
る
北
斎
の
絵
の
質
的
差
異
の
大
き
さ
に
思
い
を
巡
ら
し
つ
つ
、
さ
ら
に
次
の
様
に
い
う
。 
ま
た
、
私
た
ち
は
、
初
篇
の
冒
頭
に
あ
り
、
私
は
林
が
翻
訳
し
て
く
れ
た
た
め
、
察
し
が
つ
い
た
、
半
洲
の
序
文
を
明
ら
か
に
す
る
。
半
洲
は
い
っ
た
。「
た
い
へ
ん
並
外
れ
た
才
能
の
画
家
の
北
斎
は
、
西
方
へ
旅
行
し
た
後
、
私
た
ち
の
町
（
名
古
屋
）
に
留
ま
り
、
彼
は
私
た
ち
の
友
人
墨
仙
と
知
り
合
い
に
な
り
、
彼
は
、
彼
と
デ
ッ
サ
ン
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
に
興
じ
、
彼
等
の
会
話
の
中
で
、
三
百
以
上
の
構
図
を
デ
ッ
サ
ン
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
私
た
ち
が
そ
れ
ら
を
学
こ
と
は
、
す
べ
て
の
門
人
に
と
っ
て
有
益
な
練
習
で
あ
ろ
う
と
欲
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
デ
ッ
サ
ン
一
巻
を
出
版
す
る
こ
と
の
決
心
を
迫
ら
れ
、
私
た
ち
が
北
斎
に
要
求
し
た
時
、
彼
が
そ
の
巻
に
与
え
た
題
名
は
、
き
わ
め
て
単
純
に
「
漫
画
」
と
い
っ
た
が
、
私
た
ち
は
彼
の
名
前
を
冠
し
て
、「
北
斎
漫
画
」
と
し
た
。「
漫
」
の
文
字
の
翻
訳
は
、
思
う
が
ま
ま
で
、「
画
」
は
デ
ッ
サ
ン
、
仏
語
の
翻
訳
で
は
、
お
そ
ら
く
「
自
発
的
に
生
じ
た
よ
う
な
デ
ッ
サ
ン
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う 
『
北
斎
漫
画
』
は
、
そ
の
絵
の
お
び
だ
た
し
さ
、
そ
の
デ
ッ
サ
ン
の
雪
崩
、
そ
の
鉛
筆
書
き
の
放
蕩
者
、
そ
の
十
五
編
の
ノ
ー
ト
で
あ
り
、
紙
の
葉
の
上
の
絹
に
（
産
み
落
と
さ
れ
た
）、
虫
の
産
卵
期
の
卵
の
よ
う
に
、
そ
の
素
描
（croquis
）
が
頁
の
上
に
ひ
し
め
い
て
い
る
。
西
洋
の
い
か
な
る
こ
と
に
お
い
て
も
、
同
じ
よ
う
な
も
の
の
な
い
著
作
で
あ
る
『
北
斎
漫
画
』
は
、
地
球
上
や
天
空
、
水
中
に
あ
る
も
の
、
行
動
や
動
作
の
魔
術
的
な
ス
ナ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ト
、
人
間
や
動
物
界
の
活
動
的
な
生
活
な
ど
の
熱
狂
的
な
再
生
の
多
数
、
つ
ま
り
、
彼
の
地
の
偉
大
な
デ
ッ
サ
ン
狂
な
る
画
家
に
よ
る
紙
上
の
精
神
錯
乱
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。 
そ
れ
で
直
ち
に
、
初
編
を
半
ば
開
く
と
、
薄
い
バ
ラ
色
を
肌
色
と
し
、
薄
い
灰
色
を
ク
リ
ー
ム
色
の
紙
の
上
の
ぼ
か
し
と
し
た
、
素
描
（croquis
）
の
本
の
中
に
、
子
供
た
ち
と
、
子
供
た
ち
と
、
子
供
た
ち
と
、
彼
等
の
遊
び
と
、
彼
ら
の
娯
楽
と
、
彼
ら
の
姿
勢
と
、
彼
ら
の
子
供
っ
ぽ
い
振
舞
い
と
、
彼
ら
の
陽
気
さ
、
そ
れ
か
ら
神
々
、
天
才
（
仙
人
）
た
ち
、
仏
教
と
神
道
の
司
祭
た
ち
、
無
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数
の
楽
し
そ
う
に
戯
画
化
さ
れ
、
か
ら
か
わ
れ
た
子
供
た
ち
、
そ
れ
か
ら
す
べ
て
の
職
人
の
仕
事
、
す
べ
て
の
仕
事
に
お
け
る
職
業
、
ま
た
職
業
に
お
け
る
実
行
、
そ
れ
か
ら
器
用
さ
と
力
の
努
力
に
よ
る
、
力
業
好
き
の
世
界
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
彼
ら
の
生
活
に
と
っ
て
最
良
の
四
つ
の
手
足
で
優
雅
に
し
ゃ
が
ん
だ
姿
勢
、
化
粧
し
て
お
し
ゃ
れ
な
、
入
浴
す
る
人
の
す
ら
り
と
し
た
体
つ
き
の
日
本
人
た
ち
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
眠
っ
て
い
る
、
鏡
に
映
し
て
い
る
、
祈
っ
て
い
る
、
読
書
す
る
、
演
奏
す
る
、
し
ゃ
べ
る
、
扇
ぐ
、
焼
い
て
い
る
、
酔
っ
て
い
る
、
散
歩
し
て
い
る
、
群
れ
て
走
り
回
っ
て
い
る
、
釣
り
を
し
て
い
る
、
格
闘
し
て
い
る
日
本
人
に
つ
い
て
、
す
べ
て
の
生
活
の
行
為
を
、
機
知
に
富
ん
で
と
て
も
皮
肉
に
表
現
し
た
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
す
べ
て
の
動
物
、
象
ま
た
虎
な
ど
、
日
本
に
い
る
は
ず
が
な
い
動
物
ま
で
も
、
そ
し
て
す
べ
て
の
鳥
、
そ
し
て
す
べ
て
の
魚
、
す
べ
て
の
虫
、
す
べ
て
の
樹
木
、
す
べ
て
の
植
物
。
こ
れ
が
、
初
編
五
〇
丁
を
満
た
し
て
い
る
も
の
で
、
冒
頭
の
図
版
は
、「
高
砂
」
の
男
女
を
表
現
す
る
が
、
そ
れ
は
完
全
に
日
本
風
の
老
夫
婦
の
型
で
、
女
性
が
松
葉
を
掃
除
す
る
た
め
の
箒
を
持
ち
、
男
性
は
そ
れ
ら
を
寄
せ
集
め
る
た
め
の
熊
手
を
持
っ
て
い
る
。
初
編
の
最
後
に
、
一
八
一
二
年
に
発
行
さ
れ
、
北
亭
墨
僊
（『
北
斎
漫
画
』
を
産
む
話
を
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
）
と
北
雲
（
巨
匠
の
建
築
の
先
生
と
な
っ
た
）
な
る
、
そ
の
協
力
者
が
、
た
だ
単
に
北
斎
の
縮
小
さ
れ
た
デ
ッ
サ
ン
を
模
写
す
る
た
め
に
構
成
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
巨
匠
の
門
人
で
あ
る
こ
と
を
表
明
す
る
。
 
（
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）
 
さ
ら
に
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
は
、『
漫
画
』
が
誕
生
し
た
要
因
を
、
文
化
五
年
（
１
８
０
８
）、
江
戸
・
榎
本
平
吉
刊
の
馬
琴
の
読
本
『
三
七
全
伝
南
柯
夢
』
と
、
文
化
九
年
刊
『
南
柯
後
記
』
の
挿
絵
と
文
章
の
問
題
に
つ
い
て
、
北
斎
と
馬
琴
の
間
に
起
こ
っ
た
抜
き
差
し
な
ら
ぬ
対
立
に
求
め
て
い
る
。
こ
と
は
飯
嶋
虚
心
の
『
葛
飾
北
斎
伝
』
に
詳
ら
か
で
、
す
な
わ
ち
『
南
柯
後
記
』
の
対
立
に
つ
い
て
、 
北
斎
挿
画
の
『
南
柯
夢
』、
大
に
世
に
行
は
れ
し
を
も
て
、
書
肆
其
の
続
編
を
著
作
せ
ん
こ
と
を
請
ふ
。
か
の
『
南
柯
夢
』
は
、
既
に
全
く
巻
を
結
び
た
る
も
の
な
れ
ど
、
強
い
て
請
ふ
に
よ
り
て
編
を
続
き
た
る
な
り
。
北
斎
又
こ
の
挿
画
を
か
き
し
が
、
再
び
挿
画
の
こ
と
よ
り
馬
琴
と
議
論
を
生
じ
、
二
人
終
に
交
り
を
絶
ち
し
と
い
ふ 
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と
あ
る
。
 
（
54
）
ゴ
ン
ク
ー
ル
が
拠
っ
た
の
は
、
当
該
の
記
事
と
思
わ
れ
る
が
、
今
日
で
は
そ
の
ま
ま
で
は
認
め
が
た
い
説
で
あ
る
。
い
ま
は
、
説
の
当
否
に
は
深
入
り
せ
ず
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
注
目
が
、
当
時
、
北
斎
の
読
本
が
置
か
れ
た
状
況
に
注
が
れ
た
こ
と
を
確
認
す
る
に
止
め
た
い
。 
 
【
半
洲
の
序
文
へ
の
拘
り
】 
北
斎
は
、
名
古
屋
の
永
楽
屋
東
四
郎
が
江
戸
の
角
丸
屋
甚
助
と
の
連
名
で
、
一
八
一
四
年
正
月
に
淡
色
摺
り
、
半
紙
本
の
『
北
斎
漫
画
』
初
編
一
冊
を
刊
行
す
る
。
ま
た
名
古
屋
の
校
合
門
人
と
し
て
、
巻
尾
に
月
光
亭
墨
僊
（
仙
）
と
北
雲
の
二
名
が
明
記
さ
れ
る
。
初
編
の
刊
行
当
初
は
、
続
刊
の
計
画
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
予
想
外
の
売
れ
行
き
を
目
の
当
た
り
に
し
た
版
元
は
第
二
編
以
下
の
続
刊
の
企
画
、
刊
行
に
踏
み
切
っ
た
ご
と
く
で
あ
る
。
ま
た
第
二
編
以
降
、
六
樹
園
、
蜀
山
人
、
柳
亭
種
彦
、
芍
薬
亭
長
根
な
ど
著
名
な
作
家
の
序
文
が
各
編
の
巻
首
を
飾
っ
た
の
も
魅
力
の
一
つ
と
な
っ
た
。
ゴ
ン
ク
ー
ル
は
、『
北
斎
漫
画
』
に
つ
い
て
、
北
斎
の
没
後
、
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
に
刊
行
さ
れ
た
第
十
五
篇
を
含
め
た
、
全
十
五
編
を
考
察
の
対
象
と
し
て
、
デ
ッ
サ
ン
自
体
の
考
察
に
及
ん
で
い
る
。
画
家
の
評
伝
で
あ
り
な
が
ら
、
図
版
が
一
切
な
い
こ
と
が
、『
北
斎
』
の
特
色
で
あ
り
、
か
つ
致
命
的
な
傷
で
も
あ
る
が
、
そ
の
傷
を
補
う
べ
く
ゴ
ン
ク
ー
ル
は
想
像
力
の
か
ぎ
り
を
尽
く
し
て
『
漫
画
』
の
鑑
賞
批
評
を
試
み
て
い
る
。
同
時
に
ゴ
ン
ク
ー
ル
が
目
を
向
け
た
の
は
、
各
編
に
添
え
ら
れ
た
序
文
で
あ
る
が
、
ま
ず
初
篇
に
つ
い
て
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
は
「
初
篇
の
冒
頭
に
あ
り
、
私
は
林
が
翻
訳
し
て
く
れ
た
た
め
察
し
が
つ
い
た
、
名
古
屋
藩
士
の
半
洲
の
序
文
を
明
ら
か
に
す
る
」
と
述
べ
、
七
行
ほ
ど
の
紙
面
を
費
や
し
て
、
半
洲
散
人
が
草
し
た
序
文
の
翻
訳
を
試
み
る
。
序
文
の
中
身
は
、
簡
単
に
い
う
と
、
北
斎
が
、
名
古
屋
へ
の
旅
行
中
、
名
古
屋
の
画
家
月
光
亭
墨
仙
と
会
う
こ
と
が
で
き
、
墨
仙
と
の
会
談
後
、
彼
の
家
に
あ
っ
た
品
物
三
〇
〇
余
図
を
写
す
機
会
を
得
、
そ
れ
が
、『
漫
画
』
に
お
け
る
デ
ッ
サ
ン
の
モ
テ
ィ
ー
フ
の
基
に
な
っ
た
と
い
う
。
ゴ
ン
ク
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
当
時
、
北
斎
は
、
読
本
の
テ
キ
ス
ト
に
規
定
さ
れ
た
挿
絵
の
制
作
を
、
そ
 － 278 －
の
活
動
の
中
心
に
し
て
い
た
が
、
上
述
の
よ
う
に
、
馬
琴
と
決
定
的
に
対
立
し
た
こ
と
が
原
因
で
、、
そ
の
活
動
の
場
を
失
い
、
精
神
的
な
窮
地
に
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
を
救
っ
た
の
が
、
墨
仙
と
の
会
談
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
墨
仙
が
、
北
斎
に
テ
キ
ス
ト
と
決
別
し
た
、
あ
る
い
は
テ
キ
ス
ト
に
よ
る
呪
縛
か
ら
自
由
で
自
発
的
な
デ
ッ
サ
ン
だ
け
の
描
図
へ
誘
引
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
半
洲
の
序
文
に
関
し
て
、
引
用
に
「
私
は
林
が
翻
訳
し
て
く
れ
た
た
め
、
察
し
が
つ
い
た
」
と
あ
る
の
は
、
後
述
す
る
『
あ
る
芸
術
家
の
家
』
の
記
事
に
照
ら
し
て
、
虚
飾
の
疑
い
が
あ
る
も
の
の
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
が
、『
北
斎
』
刊
行
の
直
前
ま
で
、
序
文
に
拘
っ
て
い
た
様
子
が
窺
わ
れ
る
。 
い
ま
半
洲
の
序
文
の
核
心
部
分
に
つ
い
て
、
通
説
に
従
い
、
原
文
を
左
に
示
す
と
、 
今
秋
翁
た
ま
〳
〵
西
遊
し
て
我
府
下
に
留
り
月
光
亭
墨
仙
と
一
見
相
得
て
驩
甚
だ
し
、頃
亭
中
に
於
て
品
物
三
百
余
図
を
う
つ
す
、
仙
仏
士
女
よ
り
初
て
、
鳥
獣
草
木
に
い
た
る
ま
て
そ
な
は
さ
る
こ
と
な
く
筆
は
ふ
い
て
神
な
せ
り 
と
あ
る
。
 
（
55
）
「
品
物
三
百
余
図
」
に
つ
い
て
、
序
は
と
く
に
説
明
を
加
え
て
い
な
い
が
、
重
要
な
の
は
、
そ
れ
ら
が
ど
ん
な
も
の
で
、
ま
た
そ
れ
を
「
う
つ
す
」
と
は
ど
の
よ
う
な
行
為
を
い
っ
た
も
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。「
う
つ
す
」
は
写
の
意
味
で
あ
ろ
う
か
ら
、
通
常
、
模
写
、
写
生
の
意
と
し
て
、
絵
画
作
品
の
落
款
、
款
記
な
ど
最
末
語
の
用
い
ら
れ
る
語
で
、
い
や
し
く
も
画
家
た
る
も
の
、「
写
」
と
「
画
」
と
は
厳
に
区
別
し
て
用
い
る
の
が
、
通
常
の
例
で
あ
ろ
う
。
私
見
で
は
、
拙
稿
「『
北
斎
写
真
画
譜
』
物
語
」
で
も
言
及
し
た
と
お
り
、「
三
百
余
図
」
は
、
墨
仙
の
手
元
に
あ
っ
た
禽
獣
図
は
も
と
よ
り
本
草
類
の
写
生
図
の
よ
う
な
も
の
を
核
と
し
、
そ
れ
に
人
物
道
釈
図
を
付
加
し
た
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
て
い
る
。
北
斎
が
そ
れ
ら
を
写
し
て
デ
ッ
サ
ン
を
成
し
た
と
い
う
の
は
、
序
に
「
先
近
世
の
画
家
真
を
う
つ
す
者
は
風
致
に
乏
し
く
意
を
描
く
者
は
或
い
は
検
格
な
し
」
云
々
と
あ
る
よ
う
に
、「
う
つ
す
」
は
、
こ
と
さ
ら
「
真
を
写
す
」
あ
る
い
は
「
写
真
」
に
相
当
す
る
意
味
合
い
を
込
め
て
用
い
た
語
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、
墨
仙
は
、
こ
の
三
百
余
図
を
手
本
に
、
北
斎
に
写
真
図
の
試
作
を
進
言
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
テ
キ
ス
ト
か
ら
解
放
さ
れ
た
『
北
斎
漫
画
』
の
デ
ッ
サ
ン
の
産
婆
役
を
演
じ
た
と
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い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
ゴ
ン
ク
ー
ル
が
か
く
も
序
文
に
拘
泥
し
た
の
は
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
が
「
漫
」
は
お
も
う
が
ま
ま
に
、「
画
」
は
デ
ッ
サ
ン
、
併
せ
て
「
自
発
的
に
生
じ
た
よ
う
な
デ
ッ
サ
ン
」
と
翻
訳
し
た
「
漫
画
」
す
な
わ
ち
北
斎
の
デ
ッ
サ
ン
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
忽
然
と
出
現
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
テ
キ
ス
ト
か
ら
何
の
制
限
も
受
け
な
い
デ
ッ
サ
ン
の
成
立
の
秘
密
を
解
く
鍵
が
序
文
に
隠
さ
れ
て
い
る
に
違
い
な
い
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
北
斎
は
、
馬
琴
と
の
確
執
で
画
家
と
し
て
の
窮
地
に
立
た
さ
れ
た
も
の
の
、
墨
仙
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
テ
キ
ス
ト
と
の
軛
を
断
ち
切
り
、
独
立
し
た
デ
ッ
サ
ン
で
あ
る
、「
漫
画
」
を
手
に
入
れ
た
、
つ
ま
り
、
そ
の
こ
と
が
、
北
斎
が
読
本
の
挿
絵
か
ら
独
自
の
デ
ッ
サ
ン
の
世
界
へ
と
足
を
踏
み
出
し
え
た
理
由
と
理
解
し
た
の
で
あ
る
。 
い
ま
、
朝
倉
無
声
の
『
新
修
日
本
小
説
年
表
』
に
よ
っ
て
、
文
化
八
年
（
１
８
１
１
）
の
『
占
夢
南
柯
後
記
』
の
前
後
、
北
斎
の
読
本
に
関
わ
る
活
動
を
摘
記
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。 
文
化
七
年
『
椿
説
弓
張
月
残
編
』
馬
琴
作 
 
 
 
 
『
阥
阦
妹
背
山
』
振
鷺
亭
作 
 
 
 
 
『
双
蛺
蝶
白
糸
冊
子
』
芍
薬
亭
長
根
作 
文
化
八
年
『
忠
婦
美
談
薄
絹
草
紙
』
津
川
亭
作 
 
 
 
 
『
占
夢
南
柯
夢
後
記
』
馬
琴
作 
 
 
 
 
『
北
越
奇
談
』
橘
茂
世
作 
文
化
九
年
『
青
砥
藤
綱
模
稜
後
編
』
馬
琴
作 
『
経
島
履
歴
松
王
物
語
』
小
枝
繁
作 
『
皿
々
郷
談
』
馬
琴
作 
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文
化
十
年
『
勢
田
橋
龍
女
本
地
』
柳
亭
種
彦
作 
『
小
栗
外
伝
』
小
枝
繁
作 
文
化
十
二
年
『
文
覚
上
人
発
心
記
橋
供
養
』
小
枝
繁
作 
こ
う
し
て
み
る
と
、『
占
夢
南
柯
夢
後
記
』
の
刊
行
後
も
、
ま
っ
た
く
読
本
の
挿
絵
の
仕
事
が
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
し
か
も
『
皿
々
郷
談
』
な
ど
、
馬
琴
と
の
共
作
も
依
然
と
し
て
あ
っ
た
の
で
あ
る
。『
皿
皿
郷
談
』
は
、
お
し
な
べ
て
欧
州
の
日
本
研
究
家
が
興
味
を
持
つ
、
周
辺
の
近
隣
異
民
族
と
の
血
縁
関
係
を
扱
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
も
『
北
斎
』
で
、、
異
例
な
こ
と
に
北
斎
の
挿
絵
よ
り
、
む
し
ろ
馬
琴
の
粗
筋
を
や
や
執
拗
に
追
跡
し
て
お
り
、
な
ん
に
し
て
も
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
は
本
作
の
存
在
を
熟
知
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
と
は
い
え
、
絶
頂
期
に
は
一
年
に
十
作
ほ
ど
も
あ
っ
た
読
本
の
挿
絵
の
仕
事
が
急
減
し
た
こ
と
は
歴
然
と
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
背
景
に
は
、さ
し
も
隆
盛
を
誇
っ
た
読
本
の
出
版
が
文
化
年
間
後
期
に
は
下
火
に
な
っ
た
と
い
う
、読
本
界
自
体
の
消
長
も
あ
っ
た
。
北
斎
の
読
本
の
黄
金
期
は
文
化
三
年
『
椿
説
弓
張
月
』
前
編
の
発
刊
後
、
文
化
七
年
、
馬
琴
と
の
『
三
七
全
伝
南
柯
夢
』
の
発
刊
時
の
間
と
考
え
る
の
が
、
順
当
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
も
馬
琴
と
の
共
作
の
読
本
で
あ
る
。
読
本
は
、
当
時
、
最
も
人
気
の
あ
っ
た
出
版
物
で
あ
り
、
馬
琴
は
名
実
と
も
そ
の
第
一
人
者
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
読
本
作
品
の
成
功
の
裏
に
は
、
北
斎
と
の
共
作
に
よ
っ
て
、
そ
の
卓
越
し
た
描
図
を
得
て
作
品
に
い
っ
そ
う
の
彩
り
を
添
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
事
実
が
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
見
ら
れ
る
。も
ち
ろ
ん
読
本
が
、
挿
絵
に
対
し
て
、
テ
キ
ス
ト
優
位
の
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
画
家
の
作
画
に
対
し
て
作
家
が
、
稿
本
（
板
下
）
で
指
示
を
出
す
こ
と
は
普
通
に
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
北
斎
は
、
こ
の
時
期
、
み
ず
か
ら
の
発
想
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
限
り
を
尽
く
し
て
作
画
に
向
き
合
っ
て
い
た
自
負
も
あ
り
、
自
立
し
た
絵
師
と
し
て
、
作
家
と
対
峙
し
、
単
な
る
板
下
絵
師
に
甘
ん
じ
る
こ
と
を
潔
し
と
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
北
斎
と
馬
琴
は
、
人
気
実
力
と
も
に
伯
仲
し
、
お
た
が
い
頂
点
に
あ
る
も
の
同
志
、
意
地
と
矜
持
を
賭
け
て
対
峙
し
た
の
で
あ
り
、
作
家
、
画
家
と
し
て
互
い
の
独
立
性
を
冒
さ
ざ
る
べ
き
対
立
関
係
に
あ
っ
た
。
そ
の
と
き
、
北
斎
が
向
き
合
っ
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て
い
た
の
は
、
個
別
馬
琴
と
い
う
一
作
家
と
い
う
よ
り
、
読
本
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
た
め
北
斎
は
、
読
本
の
挿
絵
の
仕
事
か
ら
の
離
脱
を
覚
悟
し
、
江
戸
の
作
家
や
板
元
の
耳
目
の
及
び
に
く
い
遠
く
離
れ
た
名
古
屋
の
地
に
、
画
家
再
生
の
場
所
と
方
法
を
求
め
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
に
わ
か
に
腑
に
落
ち
な
い
説
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
読
本
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
の
離
脱
と
い
う
要
因
を
重
要
視
し
、
自
身
の
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
の
経
験
に
基
づ
き
、
テ
キ
ス
ト
を
失
い
、
暗
闇
で
苦
闘
す
る
画
家
に
寄
り
添
う
こ
と
に
よ
っ
て
導
い
た
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
考
説
は
、
傾
聴
す
べ
き
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
か
の
、
天
保
の
飢
饉
が
出
版
業
界
に
疲
弊
を
も
た
ら
し
、
延
い
て
は
そ
れ
が
、
北
斎
が
「
肉
筆
画
帖
」
に
活
動
の
活
路
を
見
出
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
い
う
飯
島
虚
心
の
所
説
と
並
ん
で
卓
説
と
い
う
べ
き
も
の
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。 
さ
て
、
先
掲
『
北
斎
』
で
『
漫
画
』
を
批
評
し
た
く
だ
り
に
み
え
る
、「
彼
の
地
の
偉
大
な
デ
ッ
サ
ン
狂
」（fou dessin de là
 
bas
）
は
、
北
斎
が
享
和
元
年
頃
か
ら
使
用
し
た
署
名
「
画
狂
人
」
を
そ
の
ま
ま
翻
訳
し
た
表
現
と
も
い
え
る
が
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
北
斎
観
を
よ
く
表
し
た
い
い
方
で
も
あ
る
。
つ
ま
り
ゴ
ン
ク
ー
ル
は
、
あ
く
ま
で
北
斎
の
本
領
を
デ
ッ
サ
ン
に
あ
る
と
見
て
い
た
の
で
あ
る
。「
デ
ッ
サ
ン
」
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
ゴ
ン
ク
ー
ル
は
一
箇
所
、
類
義
の
美
術
用
語
で
あ
る
「croquis
」
に
い
い
換
え
て
お
り
、
他
の
場
所
で
は
「etude
」
（
習
作
）
な
ど
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
た
し
か
に
、『
漫
画
』
は
幅
広
い
画
境
だ
け
に
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
下
絵
、
素
描
や
略
画
な
ど
と
し
て
も
受
け
止
め
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
『
北
斎
』
に
お
け
る
「
デ
ッ
サ
ン
」
は
、
木
版
画
の
下
絵
と
い
う
事
実
は
そ
れ
と
し
て
受
け
止
め
な
が
ら
、
よ
り
完
成
度
の
高
い
素
描
と
い
う
、
絵
画
の
一
分
野
と
し
て
使
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、「
素
描
」
そ
の
他
へ
の
安
直
な
変
換
は
避
け
た
方
が
よ
か
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、『
北
斎
』
の
肝
の
部
分
を
成
し
て
い
る
の
は
、『
北
斎
漫
画
』
に
お
け
る
デ
ッ
サ
ン
の
問
題
で
あ
り
、
そ
の
成
立
の
秘
密
を
解
く
た
め
に
ゴ
ン
ク
ー
ル
は
、
序
文
の
解
読
に
注
力
し
た
の
で
あ
り
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
と
、
北
斎
の
『
漫
画
』
及
び
半
洲
の
序
文
と
の
邂
逅
こ
そ
、『
北
斎
』
執
筆
を
促
す
原
動
力
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 
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七
、
消
え
た
デ
ィ
キ
ン
ズ
の
解
説 
 
【
訪
日
英
国
人
デ
ィ
キ
ン
ズ
の
先
見
性
】 
さ
て
、『
あ
る
芸
術
家
の
家
』
に
お
け
る
北
斎
に
関
す
る
ま
と
ま
っ
た
記
述
は
、
上
巻
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
下
巻
に
も
う
一
箇
所
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
同
巻
の
「cabinet de l'extrém
e-orient(
極
東
の
戸
棚)
」
に
お
け
る
叙
述
の
内
で
あ
る
。
そ
こ
に
も
や
は
り
北
斎
に
関
す
る
脚
注
が
見
え
て
お
り
、
分
量
的
に
は
、
上
巻
の
そ
れ
を
数
倍
し
、
内
容
に
は
重
な
る
部
分
も
あ
る
が
、
重
大
な
相
違
点
も
あ
る
の
で
、
煩
を
厭
わ
ず
、
い
ま
主
要
部
分
を
訳
出
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
当
該
記
述
は
、「「
北
斎
（O
-kousai
）
に
よ
る
デ
ッ
サ
ン
に
つ
い
て
論
じ
た
本
文
に
付
さ
れ
た
「
北
斎
」
の
注
記
で
あ
る
。
 
（
56
）
 
 
 
日
本
人
成
島
か
ら
ベ
ル
ジ
ェ
ラ
に
送
ら
れ
た
メ
モ
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。
ご
く
最
近
一
八
八
〇
年
、
英
国
ロ
ン
ド
ン
で
『
富
岳
百
景
』（
冨
士
山
の
百
の
眺
め
）
が
、
北
斎
の
作
品
と
生
涯
に
つ
い
て
い
く
ら
か
の
情
報
を
付
加
し
て
、
デ
ィ
キ
ン
ズ
（E
.D
ickins
）
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
。
北
斎
は
、
一
七
六
〇
年
に
生
ま
れ
、
父
は
、
中
島
伊
勢
と
称
す
る
、
金
属
の
鏡
の
職
人
。
人
々
は
、
デ
ィ
キ
ン
ズ
の
仕
事
の
中
に
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
、
何
度
も
名
前
を
変
え
た
こ
と
、
彼
の
初
期
の
別
称
の
中
に
八
右
衛
門
、
三
浦
が
あ
る
こ
と
、
江
戸
界
隈
の
本
所
の
家
で
生
ま
れ
た
こ
と
、
ま
た
さ
ら
に
『
北
斎
漫
画
』
第
四
編
に
示
さ
れ
た
「Saitô
」
と
い
う
名
前
を
確
認
で
き
る
。
英
国
の
本
は
、
同
じ
よ
う
に
、
日
本
の
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ス
コ
ッ
ト
と
い
う
べ
き
彼
の
友
人
で
あ
る
馬
琴
に
よ
る
小
説
の
数
多
く
の
挿
絵
、
と
く
に
、
全
四
〇
巻
の
『
里
見
八
犬
伝
』
の
挿
絵
も
描
い
て
い
る
こ
と
な
ど
を
語
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
氏
に
よ
れ
ば
、
北
斎
は
、
八
十
九
歳
の
一
八
四
九
年
（
嘉
永
二
）
に
亡
く
な
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
そ
う
す
る
と
、
一
八
三
四
年
、
冨
士
山
の
出
版
は
、
そ
の
断
言
に
反
す
る
よ
う
に
「
故
北
斎
」
を
採
用
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
ま
た
彼
は
一
八
三
四
年
、
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七
十
四
歳
で
亡
く
な
っ
た
と
い
う
言
い
伝
え
を
採
用
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
北
斎
は
、
浮
世
絵
の
（
版
画
）
作
品
が
、
肉
筆
画
は
過
去
の
世
界
で
あ
る
と
宣
言
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
、
葛
飾
派
の
創
立
者
で
あ
る
。
一
八
一
〇
年
と
一
八
二
〇
年
の
間
に
出
さ
れ
た
北
斎
の
主
な
作
品
は
、
十
四
（
五
か
）
編
続
き
で
、「
漫
画
」
あ
る
い
は
「
最
初
の
筆
捌
き
に
よ
る
素
描
」（esquisses de prem
ier 
coup
）」
と
い
う
書
名
を
付
け
ら
れ
た
。 
 
 
 
 
各
編
の
冒
頭
に
添
え
ら
れ
た
序
文
は
、
興
味
深
い
も
の
で
あ
り
、
私
は
い
く
つ
か
要
約
を
試
み
た
い
と
思
う
。
そ
れ
は
、
第
一
冊
の
序
文
（
半
洲
散
人
）
で
あ
る
。「
外
側
の
姿
と
豊
富
に
表
現
し
た
人
々
の
身
振
り
は
そ
の
楽
し
み
と
絶
望
、
苦
し
み
と
喜
び
の
表
現
、
丘
や
急
流
、
樹
木
や
草
は
み
な
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
自
然
で
あ
る
。
同
時
に
、
獣
、
空
中
の
鳥
、
虫
、
爬
虫
類
、
魚
類
は
、
私
た
ち
の
心
を
喜
ば
せ
る
、
彼
ら
そ
れ
ぞ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
生
命
の
本
質
の
な
か
で
（
あ
り
）
続
け
る
。
私
た
ち
が
、
大
量
の
楽
し
み
、
世
界
の
な
か
の
幸
福
を
認
め
る
時
に
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
場
所
と
時
候
の
変
化
に
よ
っ
て
消
え
失
せ
て
、
ま
っ
た
く
見
え
な
く
な
る
。
そ
れ
故
ど
の
よ
う
に
未
来
に
よ
い
の
か
、
ま
た
千
里
も
離
れ
た
場
所
に
ひ
と
の
知
識
を
運
べ
ば
よ
い
の
か
。
す
べ
て
楽
し
み
と
幸
福
の
形
と
精
神
が
世
界
に
満
ち
て
い
る
の
を
、
私
た
ち
は
見
る
だ
ろ
う
か
。
芸
術
だ
け
が
世
界
の
物
の
生
き
た
実
態
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
真
の
芸
術
は
、
唯
一
、
神
の
高
さ
に
住
ん
で
い
る
。
北
斎
（H
okusai
）
の
稀
な
才
能
は
、
国
中
に
知
ら
れ
て
い
る
。
彼
が
、
西
に
旅
行
し
て
い
る
間
の
秋
、
巨
匠
は
、
思
い
が
け
な
い
幸
運
に
よ
っ
て
、
北
方
の
町
を
訪
ね
、
そ
こ
で
二
人
の
人
間
の
至
上
の
喜
び
に
向
か
っ
て
、
月
光
（
月
の
光
の
家
）
の
墨
僊
と
相
識
る
こ
と
に
な
り
、
屋
根
の
下
で
三
百
余
の
作
品
が
計
画
さ
れ
、
実
行
さ
れ
た
。
空
中
や
仏
陀
、
男
性
と
女
性
の
生
活
、
同
じ
く
鳥
と
獣
、
草
と
樹
木
な
ど
、
す
べ
て
試
み
ら
れ
、
ま
た
巨
匠
の
筆
は
、
す
べ
て
の
位
相
（ohsses
）、
ま
た
す
べ
て
の
存
在
の
形
を
描
写
す
る
。
い
く
ら
か
し
て
、
私
た
ち
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
才
能
は
弱
め
ら
れ
、
生
命
と
動
き
は
、
そ
れ
ら
の
生
産
が
不
足
し
、
そ
れ
ら
の
制
作
は
、
そ
れ
ら
の
着
想
が
た
い
へ
ん
劣
っ
て
い
た
。
人
は
個
々
に
提
示
さ
れ
た
下
書
き
（ébauchées
）
の
素
描
（esquisses
）
 － 284 －
の
崇
拝
す
べ
き
力
強
さ
を
見
逃
す
べ
き
で
は
な
い
。
巨
匠
は
、
描
く
す
べ
て
に
生
命
を
与
え
よ
う
と
試
み
、
彼
の
成
功
は
、
そ
れ
ほ
ど
強
く
表
現
さ
れ
て
い
る
、
そ
の
喜
び
と
幸
福
に
お
い
て
は
っ
き
り
現
れ
て
い
る
。
彼
の
作
品
に
何
か
付
け
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
芸
術
に
憧
れ
、
学
ぶ
た
め
に
、
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
案
内
で
あ
り
、
貴
重
き
わ
ま
り
な
い
道
具
で
あ
る
。「
漫
画
」の
題
名
は
、巨
匠
自
身
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
も
の
で
、最
初
の
筆
捌
き
に
よ
る
素
描（de prem
ier esquisee coup
）
で
あ
る
。
一
八
一
二
年
の
う
ち
、
文
化
年
間
は
つ
ら
つ
と
し
た
文
字
の
時
期
、
尾
張
の
府
下
（B
eroka?
）
で
半
洲
の
家
のkeijin
「
敬
人
？
（
散
人
）」
書
く
。」（
略
） 
最
後
に
、『
漫
画
』
の
第
八
編
に
お
い
て
序
者
（
絳
山
公
）
は
、
次
の
よ
う
に
云
う
。「
北
斎
は
か
れ
ら
の
教
育
の
た
め
に
、
素
描
（croquis
）
を
公
刊
す
る
こ
と
を
求
め
た
門
人
等
に
、「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
な
る
た
め
に
は
自
然
を
模
写
す
る
こ
と
で
あ
り
、
芸
術
を
教
え
る
の
で
は
な
い
」。 
以
上
が
、『
あ
る
芸
術
家
の
家
』
下
巻
に
お
け
る
北
斎
の
注
の
抄
訳
で
あ
る
。
上
巻
の
注
と
の
大
き
な
相
違
点
は
、
ベ
ル
ジ
ェ
ラ
情
報
が
、
デ
ィ
キ
ン
ズ
な
る
英
国
人
の
言
説
に
基
づ
く
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
デ
ィ
キ
ン
ズ
が
注
目
し
た
北
斎
の
作
品
は
、
な
ぜ
か
復
刻
し
た
『
富
岳
百
景
』
よ
り
も
『
北
斎
漫
画
』
で
あ
り
、
し
か
も
、
各
冊
の
序
文
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
デ
ィ
キ
ン
ズ
の
解
説
の
過
半
は
、『
北
斎
漫
画
』
の
序
文
の
翻
訳
に
割
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
分
け
て
も
、
そ
の
重
点
は
、
全
体
を
訳
出
し
た
、
半
洲
散
人
の
初
編
の
序
文
に
置
か
れ
て
い
る
。
右
の
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
脚
注
の
引
用
で
は
省
略
し
た
が
、
そ
の
他
、
第
五
編
の
六
樹
園
、
第
七
編
の
式
亭
三
馬
の
二
つ
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ら
の
主
要
部
分
の
翻
訳
を
試
み
、
も
っ
て
本
作
の
本
質
に
迫
ろ
う
と
試
み
て
い
る
が
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
も
そ
れ
を
忠
実
に
引
用
し
て
い
る
。
享
年
に
つ
い
て
、
英
国
の
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
の
説
を
 
（
57
）
紹
介
し
、
疑
義
を
差
し
挟
ん
で
い
る
が
、
そ
の
論
拠
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
、
北
斎
の
表
記
が
、
前
段
に
は
「O
-kousai
と
あ
る
が
、
後
段
に
は
な
ぜ
か
「H
okusai
」
と
あ
る
箇
所
も
あ
り
、
「
巨
匠
」
と
も
呼
ん
で
い
る
。
呼
称
が
ば
ら
ば
ら
な
の
は
、
デ
ィ
キ
ン
ズ
の
解
説
に
原
因
が
あ
る
が
、
誤
り
の
ま
ま
敷
き
写
し
し
た
ゴ
ン
エドモン・ド・ゴンクール著『北斎』余説（鈴木） 
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ク
ー
ル
も
責
任
は
免
れ
え
な
い
。
そ
れ
ぐ
ら
い
、
当
時
の
ゴ
ン
ク
ー
ル
は
、
北
斎
の
伝
記
に
つ
い
て
の
知
識
を
ほ
と
ん
ど
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 
 
【
デ
ィ
キ
ン
ズ
の
言
説
】 
さ
て
、
デ
ィ
キ
ン
ズ
の
『
富
岳
百
景
』
の
復
刻
版
は
、
一
八
八
〇
年
（
明
治
十
三
）
に
ロ
ン
ド
ン
のB
.T
.B
atsford
よ
り
出
版
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
序
文
（Preface of the T
ranslator
）
に
お
い
て
、『
富
岳
百
景
』
の
紹
介
に
続
け
て
、
北
斎
の
伝
記
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
語
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
 
（
58
）
 
巨
匠
の
彼
自
身
に
つ
い
て
は
、
し
か
し
な
が
ら
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
彼
の
人
生
の
物
語
は
、
永
遠
に
語
ら
れ
る
こ
と
な
い
ま
ま
で
残
る
で
あ
ろ
う
。
彼
の
数
多
く
の
ア
ル
バ
ム
に
対
し
て
、
彼
の
友
人
た
ち
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
序
文
の
中
の
、
わ
ず
か
な
記
事
（notice
）
が
、「
葛
飾
カ
ロ
」
の
俗
名
は
、
八
右
衛
門
、
三
浦
屋
、
あ
る
い
は
お
そ
ら
く
八
右
衛
門
は
彼
の
別
称
で
、
三
浦
は
、
彼
が
生
ま
れ
た
江
戸
近
郊
の
本
所
の
屋
号
で
あ
る
。
彼
は
一
七
六
〇
年
、
金
属
製
の
鏡
師
、
中
嶋
伊
勢
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
と
い
う
。
ほ
と
ん
ど
幼
児
の
頃
、
そ
の
才
能
は
約
束
さ
れ
た
も
の
と
な
り
、
早
く
し
て
勝
川
春
水
の
弟
子
と
な
り
、
十
八
世
紀
後
半
の
著
名
な
画
家
の
一
人
と
な
っ
た
。
彼
の
仲
間
た
ち
と
の
細
々
し
た
仕
事
の
た
め
に
、
彼
は
継
続
的
に
い
く
つ
か
の
画
家
の
名
前
、
宗
理
、
戴
斗
（Saitō
）（『
北
斎
漫
画
』第
四
巻
の
序
文
に
見
え
る
）為
一
（Tam
eichi
）、
そ
し
て
最
終
的
に
も
っ
と
も
よ
く
ら
れ
た
名
号
で
あ
る
葛
飾
北
斎
を
採
用
し
た
。
葛
飾
は
、
江
戸
の
一
区
画
で
あ
り
、
彼
が
人
生
で
過
ご
し
た
も
っ
と
も
よ
い
場
所
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。 
以
上
、
デ
ィ
キ
ン
ズ
の
解
説
の
一
部
で
あ
り
、
と
く
に
伝
記
に
関
わ
る
部
分
を
抽
出
し
た
。
そ
の
他
、『
北
斎
漫
画
』
に
関
わ
る
デ
ィ
キ
ン
ズ
の
解
説
は
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
『
あ
る
芸
術
家
の
家
』
下
巻
の
記
述
を
参
照
さ
れ
た
い
。
右
の
引
用
文
中
の
「
葛
飾
カ
ロ
」
と
は
、
北
 － 286 －
斎
を
、
ナ
ン
シ
ー
出
身
の
多
彩
、
多
作
の
版
画
家
ジ
ャ
ッ
ク
・
カ
ロ(C
allot Jacqw
es 1592-1635)
に
準
え
た
表
現
で
あ
る
。
デ
ィ
キ
ン
ズ
の
、
引
用
に
続
く
論
述
で
、
も
っ
と
も
紙
幅
が
割
か
れ
る
の
は
、
様
々
な
数
え
切
れ
な
い
ス
ケ
ッ
チ
や
ア
ル
バ
ム
の
中
で
も
も
っ
と
も
著
名
で
あ
る
と
す
る
『
北
斎
漫
画
』
に
関
す
る
記
述
で
あ
り
、
特
に
そ
の
序
文
に
つ
い
て
は
、
驚
く
ほ
ど
目
配
り
が
行
き
届
い
て
お
り
、
初
編
の
そ
れ
は
、
全
文
の
訳
出
に
及
ん
で
い
る
。 
 
【
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
の
介
在
】 
こ
の
よ
う
に
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
『
北
斎
』
に
お
い
て
、
序
文
に
着
目
し
て
、『
北
斎
漫
画
』
の
本
質
に
迫
る
と
い
う
方
法
は
デ
ィ
キ
ン
ズ
に
習
っ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
そ
れ
を
裏
付
け
る
の
が
、
こ
の
『
あ
る
芸
術
家
の
家
』
下
巻
の
脚
注
が
、
丸
写
し
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
、
デ
ィ
キ
ン
ズ
の
解
説
に
依
存
し
て
い
た
事
実
で
あ
る
。 
す
な
わ
ち
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
は
、
一
八
八
一
年
刊
（1880
成
）
の
『
あ
る
芸
術
家
の
家
』
で
、
北
斎
へ
の
愛
好
と
そ
の
評
伝
執
筆
へ
の
意
欲
を
は
っ
き
り
と
刻
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
彼
の
気
持
ち
を
最
も
強
く
促
し
た
の
は
、
上
巻
を
見
る
限
り
、
万
博
官
僚
の
成
島
謙
吉
が
も
た
ら
し
た
ベ
ル
ジ
ェ
ラ
・
メ
モ
に
お
け
る
北
斎
略
伝
と
パ
リ
の
骨
董
商
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
シ
シ
ェ
ル
に
よ
る
北
斎
の
デ
ッ
サ
ン
集
に
つ
い
て
の
情
報
で
あ
っ
た
。
し
か
し
同
書
下
巻
を
見
れ
ば
、
上
巻
の
ベ
ル
ジ
ェ
ラ
・
メ
モ
の
根
底
に
デ
ィ
キ
ン
ズ
の
北
斎
解
説
が
あ
っ
た
こ
と
も
疑
う
余
地
が
な
い
も
の
と
な
る
。
デ
ィ
キ
ン
ズ
の
解
題
は
、
親
交
の
あ
っ
た
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
は
じ
め
、
ゴ
ン
ス
（『
日
本
の
美
術
』
の
注
、
デ
ュ
レ
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
（『
あ
る
芸
術
家
の
家
』）
ら
が
こ
ぞ
っ
て
取
り
あ
げ
て
お
り
、
そ
れ
は
、
理
学
博
士(Sc.B
)
ら
し
く
理
路
整
然
と
簡
潔
、
明
快
で
、
外
連
味
の
な
い
も
の
で
あ
る
。
デ
ィ
キ
ン
ズ
の
述
べ
る
と
こ
ろ
は
、
大
き
く
、
北
斎
略
伝
と
『
北
斎
漫
画
』
初
編
等
の
序
文
の
二
点
に
絞
ら
れ
る
。
ゴ
ン
ク
ー
ル
は
、
ベ
ル
ジ
ェ
ラ
を
通
じ
、
原
拠
を
目
に
し
な
い
ま
ま
こ
の
デ
ィ
キ
ン
ズ
の
叙
述
に
接
し
て
、
激
し
い
衝
撃
を
受
け
た
に
違
い
な
い
。
そ
の
後
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
は
、
必
死
に
デ
ィ
キ
ン
ズ
情
報
の
正
体
を
捜
索
し
た
と
思
わ
れ
る
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が
、
つ
い
に
入
手
で
き
な
か
っ
た
と
見
え
て
、『
あ
る
芸
術
家
の
家
』
上
巻
成
立
の
半
年
後
に
成
立
し
た
同
書
の
下
巻
に
お
い
て
、
今
度
は
デ
ィ
キ
ン
ズ
の
復
刻
版
『
富
岳
百
景
』
の
解
説
に
逢
着
し
、
改
め
て
そ
れ
を
ほ
ぼ
敷
き
写
し
す
る
形
で
の
引
用
に
及
ん
だ
。
で
は
、
ベ
ル
ジ
ェ
ラ
情
報
や
デ
ィ
キ
ン
ズ
解
説
の
背
景
を
も
う
少
し
探
っ
て
み
た
い
と
思
う
。こ
の
問
題
を
解
く
鍵
は
二
六
一
頁
で
触
れ
た
、エ
ド
ワ
ー
ド
・
モ
ー
ス
の'N
otes on H
okusai founder of m
odern Japanese, school of draw
ing' 
（The A
m
erican art review
, vol 1,1880,2
） 
の
中
に
隠
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
略
伝
及
び
『
北
斎
漫
画
』
の
中
身
と
序
文
、
そ
の
他
書
簡
、
掛
け
物
な
ど
の
資
料
若
干
の
紹
介
か
ら
成
る
が
、
北
斎
は
、
日
常
的
な
自
然
に
回
帰
し
た
描
図
に
よ
っ
て
、
伝
統
的
絵
画
に
よ
る
旧
弊
を
一
新
さ
せ
た
画
家
と
い
う
評
価
で
一
貫
し
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
論
文
に
つ
い
て
、
当
時
、
英
国
公
使
館
員
の
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
が
作
成
し
た
北
斎
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
抽
出
す
る
許
可
を
得
て
執
筆
し
た
も
の
と
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
お
そ
ら
く
ア
ジ
ア
協
会
の
講
演
会
な
ど
で
配
布
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
、
片
々
た
る
資
料
で
あ
る
だ
け
に
、
原
物
に
辿
り
着
く
こ
と
は
容
易
で
は
な
く
、
そ
の
中
身
も
、
今
は
モ
ー
ス
の
文
章
を
通
じ
て
想
像
す
る
ほ
か
は
な
い
が
、
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
の
ア
カ
ウ
ン
ト
の
末
尾
に
は
、「
そ
の
素
描
は
彫
り
に
よ
る
過
程
に
よ
っ
て
、
一
切
、
犠
牲
に
な
る
も
の
で
は
な
く
、
現
に
そ
れ
は
眼
前
に
厳
然
と
存
在
し
て
い
る
。」
と
あ
る
と
い
う
。
北
斎
の
真
骨
頂
は
版
下
絵
を
含
め
た
素
描
に
あ
る
と
す
る
立
場
で
、
北
斎
の
版
画
作
品
が
下
絵
に
す
ぎ
な
い
分
、
割
り
引
い
て
評
価
す
べ
き
と
す
る
見
方
に
断
固
反
対
し
て
お
り
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
と
立
場
を
同
じ
く
す
る
も
の
と
い
え
る
。
と
も
か
く
、
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
こ
そ
、
デ
ィ
キ
ン
ズ
の
解
説
を
含
め
た
い
く
つ
か
の
北
斎
情
報
の
根
源
で
は
な
か
ろ
う
か
。 
 
【
漫
画
の
訳
語
】 
さ
て
、
序
文
の
翻
訳
に
つ
い
て
、
デ
ィ
キ
ン
ズ
の
解
説
と
『
あ
る
芸
術
家
の
家
』
の
脚
注
や
『
北
斎
』
と
で
は
一
箇
処
、
微
妙
な
違
い
が
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
序
の
結
末
近
く
の
「
漫
画
」
に
つ
い
て
、『
あ
る
芸
術
家
の
家
』
で
、「「
漫
画
」
の
題
名
は
、
巨
匠
自
身
に
 － 288 －
よ
っ
て
選
ば
れ
た
も
の
で
、
最
初
の
筆
捌
き
に
よ
る
素
描
（de prem
ier esquisee coup
）
で
あ
る
。」
と
、
訳
出
し
た
く
だ
り
で
あ
る
。
デ
ィ
キ
ン
ズ
の
「Preface of the T
ransration
」
の
当
該
部
分
に
お
い
て
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
「
素
描
（esquisee
）」
に
相
当
す
る
箇
所
は
「
ス
ケ
ッ
チ
」
で
あ
り
、「
漫
画
」
の
訳
語
は
「rough or rapid sketches
」
と
あ
る
の
で
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
脚
注
は
、
こ
こ
で
は
、
デ
ィ
キ
ン
ズ
の
表
現
の
忠
実
な
仏
訳
と
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
一
ひ
ね
り
を
加
え
た
表
現
「
最
初
の
筆
捌
き
に
よ
る
素
描
」
と
し
て
お
り
、
や
や
特
異
な
印
象
を
禁
じ
得
な
い
。
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
「
最
初
の
筆
捌
き
に
よ
る
素
描
」
と
い
う
評
語
は
、
重
ね
描
き
、
描
き
直
し
な
ど
、
修
正
の
た
め
の
筆
を
一
切
許
さ
な
い
、
か
つ
一
定
の
速
度
を
も
っ
て
と
い
う
意
味
合
い
を
含
む
も
の
と
し
て
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
が
『
北
斎
』
の
中
で
そ
の
デ
ッ
サ
ン
の
特
色
の
表
現
と
し
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
と
も
あ
れ
、
デ
ィ
キ
ン
ズ
の
解
説
に
つ
い
て
の
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
翻
訳
は
、
こ
の
「
漫
画
」
の
語
義
に
つ
い
て
の
記
述
を
除
け
ば
、
目
立
っ
た
相
違
点
は
認
め
ら
れ
な
い
。
結
論
と
し
て
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
は
、
最
終
的
に
『
北
斎
』
に
お
い
て
、
デ
ィ
キ
ン
ズ
の
解
説
を
そ
の
ま
ま
受
容
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、
デ
ィ
キ
ン
ズ
の
解
説
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
よ
り
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
表
現
に
ま
で
高
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 
つ
ま
り
、『
北
斎
』
に
お
い
て
も
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
は
『
あ
る
芸
術
家
の
家
』
と
同
様
、
濃
淡
の
差
は
あ
れ
、
デ
ィ
キ
ン
ズ
の
翻
訳
を
基
本
的
に
は
下
敷
き
に
し
て
い
た
と
い
い
う
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
は
、『
北
斎
』
に
お
け
る
序
文
の
引
用
に
当
た
っ
て
、
他
に
協
力
を
求
め
て
、
な
ぜ
か
改
め
て
翻
訳
し
直
す
こ
と
を
決
断
し
た
ご
と
く
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
こ
れ
ら
序
文
の
解
読
は
、
翻
字
、
翻
訳
と
も
、
相
当
、
高
度
な
知
見
、
技
術
を
要
す
る
も
の
で
、
恐
ら
く
ゴ
ン
ク
ー
ル
独
力
で
な
し
得
る
能
力
の
範
囲
を
超
え
て
い
た
。
そ
し
て
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
は
、
改
め
て
『
北
斎
』
で
序
文
を
翻
訳
し
直
す
に
当
た
っ
て
、
林
忠
正
の
助
力
を
受
け
た
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
自
身
『
北
斎
』
の
中
で
「
初
篇
の
冒
頭
に
あ
り
、
私
は
林
が
翻
訳
し
て
く
れ
た
た
め
察
し
が
つ
い
た
、
名
古
屋
藩
士
の
半
洲
の
序
文
を
明
ら
か
に
す
る
」
と
、
林
忠
正
の
助
力
の
お
か
げ
で
訳
文
の
提
示
が
可
能
と
な
っ
た
と
し
て
い
る
。
ゴ
ン
ク
ー
ル
が
こ
の
よ
う
に
林
の
助
力
を
具
体
的
な
例
を
挙
げ
て
明
言
す
る
の
は
異
例
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
加
う
る
に
、
後
に
公
刊
さ
れ
る
『
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
日
記
』
下
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の
一
八
九
五
年
す
な
わ
ち
『
北
斎
』
刊
行
の
前
年
の
五
月
十
三
日
の
条
に
、 
今
日
の
午
後
、
林
が
告
白
し
た
の
だ
が
、『
北
斎
漫
画
』
の
序
文
は
翻
訳
を
わ
た
し
か
ら
強
制
さ
れ
る
ま
で
、
つ
い
ぞ
読
ん
だ
こ
と
が
な
か
っ
た
し
、
大
方
の
日
本
人
も
同
様
な
の
だ
か
ら
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
い
か
に
し
て
こ
の
『
漫
画
』
が
描
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
の
い
き
さ
つ
を
知
っ
て
い
る
の
は
目
下
の
所
、
此
の
地
上
で
わ
れ
ら
二
人
だ
け
だ
と
い
う
の
だ
。 
と
あ
る
（
59
）
。
こ
の
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
言
葉
か
ら
は
、
彼
が
、『
北
斎
』
刊
行
の
直
前
ま
で
『
北
斎
漫
画
』
の
序
文
に
拘
っ
て
い
た
様
子
が
窺
わ
れ
、
林
も
ゴ
ン
ク
ー
ル
か
ら
翻
訳
の
協
力
要
請
が
あ
る
ま
で
読
ん
だ
こ
と
も
な
か
っ
た
と
告
白
し
た
と
い
う
。
つ
ま
り
、
序
文
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
た
ゴ
ン
ク
ー
ル
に
対
し
て
、
林
は
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
ま
っ
た
く
無
自
覚
で
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
で
は
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
は
何
を
通
じ
て
そ
の
重
要
性
を
認
識
す
る
に
至
り
、
そ
の
翻
訳
の
協
力
を
林
に
頼
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
見
て
き
た
よ
う
に
ゴ
ン
ク
ー
ル
は
、
『
あ
る
芸
術
家
の
家
』
下
巻
で
、
デ
ィ
キ
ン
ズ
の
北
斎
解
説
で
す
で
に
翻
訳
と
考
察
が
試
み
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
明
言
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
『
日
記
』
の
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
言
葉
は
、
素
直
に
受
け
止
め
ら
れ
な
い
。
ま
る
で
、
意
図
的
に
デ
ィ
キ
ン
ズ
の
こ
と
を
隠
蔽
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
し
か
思
え
な
い
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
『
日
記
（Journal
）』
九
巻
は
、
そ
の
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
内
容
と
相
俟
っ
て
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
出
版
物
の
中
で
も
、
も
っ
と
も
世
間
の
耳
目
を
集
め
た
著
作
で
あ
る
。
ゴ
ン
ク
ー
ル
が
わ
ざ
わ
ざ
そ
の
最
末
部
に
、
上
掲
の
よ
う
な
証
言
を
挿
入
し
た
意
図
も
、
自
ず
か
ら
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。 
デ
ュ
レ
は
、『L
'art Japonais L
es L
ivre Illustrėėė -les album
s im
prim
é
 H
okusaı̏
』
の
中
で
英
国
の
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
に
つ
い
て
「
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
氏
は
、
北
斎
に
つ
い
て
彼
が
集
め
た
も
の
の
詳
細
を
私
に
沢
山
強
く
提
供
し
て
く
れ
よ
う
と
し
た
が
、
そ
れ
は
彼
の
手
元
に
あ
っ
た
手
書
き
原
稿
で
あ
り
、
ま
た
た
と
え
ば
、
以
下
の
よ
う
な
伝
記
情
報
が
取
り
込
ま
れ
た
デ
ィ
キ
ン
ズ
氏
に
よ
っ
て
印
刷
さ
れ
た
説
明
書
き
で
あ
る
」
と
前
置
き
し
て
次
の
様
に
特
記
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
 
（
60
）
 
北
斎
は
、
一
七
六
〇
年
、
庭
で
い
っ
ぱ
い
で
、
わ
た
し
に
椿
の
花
の
中
を
散
歩
し
た
こ
と
を
思
い
出
さ
せ
る
、
江
戸
の
静
か
な
界
隈
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で
あ
る
本
庄
（
本
所
）
で
生
ま
れ
た
。
彼
の
父
の
中
嶋
伊
勢
は
、
鉄
製
の
鏡
師
で
、
若
き
北
斎
は
、
十
八
世
紀
末
期
、
一
定
の
評
判
に
恵
ま
れ
た
勝
川
春
水
の
も
と
に
あ
っ
た
。
北
斎
は
、
か
れ
の
生
涯
の
は
じ
め
の
五
〇
年
間
は
、
大
き
な
評
価
を
得
た
よ
う
に
は
見
え
な
い
。
し
か
し
一
八
一
〇
年
頃
、
彼
は
、
私
た
ち
が
美
術
工
芸
（arts industriels
）
と
呼
ぶ
も
の
に
適
応
さ
せ
る
学
校
を
開
き
、
多
く
の
門
人
を
惹
き
付
け
た
が
、
そ
れ
は
、
弟
子
に
手
本
、
デ
ッ
サ
ン
す
る
た
め
の
大
要
を
与
え
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
彼
は
、『
北
斎
漫
画
』
初
篇
を
出
版
し
た
。 
右
の
記
述
で
、
デ
ュ
レ
は
、
一
八
八
二
年
、
英
国
ロ
ン
ド
ン
の
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
の
知
遇
を
得
た
と
い
っ
て
い
る
。
デ
ュ
レ
の
北
斎
に
関
す
る
記
述
は
、
ほ
ぼ
デ
ィ
キ
ン
ズ
の
そ
れ
に
重
な
る
こ
と
か
ら
、
デ
ュ
レ
は
、
知
己
で
あ
っ
た
デ
ィ
キ
ン
ズ
の
解
説
を
含
め
て
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
か
ら
情
報
を
得
た
趣
で
あ
る
。
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
は
一
八
七
三
年
、
日
本
海
軍
の
招
き
で
来
日
し
て
、
滞
在
中
に
日
本
美
術
品
の
収
集
に
努
め
る
と
と
も
に
、『
日
本
の
美
術
』
を
執
筆
し
て
、
本
テ
ー
マ
に
お
け
る
権
威
あ
る
研
究
書
と
し
て
仰
が
れ
た
。
ま
た
日
英
協
会
の
会
長
に
任
じ
、
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
大
英
博
物
館
に
現
蔵
さ
れ
、
掛
物
（
肉
筆
）、
絵
入
り
本
、
版
画
な
ど
に
特
色
が
あ
る
。
デ
ュ
レ
は
、
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
に
親
炙
し
て
、
そ
の
日
本
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
伝
記
な
ど
に
つ
い
て
の
知
見
を
惜
し
げ
も
な
く
提
供
さ
れ
、
そ
の
恩
恵
を
蒙
る
こ
と
が
少
な
く
な
か
っ
た
よ
う
で
、
筆
の
端
々
に
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
に
対
す
る
敬
意
、,
感
謝
の
念
が
滲
み
出
て
い
る
。
ま
た
、
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
以
前
の
一
八
六
二
年
か
ら
一
八
八
三
年
に
掛
け
て
日
本
に
滞
在
し
、外
交
官
に
任
に
当
た
っ
た
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
（ーE
rnest Satow
, 
1843-1929
）
は
、
毎
回
、
大
使
館
に
設
置
さ
れ
た
郵
便
ポ
ス
ト
を
一
杯
に
す
る
ほ
ど
、
自
ら
収
集
し
た
日
本
資
料
の
情
報
を
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
の
元
に
送
り
届
け
た
と
い
う
が
、
デ
ュ
レ
は
、
今
日
、
英
国
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
サ
ト
ー
の
書
籍
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
情
報
に
つ
い
て
も
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
の
恩
恵
に
預
か
っ
た
と
い
う
。 
そ
し
て
、
こ
の
サ
ト
ー
と
「
生
涯
の
友
」
と
し
て
親
し
く
交
わ
っ
た
の
が
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ヴ
ィ
ク
タ
ー
・
デ
ィ
キ
ン
ズ
（F
rederick 
V
ictor D
ikinns,1838-1915
）
で
あ
っ
た
。
彼
は
海
軍
の
外
科
医
に
し
て
東
洋
学
者
で
あ
り
、
サ
ト
ー
に
遅
れ
る
こ
と
、
一
年
、
一
八
六
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三
年
に
初
め
て
来
日
、
三
年
間
の
滞
在
中
、
サ
ト
ー
や
日
本
人
の
医
者
ら
と
交
流
し
、
一
八
七
一
年
に
再
来
日
し
、
弁
護
士
と
し
て
横
浜
に
居
留
し
、
併
せ
て
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
、
植
物
学
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
活
動
し
、
キ
ュ
ー
王
立
植
物
園
の
D
.H
ooker
に
生
き
た
植
物
標
本
や
写
生
図
を
贈
り
届
け
る
な
ど
し
た
。
一
八
七
九
年
に
英
国
に
戻
り
、
日
本
研
究
に
専
念
し
、
特
に
古
典
作
品
の
翻
訳
を
手
が
け
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
デ
ィ
キ
ン
ズ
の
翻
訳
の
仕
事
は
、
一
八
六
五
年
以
降
、
手
を
初
め
た
も
の
で
、
高
梨
健
吉
訳
『
パ
ー
ク
ス
伝
』（
１
９
８
４
年
、
平
凡
社
）
の
解
説
に
よ
れ
ば
、『
百
人
一
首
』『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』『
竹
取
物
語
』『
飛
騨
匠
物
語
』（
石
川
雅
望
作
、
北
斎
画
）『
酒
呑
童
子
物
語
』『
方
丈
記
』
な
ど
日
本
文
学
の
古
典
の
翻
訳
に
重
き
が
置
か
れ
て
い
る
。『
方
丈
記
』
は
、
南
方
熊
楠
と
の
共
訳
で
あ
り
、
両
者
の
交
遊
に
つ
い
て
、
高
梨
氏
の
解
説
は
、『
南
方
熊
楠
全
集
』（
平
凡
社
）
第
七
巻
所
収
の
「
履
歴
書
」
に
、「
氏
（
デ
ィ
キ
ン
ズ
）
が
毎
々
出
版
す
る
東
洋
関
係
の
諸
書
諸
文
は
、
み
な
小
生
が
多
少
校
閲
潤
色
し
た
る
も
の
な
り
」
と
述
べ
た
こ
と
を
紹
介
し
て
お
り
、
 
（
61
）
少
な
く
と
も
、
デ
ィ
キ
ン
ズ
の
翻
訳
の
背
後
に
熊
楠
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
ピ
ー
タ
ー
・
コ
ニ
ッ
キ
ー
は
、
デ
ィ
キ
ン
ズ
の
日
本
研
究
に
つ
い
て
「
デ
ィ
キ
ン
ズ
の
日
本
研
究
は
、
た
い
へ
ん
知
的
な
日
本
人
と
同
様
の
、
豊
か
で
幅
広
い
関
心
に
よ
っ
て
動
機
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
」
と
、
そ
の
質
の
高
さ
を
評
価
し
て
い
る
。
 
（
62
）
ま
た
、
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
、
サ
ト
ー
、
ア
ス
ト
ン
な
ど
、
一
八
六
五
年
に
日
本
駐
在
公
使
に
任
じ
た
ハ
リ
ー
・
パ
ー
ク
ス
の
部
下
、
も
し
く
は
そ
の
周
辺
の
日
本
語
に
堪
能
で
有
能
な
人
物
た
ち
と
の
交
流
が
大
い
に
裨
益
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
も
想
像
に
難
く
な
い
。『
富
岳
百
景
』
の
復
刻
版
の
作
製
は
、
帰
国
後
間
も
な
く
の
仕
事
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、『
北
斎
漫
画
』
の
序
文
の
判
読
や
英
訳
も
、
け
っ
し
て
簡
単
な
仕
事
と
は
思
え
ず
、
日
本
古
典
に
造
詣
が
深
く
、
そ
の
翻
訳
に
定
評
の
あ
っ
た
デ
ィ
キ
ン
ズ
に
し
て
は
じ
め
て
可
能
な
芸
当
で
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。 
ゴ
ン
ク
ー
ル
も
、
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
の
所
蔵
資
料
の
情
報
に
接
し
た
こ
と
が
、『
北
斎
』
の
本
文
に
よ
っ
て
確
実
視
さ
れ
る
。
そ
れ
に
つ
け
て
も
、
同
じ
く
『
北
斎
漫
画
』
に
つ
い
て
論
じ
た
く
だ
り
に
、
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
や
デ
ィ
キ
ン
ズ
な
ど
、
英
国
人
に
よ
る
情
報
、
先
行
文
献
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な
ど
に
対
す
る
言
及
、
謝
辞
が
当
然
、
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
と
こ
ろ
、
そ
れ
が
見
当
た
ら
な
い
。
デ
ュ
レ
の
述
懐
と
比
べ
る
と
、
そ
の
違
い
は
際
立
っ
て
い
る
。
そ
う
は
い
っ
て
も
、
筆
者
は
、
別
に
こ
の
こ
と
で
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
狭
量
、
不
誠
実
を
責
め
よ
う
と
は
思
わ
な
い
。
『
北
斎
』
の
よ
う
な
大
き
な
仕
事
を
成
し
遂
げ
よ
う
と
い
う
も
の
が
、
功
名
心
に
駆
ら
れ
る
の
は
、
苟
も
文
筆
に
携
わ
る
者
と
し
て
、
む
し
ろ
自
然
な
こ
と
と
思
わ
れ
る
し
、『
北
斎
』
の
達
成
も
そ
う
し
た
並
外
れ
た
功
名
心
の
賜
物
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
な
い
こ
と
も
な
い
。
た
だ
し
、
デ
ュ
レ
と
ゴ
ン
ク
ー
ル
を
同
じ
美
術
史
家
と
し
て
比
較
し
て
見
た
場
合
、
ど
ち
ら
の
姿
勢
を
公
正
と
評
価
す
べ
き
か
と
問
わ
れ
れ
ば
、
お
の
ず
か
ら
答
え
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。 
と
こ
ろ
が
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
は
、
見
て
き
た
よ
う
に
、『
あ
る
芸
術
家
の
家
』
下
巻
で
は
、
デ
ィ
キ
ン
ズ
か
ら
得
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
証
跡
を
残
し
て
い
る
の
に
、『
北
斎
』
で
は
、『
北
斎
漫
画
』
に
つ
い
て
の
記
述
中
に
デ
ィ
キ
ン
ズ
の
名
前
も
『
北
斎
漫
画
』
の
デ
ッ
サ
ン
の
本
質
と
し
て
喝
破
し
た
は
ず
の
「
最
初
の
筆
捌
き
」
と
い
う
表
現
も
見
当
た
ら
な
い
。
こ
れ
は
い
か
に
も
、
不
自
然
な
こ
と
で
あ
る
が
、
下
記
の
と
お
り
、
は
る
か
頁
を
隔
て
た
別
の
場
所
に
所
出
す
る
。
こ
の
た
め
、
デ
ィ
キ
ン
ズ
と
『
北
斎
』
の
関
わ
り
が
さ
ら
に
見
え
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
目
論
み
も
こ
こ
に
あ
っ
た
と
い
う
べ
く
、
や
は
り
こ
れ
も
ゴ
ン
ク
ー
ル
が
、
デ
ィ
キ
ン
ズ
の
翻
訳
か
ら
影
響
を
受
け
た
こ
と
を
覆
い
隠
す
た
め
の
意
図
的
な
作
為
を
疑
わ
れ
て
も
致
し
方
な
い
。 
 
【
最
初
の
筆
捌
き
】 
さ
て
、『
北
斎
』
の
中
で
「
最
初
の
筆
捌
き
」
の
言
い
方
が
見
え
る
の
は
、『
北
斎
』
の
「
カ
タ
ロ
グ
・
レ
ゾ
ネ
」
の
内
、
第
五
十
七
節
「
北
斎
の
初
案
（prem
ier pensée
））
の
ア
ル
バ
ム
」
の
も
と
に
、
集
め
ら
れ
た
、
資
料
に
つ
い
て
論
じ
た
く
だ
り
で
あ
る
。
対
象
と
す
る
の
は
、  
し
か
し
、
さ
ら
に
掛
物
、
巻
物
、
パ
ネ
ル
よ
り
も
よ
く
、
北
斎
を
研
究
す
る
た
め
、
そ
の
手
法
を
理
解
す
る
た
め
、
彼
の
芸
術
の
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秘
密
を
見
抜
く
た
め
の
、
よ
り
秘
密
を
明
か
す
資
料
を
、
林
が
所
有
す
る
三
つ
四
つ
の
ア
ル
バ
ム
の
中
に
見
出
し
た
が
、
そ
れ
ら
は
、
終
わ
っ
た
デ
ッ
サ
ン
の
草
案
（
企
画
）、
ク
ロ
ッ
キ
ー(
素
描)
、
下
絵
を
含
み
、
そ
れ
は
ま
さ
に
、
十
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
で
、
画
家
の
「
最
初
の
考
え
」
と
呼
ば
れ
た
も
の
で
あ
る
。 
と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
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デ
ッ
サ
ン
の
草
案
、
下
絵
、
習
作
、
ク
ロ
ッ
キ
ー
な
ど
を
集
め
た
肉
筆
ア
ル
バ
ム
資
料
で
あ
る
。
ゴ
ン
ク
ー
ル
は
、
そ
の
筆
捌
き
の
中
の
「
最
初
の
筆
捌
き
を
通
じ
て
、
北
斎
の
デ
ッ
サ
ン
の
秘
密
を
探
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
考
察
の
対
象
と
し
て
、
ま
ず
は
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
と
は
、「
北
斎
伝
」
の
達
成
で
の
っ
ぴ
き
な
ら
な
い
確
執
を
演
じ
た
美
術
商
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ド
・
ビ
ン
グ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
ア
ル
バ
ム
を
取
り
上
げ
た
中
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。 
 
ビ
ン
グ
氏
も
、
林
氏
と
同
様
に
、
巨
匠
の
手
法
を
た
い
へ
ん
明
ら
か
に
す
る
、
ク
ロ
ッ
キ
ー
の
い
く
つ
か
の
ア
ル
バ
ム
を
所
有
し
て
い
る
。 
為
斎
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
一
つ
は
、
中
国
小
説
の
仏
陀
の
挿
絵
の
「
初
案
」
を
秘
め
て
い
る
。 
最
初
の
捌
き
に
よ
る
デ
ッ
サ
ン
で
、
非
常
に
直
し
、
除
去
、
抹
消
に
満
ち
て
い
る
。
そ
の
中
の
、
押
し
つ
ぶ
さ
れ
た
筆
の
太
い
線
に
よ
る
ク
ロ
ッ
キ
ー
は
、
カ
ラ
ス
の
一
枚
の
羽
根
と
と
も
に
線
描
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
繊
細
さ
の
線
と
対
立
し
て
い
る
。
大
き
な
字
体
の
一
葉
は
、
す
べ
て
の
群
集
に
よ
っ
て
見
守
ら
れ
て
い
る
、
斬
ら
れ
た
首
の
解
説
で
あ
る
。 
右
は
、
ほ
ぼ
題
材
の
説
明
で
、
挿
絵
の
草
稿
の
よ
う
な
印
象
で
あ
る
。
そ
の
す
ぐ
後
に
も
う
一
例
、
挙
げ
ら
れ
る
の
は
水
彩
画
の
デ
ッ
サ
ン
集
で
あ
る
。
よ
り
問
題
に
す
べ
き
は
、
こ
ち
ら
の
方
で
あ
る
。 
別
の
ク
ロ
ッ
キ
ー
、
ま
た
よ
り
欲
望
を
そ
そ
る
ア
ル
バ
ム
は
、
今
日
、
ジ
ロ
の
所
有
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
陶
然
と
さ
せ
る
唐
墨
の
淡
彩
に
よ
る
シ
リ
ー
ズ
で
、
グ
ワ
ッ
シ
ュ
（gouache
）
の
剣
、
そ
れ
ら
の
中
に
一
人
の
踊
り
子
、
帽
子
を
被
っ
て
、
低
く
し
た
頭
、
空
中
で
緊
張
し
た
腕
の
端
で
ふ
る
え
上
が
る
手
、
そ
の
前
で
、
よ
り
巧
み
な
短
縮
法
に
よ
っ
て
、
胸
と
同
じ
高
さ
に
持
ち
上
げ
ら
れ
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た
足
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踊
り
子
は
、
よ
り
並
外
れ
て
踊
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
次
い
で
、
こ
の
唐
墨
の
作
品
の
傍
ら
に
、
最
初
の
捌
き
に
よ
る
水
彩
画
が
、
大
小
取
り
混
ぜ
、
ま
ね
の
で
き
な
い
「
手
法(faire)
」
で
、
そ
の
羽
が
ブ
ラ
ジ
ル
の
蝶
を
装
う
紺
碧
と
と
も
に
作
ら
れ
た
存
在
（
生
物
）
の
よ
う
に
見
え
る
、
青
い
蝶
の
よ
う
に
、
ま
た
ブ
ド
ウ
の
房
、
あ
る
い
は
秋
の
サ
フ
ラ
ン
色
が
、
葉
の
唐
墨
の
中
で
、
芽
を
出
し
て
お
り
、
ま
た
そ
の
房
の
粒
は
、
黒
ず
ん
だ
ブ
ド
ウ
の
青
み
が
か
っ
た
水
を
含
ん
だ
、
水
晶
の
水
泡
の
よ
う
に
見
え
る
。
ま
た
、
カ
メ
は
、
古
い
銅
像
の
緑
青
色
の
、
き
れ
い
な
色
付
け
を
し
た
カ
メ
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
か
わ
い
ら
し
い
傑
作
の
中
に
、
裏
返
さ
れ
た
葉
（
見
開
き
）
の
上
に
蒔
か
れ
た
、
額
、
縁
に
入
れ
る
に
値
す
る
、
一
羽
の
大
き
な
鶴
が
あ
り
、
鶴
は
、
調
和
的
な
美
し
さ
の
中
で
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い
、
緑
が
か
っ
た
、
そ
し
て
青
味
が
か
っ
た
淡
彩
を
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
色
の
向
こ
う
に
、
あ
る
存
在
の
絵
画
に
よ
る
再
生
の
中
に
、
少
し
ば
か
り
の
夢
想
を
注
入
し
て
い
る
。 
ジ
ロ
は
、
版
画
印
刷
家
の
シ
ャ
ル
ル
・
ジ
ロ
（C
harles  G
illot 1853-1903
）
で
、
日
本
美
術
作
品
の
複
製
を
多
く
残
し
た
こ
と
、
か
つ
日
本
の
版
画
コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
青
い
マ
フ
ラ
ー
に
長
い
シ
ル
ク
ハ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
た
異
様
な
自
画
像
は
、
林
忠
正
の
所
蔵
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
ジ
ロ
は
、
唐
墨
に
よ
る
作
品
に
交
じ
っ
て
「
最
初
の
捌
き
に
よ
る
水
彩
画
が
、
大
小
取
り
混
ぜ
、
ま
ね
の
で
き
な
い
「
手
法(faire)
」」
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
一
群
の
デ
ッ
サ
ン
を
所
蔵
す
る
と
い
う
。「
ま
ね
の
で
な
い
手
法
」
と
は
、
取
り
付
く
島
も
な
い
言
い
方
で
あ
る
が
、
手
が
か
り
に
な
る
と
思
わ
れ
る
の
が
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
が
、
こ
の
あ
と
の
く
だ
り
で
『
浮
世
絵
類
考
』
に
触
れ
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
こ
と
で
あ
る
。 
京
伝
の
『
浮
世
絵
類
考
』
は
、
北
斎
の
才
能
を
賞
讃
し
な
が
ら
、
彼
の
手
の
器
用
さ
に
つ
い
て
触
れ
、
日
本
で
尊
重
さ
れ
る
特
性
で
あ
る
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
「
名
人
技
」（virtuosism
e
）
に
つ
い
て
長
々
と
述
べ
、
線
に
よ
る
繕
い
の
な
い
、「
直
し
」（repentir
）
の
な
い
デ
ッ
サ
ン
、
与
え
ら
れ
た
時
間
の
間
に
作
ら
れ
た
デ
ッ
サ
ン
を
考
慮
に
入
れ
て
い
る
。
ま
た
京
伝
は
、
北
斎
が
左
手
で
す
ば
ら
し
く
描
き
、
ま
た
下
か
ら
上
へ
描
く
こ
と
を
主
張
す
る
、
と
彼
は
、
付
け
加
え
る
。 
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『
浮
世
絵
類
考
』
の
当
該
箇
所
は
、「
伝
に
曰  
為
一
翁
は
曲
画
を
善
す
」
以
下
に
「
左
筆
」「
逆
絵
」「
爪
画
」
な
ど
、
文
字
通
り
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
い
わ
ゆ
る
名
人
技
、
他
人
に
ま
ね
で
き
な
い
手
法
に
つ
い
て
述
べ
た
記
事
で
あ
り
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
は
そ
れ
ら
に
つ
い
て
「
繕
い
の
な
い
」「
直
し
の
な
い
」「
与
え
ら
時
間
の
間
に
作
ら
れ
た
デ
ッ
サ
ン
」
で
あ
る
等
と
言
い
直
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
す
な
わ
ち
『
北
斎
漫
画
』
に
対
し
て
デ
ィ
キ
ン
ズ
が
解
説
に
い
う
「
粗
野
で
素
早
い
デ
ッ
サ
ン
」、
そ
し
て
そ
れ
こ
そ
ゴ
ン
ク
ー
ル
流
に
言
い
直
さ
れ
た
「
最
初
の
筆
捌
き
に
よ
る
素
描
」
と
い
う
表
現
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
は
、『
北
斎
』
の
カ
タ
ロ
グ
・
レ
ゾ
ネ
の
「
最
初
の
考
え
」
に
お
い
て
、
ジ
ロ
所
蔵
の
「
最
初
の
筆
捌
き
」
に
よ
る
デ
ッ
サ
ン
の
実
例
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
北
斎
』
の
テ
ー
マ
で
あ
る
北
斎
の
デ
ッ
サ
ン
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
突
き
詰
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
こ
の
『
最
初
の
捌
き
に
よ
る
デ
ッ
サ
ン
』
と
い
う
言
い
様
が
、
北
斎
の
デ
ッ
サ
ン
の
考
察
か
ら
帰
納
さ
れ
た
結
論
と
し
て
は
、
ど
う
し
て
も
論
理
上
の
飛
躍
を
禁
じ
得
ず
、
そ
れ
を
受
け
容
れ
る
こ
と
に
抵
抗
を
覚
え
る
の
は
筆
者
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。 
 
そ
こ
で
思
い
合
わ
さ
れ
る
の
が
、
万
博
の
年
一
八
七
八
年
の
『
日
記
』
十
一
月
二
十
八
日
の
、
有
名
な
次
の
記
事
で
あ
る
。 
 
 
 
き
ょ
う
、
ビ
ュ
ル
テ
ィ
の
家
で
面
白
く
て
し
か
も
た
め
に
な
る
催
し
が
あ
つ
た
。
日
本
人
の
渡
辺
セ
イ
氏
が
絵
を
一
枚
描
い
た
の
だ
が
、
き
ょ
う
の
は
、
筆
で
の
先
で
描
く
即
興
的
な
ス
ケ
ッ
チ
の
類
で
は
な
く
、
水
彩
の
大
幅
の
絵
す
な
わ
ちkakem
ono
（
掛
物
）
な
の
で
あ
る
。 
 
 
 
日
本
で
も
て
は
や
さ
れ
う
る
素
描
と
い
う
も
の
は
い
か
な
る
二
度
が
き
も
な
し
に
行
わ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
か
な
る
修
正
の
な
ぞ
り
も
き
か
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
描
く
早
さ
に
も
あ
る
種
の
重
要
性
が
つ
け
ら
れ
る
の
で
、
画
家
の
連
れ
は
仕
事
が
は
じ
ま
る
と
柱
時
計
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
時
間
を
調
べ
た
も
の
だ
。
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「
渡
辺
セ
イ
」
は
、
パ
リ
万
博
の
機
会
に
、
渡
仏
し
て
い
た
明
治
期
の
四
条
派
絵
師
の
渡
辺
省
亭
（1851-1918
）
の
こ
と
で
、
彼
は
、
ビ
ュ
ル
テ
ィ
宅
で
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
他
の
人
々
の
前
で
、
描
画
の
様
子
を
実
践
し
て
み
せ
た
と
い
う
。
い
わ
ゆ
る
席
画
と
い
う
べ
き
も
の
で
、
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日
本
で
は
、
本
画
師
も
浮
世
絵
師
も
、
天
保
年
間
以
降
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
か
ら
絵
師
が
客
の
前
で
、
即
興
的
に
絵
を
描
い
て
み
せ
る
書
画
会
の
場
で
、
席
画
が
ふ
つ
う
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
点
は
フ
ラ
ン
ス
の
サ
ロ
ン
な
ど
と
は
、
似
て
非
な
る
も
の
が
あ
っ
た
。
省
亭
の
絵
は
、
絹
に
描
か
れ
た
水
彩
画
の
掛
け
物
で
あ
っ
た
と
い
う
が
、
そ
れ
は
、、
西
洋
の
安
価
な
泥
絵
の
具
を
用
い
た
、
い
わ
ゆ
る
グ
ワ
ッ
シ
ュ
画
と
い
わ
れ
る
類
の
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ゴ
ン
ク
ー
ル
が
、
そ
の
絵
か
ら
受
け
た
印
象
は
、
二
度
描
き
や
な
ぞ
り
が
な
い
と
い
う
こ
と
と
、
描
く
早
さ
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
と
い
う
二
点
で
あ
っ
た
。
私
見
で
は
、
こ
の
二
点
の
特
徴
は
、
い
ず
れ
も
客
の
前
で
描
い
て
み
せ
る
と
い
う
、
流
派
に
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
の
絵
師
が
お
し
な
べ
て
実
践
し
て
い
た
席
画
の
修
練
に
よ
っ
て
自
ず
と
身
に
つ
い
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
こ
そ
、
デ
ィ
キ
ン
ズ
が
「
粗
野
で
素
早
い
ス
ケ
ッ
チ
」
と
表
現
し
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
が
「
最
初
の
筆
捌
き
」
と
言
っ
た
『
北
斎
漫
画
』
の
デ
ッ
サ
ン
の
秘
密
を
実
感
し
た
瞬
間
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
見
方
を
換
え
る
と
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
は
、
デ
ィ
キ
ン
ズ
の
北
斎
解
説
が
公
表
さ
れ
る
以
前
、
万
博
の
頃
、
す
で
に
北
斎
の
デ
ッ
サ
ン
評
価
に
直
結
す
る
体
験
を
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、「
漫
画
」
に
つ
い
て
の
「
最
初
の
筆
捌
き
」
と
い
う
評
語
は
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
が
北
斎
の
デ
ッ
サ
ン
と
出
会
っ
て
か
ら
温
め
て
き
た
そ
の
評
価
と
し
て
、
渡
辺
省
亭
の
実
技
、
デ
ィ
キ
ン
ズ
の
解
説
を
経
て
、
最
終
的
に
練
り
上
げ
た
表
現
と
い
う
の
が
よ
り
正
確
で
あ
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
省
亭
の
画
技
か
ら
受
け
た
印
象
は
、『
北
斎
』
よ
り
も
、
ま
ず
は
、『
歌
麿
』
の
、 
日
本
の
絵
画
は
、
水
彩
で
の
み
描
か
れ
、
掛
け
物
、
巻
物
、
扇
面
と
い
う
三
つ
の
形
状
し
か
存
在
し
な
い
。
そ
れ
ら
は
下
絵
と
い
う
か
完
成
し
た
デ
ッ
サ
ン
（le dessin term
iné
）
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
木
版
を
ほ
る
た
め
に
絵
師
が
作
成
す
る
版
下
絵
の
よ
う
な
感
じ
で
あ
る
。
こ
う
し
た
素
描
は
常
に
墨
（encore de C
hine
）
で
描
か
れ
、
こ
れ
を
版
刻
さ
せ
、
刷
り
出
し
た
自
分
用
や
友
人
用
の
数
枚
に
だ
け
絵
師
は
着
彩
を
施
す
（
65
） 
と
い
う
記
述
に
ほ
ぼ
取
り
込
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
先
掲
の
資
料
の
例
と
合
わ
せ
え
る
と
ジ
ロ
の
旧
蔵
品
が
「
下
絵
」「
完
成
し
た
デ
ッ
サ
ン
」
そ
し
て
「
版
下
絵
」
の
よ
う
な
も
の
と
い
う
こ
と
か
。
た
だ
し
、
右
に
引
用
し
た
日
本
の
絵
画
に
つ
い
て
の
所
感
は
、、
あ
ま
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り
に
単
純
化
さ
れ
て
い
る
嫌
い
が
あ
る
う
え
摺
り
物
の
制
作
の
様
子
が
混
入
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
十
分
に
は
信
用
を
置
き
が
た
い
面
が
あ
る
。
と
は
い
え
、
こ
の
論
の
結
論
と
し
て
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
が
、『
北
斎
漫
画
』
の
デ
ッ
サ
ン
を
版
下
絵
と
同
質
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
上
で
、
そ
れ
に
完
成
さ
れ
た
美
術
品
と
し
て
の
評
価
を
下
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
デ
ッ
サ
ン
如
何
に
こ
そ
、
版
画
あ
る
い
は
日
本
絵
画
作
品
の
評
価
の
核
心
が
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
延
い
て
は
北
斎
の
評
価
も
あ
く
ま
で
木
版
画
の
下
絵
作
家
と
し
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 
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Commentaries on Hokusai written by Edomond de Goncourt 
SUZUKI Jun 
"Hokusai " written by Edmond de Goncourt, who was French literati 
and art critic,is unexplored result of research about Hokusai.  This work 
captured Hokusai for a excellent dessin artist and ranked him continuation 
of artists who were appeared one after another in 18 centuries in France.  
Then Goncourt described, all of Hokusai's work in range of the illustrated 
books, gravure, surimono, paintings. 
Recently this work had been strived for the advance of study by mainly 
referring to an aspect of the cooperation and the conflict among Hsyashi 
Tadamasa and S. Bing who played a role as originator of Japonisme.  
While I hope to try to pursue this article basically through inner signs that 
how he arrived at Hokusai and achieved to its result. 
In 1872, Goncourt accidently got a brief Hokusai's biography which 
none of European know, and it was made for suitable form when "A 
mansion of an artist" first volume published in 1881.  In addition, in its 
second volume, Goncourt tried to copy, all of  the general outline of 
"Hokusai-manga" and a translation of preface of the same book by a 
Englishman named E. Dikins. However in "Hokusai" the evidences of Dikins 
were swept off, Instead it was emphasized that translation was carried out 
by the cooperation with Hayashi Tadamasa.  So I led to the conclusion 
that this contradiction is caused by Goncourt's selfish ambition for the 
achievement of the study on Hokusai. 
 
